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　その夜は、ユリスが待ちに待った、『彼女』と逢える夜だった。

　月に一度。

　ここでしか育たない夜よる薔ば薇ら──赤みの濃こい紫の薔薇をかき集めて、彼女が待つ廃はい城じようへと走るのは、ユリスにとって、灰はい色いろの日々の中でたったひとつの楽しみだ。あの忌いま々いましい吸血公爵や奴のしもべを出し抜くのはそれだけで痛つう快かいだし、胸の奥に隠した愚ぐ痴ちや恨うらみ言ごとを聞き上手じようずな彼女に話せば、心が少し軽くなるし。

　そんな大事な時間の中でも、ユリスの胸が最もときめくのは、彼女が「めずらしい薔薇のお礼」に、海の向こうにある〈白の王国〉アルビオンのことを教えてくれる時だ。ユリスはほとんど人間という生き物を見たことがなかったから、何を聞いてもわくわくした。

　彼女はまたアルビオンの歌もよく知っていて、ルビー色の目をきらきらと輝かせたユリスにせがまれるたびに、何かしら新しい曲を教えてくれた。

「ヘイ、ディドル・ディドル　猫とフィドル　牡お牛うしが月をジャンプした──」

　──そうして、楽しい歌と、その後のユリスのひと月分の愚痴の時間が終われば、彼女は不意にほうっと儚はかなげなため息をついた。

「ユリスったら。もう、そんなにあの吸血公爵が嫌いなら、いっそ殺してしまえばいいのに」

　廃はい園えんを照らす月明かりの下、妖精が歌うが如ごとく囁ささやく彼女。

　幻想的な眺ながめとはそぐわない言葉に、ユリスは一瞬ぽかんとした。──殺す？　あの、強大な力を持つ吸血公爵を？

「かッ、簡単に言うなよ！　それができるなら、とっくの昔にやってる！　でもぼくにはこれがついてるし、そんな真ま似ねはとても──」

「ユリス、ユリス。怒っちゃ厭いやよ。そうじゃないの、違うの……」

　一瞬の沈黙をおいて激げつ昂こうし、隣に生えていた月桂樹ローレルの幹みきを殴なぐりつけるユリスをあやすように彼女はやさしく続けた。

「直接手を下せ、なんて無理をあたしが言うと思う？　あなたの腹ふく心しんの友のあたしが」

「それじゃ、どういうつもりでそんな」

「とても素す敵てきな罠わなを思いついたから、あなたに教えてあげたくなったのよ。ねえ、ユリス──アルビオンの〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉の話は、もうしたことがあったかしら？」

　まるで月の女神のように残ざん酷こくに微笑ほほえみながら語られた彼女の『悪だくみ』に、ユリスはすぐに魅み入いられた。

　それはこの上なく恐ろしい、けれど魅力的な案に思えた。
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「〈黒くろ世せ界かい〉で有名な謎なぞかけの話をしようか。ここに、魂たましいと引き換えに三つの願いを叶かなえる悪魔がいる。さて、この悪魔に永遠に願いごとを叶えさせつづけるにはどうしたらいい？　──そのとおり。最後の願いごとをする時に『あと三つ願いを叶えなさい』と言う。定番だな。

　だが実は、もっと賢かしこくてシンプルなやり方がある。それは──」
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〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉に所属するセシア＝エルフィナスにとって、まるまる自由に使える一日というのは少ない。

　ことに先月──悪魔や妖精の動きが活かつ発ぱつになるハロウィンの前後などは、ようやくベッドに倒れこんだかと思ったら、申し訳なさそうな顔をした執しつ事じに起こされて次の現場へ、という馬車馬じみた働き方をしたことも一度や二度ではなかった。

　夜と霧きりの王都ロンディニウムを駆かけずり回っているうちに、十一月も終わりに近づき。

　北風が容よう赦しやなく勢いを増して、ついに朝の気温が氷ひよう点てん下かにまで冷えこんだある日、セシアと彼女の〝契約者ウオーカー〟三人は、ようやくちゃんとした休きゆう暇かをもらえた。

　よし、溜ために溜めてしまっていた手紙の返事──特に最愛の双子の妹からの！　──を書くぞと、セシアは昨夜、眠りにつく前からわくわくして計画を練っていた。のだが。

「ルーシャス、そっちはどう？」

「わりと本気で死にそうです、我が姫マイ・プリンセス」

「……それはわかってるわ、わたしもそうだもの。でも、どのくらい進んだ？」

　がっかりなことに、住居兼活動拠点であるローズグレイ・ハウスの書斎ライブラリーで、報告書と取っ組み合うはめになっていた。第一の契約者である、吸血鬼を道連れにして。

　お気に入りのローズウッドの椅い子すの座り心地ごこちはいいのだが、朝起きてからお昼近い今までずっと座りっぱなしだから、いいかげんおしりが痛い。頭も痛い。

「王立劇場のいたずら幽ゆう霊れいの立ち退き説得と、セント・ウィリアム大聖堂での悪魔退治の報告書はできました。今は、ミドルトン・ストリートでの野の良らマンドラゴラ捕ほ獲かく事件について書きはじめたところですけど──セシアの方は？」

「わたしは国立絵画館の『踊る肖像画』事件と、王立取引所での金きん塊かい消失事件について書き終えたところよ。それじゃ、あとは──」

「この『鬼おに火びの泣き声』事件と『タワー・ブリッジの水すい妖よう』事件で終わりですね」

「……やっと先が見えてきたわね」

　はあ、と疲労の色いろ濃こいため息をついて、セシアは肩を回した。根が「悩むよりも足で稼かせげ」を地で行く性格のせいか、報告書を書くのは苦手なのだ。

「……すいませんセシア、僕もいろいろ限界です。五分だけ寝かせてください」

「いいけど、五分だけって言って五分で起きたためしがないわよね、あなた」

「ぐう」

「ってもう寝てるし」

　セシアの隣の席でルーシャスは、一瞬のうちに見事にテーブルに突っ伏してしまった。

　突っ込みは入れても叩たたき起こしはしなかったのは、もともと「昼は昼寝の時間、夜も寝る時間」主義の眠りたがりなルーシャスにしては、朝早くから根気強く付き合ってくれたことに、内心感謝していたからだ。──口に出して「ありがとう」と言おうものなら「じゃ、お礼に血をくれますか？」などとのたまう抜け目ない吸血鬼なので、表現はしなかったが。

「……クローディアへの手紙なら、いくらでも書けるのに」

　姉馬鹿全開の独ひとり言ごとを呟つぶやき、セシアもいったん羽根ペンを手放した。やっぱり、一緒にがんばってくれるひとがいないと、気合が入らない。

　わたしもひと息入れておこう。セシアは、ついさっき執事のクレオヴィスが淹いれていってくれたミルクティーに口をつけた。ほのかにスパイシーな香りがするのは、今朝セシアが乾かわいた咳せきをしたのに気づいたクレオヴィスが、お手製のジンジャー・シロップで味つけしてくれたからだ。温かい気遣いが心にしみる。

　そういえばルーシャスの紅茶は？　冷めてしまったらもったいないわよねと、お嬢様らしくないせせこましい心配が生まれて、隣を見やる。

　だがつい、ティーカップではなく、眠る吸血鬼の、輝く月に喩たとえたくなる金髪と美しい面おもての方に目が引き寄せられてしまった。

　右目を隠す漆しつ黒こくの眼帯のせいで不吉な印象を与えがちなルーシャスだが、安らかな寝顔は、貴族的な美と気品の方を強く感じさせる。ただ今は、その上品な美び貌ぼうの生む魅力よりも、やつれてアンニュイな感じの方が目につくかもしれない。

　──お疲れって感じね……。

　──……もしかしてわたしも、こんなふうにしょんぼりした顔なのかしら。やだな。

　柄がらにもなく少女めいた心配をして頰ほおを押さえた時、廊ろう下かからどたどたと足音が響いてきた。

「──いよッ！　俺様がお帰りだぞっと」

　どこの酔よっ払ぱらいだ？　という無む駄だにテンションの高いかけ声とともに扉を開けたのは、やかましい足音で予想したとおり、逆さか毛げを立てたミッドナイト・ブルーの髪の青年である。

　アルカイン。仁義を重んじる人じん狼ろう一族の若者で、セシアの第二の契約者だ。

　セシアはアルカインの金色の瞳を、軽く睨にらんだ。

「お帰りだぞじゃないわよ、アルカイン。朝からどこに行ってたのよ」

「朝からじゃなくて昨夜からだぞ。久しぶりに『朝あさ露つゆ亭てい』のビールが飲みたくなったから、ひとっ走り」

「まさか狼おおかみの姿で街を走り回ったわけじゃないわよね……？」

「俺がそんな考えなしのアホに見えるか？　──ってかどうした姫さん、シケた面して。今日は王都にしちゃめずらしくいい天気なのに、もったいねえぞ。ほれ、姫さんの好きなラズベリー・セーキを買ってきてやったから。笑え、な？」

　そうはげまされても、笑う気力などない。

　が、アルカインのボタンを三つも外したシャツに革のズボンという、ラフすぎる私服姿に納得はした。これなら体格のよさや野性味のある顔つきとの相乗効果で、とても騎士には見えない。どこからどう見ても、パブを渡り歩く青年ギャングだ。

　……よく考えなくても、それでいいのかと、あまりに騎士らしくない彼にため息が出るが。

「ありがと。でもわたしは不ふ機き嫌げんなんじゃなくて、報告書の作成で疲れてるだけよ。ハロウィンの『生き人形』事件以来、忙しくて、溜めに溜めちゃってたから」

「そうか。よし、それじゃ頭を使う作業はおまえらに任せた！　俺は牛肉を食いにいく！」

「ってこらー！　なに堂々と仲間を見捨ててるのよ！」

「ぐえええ!?　襟えり首くびつかむのは勘かん弁べんしてくれよ姫さん。そう言われたってな、俺だって報告書は苦手だっつの。考えただけで鳥肌が立つっての。人狼なのに。」

「誰もあなたに頭脳労働なんて期待してないわよ。あなたはそこの、ちょっと油断すると居眠りしちゃう吸血鬼を監視しててくれればいいの。もう五分経たったし、起こしてあげて」

「わかったよ。にしても、さりげなくひでえこと言ってねえか？　──おら起きやがれ、ぐうたら吸血鬼！　寝るなら夜にしとけ！」

　ごす！　と金色の頭に、アルカインの固めた拳こぶしが手加減なしで入った。

「いたた……アルカイン？　君なんかの拳で目覚めるとは最悪だな……ねえセシア、あなたのキスで起こしてくれるくらいのサービスがあっても、罰ばちは当たらないと思いますよ」

「はいはい、寝言は寝てる時だけにしてねルーシャス。さ、アフタヌーン・ティーの時間までに片付けちゃいましょう」

　真面目なセシアを艶つやっぽい冗じよう談だんでおちょくる吸血鬼を、いつもどおりすげなくあしらって、作業を再開した時。

「──ところで……そろそろ、おれが話してもいいだろうか？」

　ぼそり。

　いきなり背後で響いた声に、セシアは椅子から飛び上がりそうになった。

　慌てて振り返れば、長身の人狼のやや後ろに、いつのまにか真しん紅くの髪の青年が立っていた。

　その瞳はガーネット色。口元と左頰の縫い傷を、黒く長いマフラーで念入りに隠している。

「センレッド!?　いつからそこにいたの」

「あなたの……『まさか狼の姿で』あたりからだが」

　それはまた随分と前だ。

　もっと早く声をかけてくれてもよかったのにと言うと、センレッドはきまり悪げな小声で。

「……呼びかけては、みたんだが。アルカインの大声に、かき消されてしまって」

「駄目じゃないアルカイン」

「ええ？　俺のせいかよ！」

　だいぶ理不尽に責任をなすりつけられた人狼が、本気で顔をしかめて呻うめくのに、センレッドはほんのわずか頰をゆるめた。幸せを嚙み締めているふうなのに、同時にある種の翳りをも感じさせる微笑み。センレッドはこういう表情が多い。

　だが、信頼して仕えていた人間に残酷な改造手術をほどこされたという過去の持ち主に、アルカインのようにアッパラパーになれという方が無茶だし、これでも出逢ったばかりの頃よりは、十八歳の年相応の部分を取り戻してきてはいるのだ。

　でもいつかは、もっと屈くつ託たくなく笑えるようになってほしい。

　そう願いながら一緒に暮らしている、彼が、セシアの三人目の契約者だ。

「……これが。さっき、届いたそうだ」

　喋しやべると左頰の縫い傷がかすかに疼うずくので、センレッドはよほどのことがない限り大きな声を出さないし、金髪の吸血鬼みたいな無駄口も叩かない。端的な言葉で差し出されたのは、褐かつ色しよくをした紙の封筒であった。

「ありがとう。でも、クレオヴィスさんはどうしてるの？」

　いつもなら郵便物を銀盆シルバートレイに載せて運んできてくれるのは、神の微笑みの執事の役目だ。

「……執事さんは、裏庭に。問題が同時多発してて、忙しそうだったから、おれが代理に」

「問題って？」

「えっと……確か、霧む氷ひようスライム一家の奥方が産さん気けづいて、ブラウニー七兄弟がおやつの争そう奪だつ戦せんで殴り合いを始めて、悪いた戯ずらなゴブリンが首無し騎士の首を隠してしまったとかで揉もめてて、さらにケット＝シーの行商人が、この前、投資で大損をしたことを愚痴りだしたとか」

「それはさすがに忙しそうというか……わたしたちもお手伝いした方がいいような」

「いざとなればハンドパワーで収めるから、安心して任せてほしい、と執事さんは言ってた」

　ローズグレイ・ハウスには魔術で結界が張られており、契約者以外の魔物や悪魔、妖精などの侵入を阻はばんでいる。が、任務などで友達になった者には特別に、裏庭からの出入りが許されていた。神の微笑みとハンドパワーでたいていの問題は片付けてくれる執事がいるお蔭もあって、今のところ大きなトラブルは起きていない。

「ところで、この荷物はどこから来たの？　宛あて名な書きがないけど、もしかして──」

「……ああ。休み明けに、おれたちに担当してほしい案件の資料らしい。急ぎではないが目を通しておいてくれと、ほら、ここに……〈青の薔薇十字団〉副総そう帥すいのメモがついてる」

〈青の薔薇十字団〉とは、アルビオン王国の抱える秘密の騎士団だ。その任務は、悪魔退治や魔術犯罪の捜査といった国家機密に属するもので、悪魔や魔物といった人外の者たちとの共存をひそかに図はかるアルビオンにとっては重要な組織である。

　副総帥からの封筒の中身は、新聞の切り抜きに、雑誌が数冊。──魔術事件に関係した記事でも載っているのだろうか？

　見るのもうんざりしつつあった報告書などを、これ幸いと脇わきによけて、テーブルの上にそれを広げる。あくびまじりの吸血鬼はもちろん、残りの席についた人狼とセンレッドも一緒に、中身をあらためていった。

「『ロンディニウム・ガイド』は資産階級向けの新聞よね、確か。──この『レディ・セブン』っていう雑誌は何？」

「セシアは本当に流行に疎うといですね。数年前に創刊された、女性向けの読み物ですよ」

　セシアなんぞよりよほど最新流行に詳しい、洒しや落れ者もののルーシャスに突っ込まれてしまった。

　ルーシャスは、可か愛わいらしい花と女の子のイラストの表紙が目を引く雑誌『レディ・セブン』をぱらぱらとめくってみせる。

「ほら、『ロンディニウム・ガイド』より文字が大きくて絵と写真が多いでしょう？　言葉遣いはやさしくて、ゴシップや最新流行の特集がたっぷり。十二歳のお嬢様から七十歳の老婦人まで楽しめるのが売りだそうです」

「へえ……世間では、そんな雑誌が出てるのね」

　初めて見た、とセシアが正直に呟つぶやくと、ルーシャスはやさしい感じの苦笑いになった。

「セシアもたまにはこういうものを読んだ方がいいんじゃないですか？　報告書や魔術書ばかり読んでると、感性がすり減ってしまいますよ」

「ちょっとは読んでるわよ。少なくとも、クローディアがくれるのは」

　セシアの最愛の妹、クローディア＝エルフィナスは、アルビオンの現女王だ。

　双子の姉妹でありながら、妹は宮廷で政まつりごとを担にない、姉のセシアはこうして宮殿を離れて〈青の薔薇十字団〉に身を置くという異なる立場にあるのには、アルビオンの王族に伝わる古い掟おきてが絡からんでいる。

　セシアも昔はその掟に対して、いろいろと思うところもあったが──今では『夜の女王』という自分の役目にやりがいを感じているし、遠く離れた場所から・間接的にであっても、女王である妹を守るために戦うことができるので、これでよかったと信じている。

　──クローディア、元気かな？　また、お見合い話でうんざりしてないかしら。

　銀の髪、クールに見られがちな容貌のセシアとは対照的な、金髪に縁ふちどられた可か憐れんな美貌の妹を案じながら、ルーシャスから受けとった『レディ・セブン』をめくると。

『クローディア女王陛下の夫君争いは、誰が制する!?　──本命は依然、アルカーディア公爵の長ちよう子しアルヴィン卿きようですが、常に陛下をお守りする聖騎士団の長、レオ様ことレオナルド＝ヴァロンも類たぐい稀まれな美貌と忠誠心で大穴との噂うわさが……』

　よりにもよって巻頭特集の記事がこれだった。

　ばしん！　と雑誌をテーブルに叩きつけ、セシアは勢いよく席を立つ。
















「ん？　こめかみに青筋立ててどこに行くんですか？　我が姫」

「レターセットをとりに」

「…………とっても厭いやな予感がしますけど、どこに手紙を書く気なんですか」

「決まってるでしょう。この無礼な記事を書いた出版社に、抗議の手紙を書くのよ」

　何が決まってるんだと言いたげな半はん眼がんで嘆たん息そくするとルーシャスは、ずんずんと歩いていこうとするセシアのワンピースの袖を引いて止めた。

「セシアのとんでもない姉馬鹿はじゅうじゅう承知していますけど、この程度のゴシップ記事でめくじら立ててたらキリがないですよ。この手の雑誌は、宮廷スキャンダルと美容とグルメ記事だけで一年回してるようなものなんですから」

「……やけに詳しいわね、ルーシャス」

「こういう頭を使わない雑誌を眺めながら眠りに落ちるのって、結構いいですからね」

「でも、これじゃまるで競馬の予想みたいじゃない。ひどいわ。失礼よ、侮ぶ辱じよく罪ざいよ！」

　自分への悪口なら我慢できるくせに、こと妹の話になると沸ふつ点てんが急に低くなるのがセシアである。セシアは何かと反はん目もくし合う貴族たちをまとめるのに心労の絶たえない妹を、クローディアは悪魔や魔物と戦うせいで生傷の絶えない姉を、常に案じている。「姉し妹まいのくせにべったりしすぎじゃね？」と、ときどき人狼が突っ込むほどに。

「どうどう」

「わたしは馬か！」

　拳を振り上げるセシアを、ルーシャスは「怒ったら美人さんが台無しですよ」などと軽口であやしながら、慣れた手つきで彼女の銀髪や背中を子供にするみたいに撫でて宥なだめる。

　それでもまだぷんぷんと憤ふん激げきし、このままだと本気でテーブルをひっくり返しそうな様子の少女へと、金髪の吸血鬼は囁ささやくようにして。

「まあまあ。こういう無神経な記事を書くようなところは、抗議の手紙の一通や二通出したところでおとなしくなったりはしませんよ。だからそちらはひとまずあきらめて、そう──たとえばそこの人狼に、記者の家の周りでひと晩中吠えさせる、なんてどうです？　結構な嫌がらせになりますよ？」

「……ふむ。なるほど、私刑リンチということね」

　いつもは自他ともに認める常識人のセシアだが、妹が絡むとその常識もどこかに吹っ飛ぶ。

「つーか待て。なんでさりげに俺をパシらせる方向でまとまりかけてんだ？　おまえらは」

　さすがに記事を読むのを止やめてアルカインが抗議するが、ルーシャスは綺き麗れいに無視した。

「というわけで、我が姫。こっちの記事も見てくれませんか？」

　かなり露ろ骨こつに誘導されたのだが、セシアは頭に血がのぼっているせいで気づかなかった。

　ルーシャスの手元を覗きこみ、眉をひそめる。

「赤インクで丸がつけてあるところね──『これぞ美び肌はだクリームの最高峰！　芯しんから輝く素す肌はだが、あなたのものに』……って、え？　まさかこれが事件に関係する記事なの？」

「付ふ箋せんでもつけてくれていれば、もっとわかりやすかったんですけどねえ。他にもあるんですよねセンレッド」

「……ああ。こっちの新聞の切り抜きにも、似たような宣伝に赤丸が」

　センレッドは静かにうなずいて、セシアの目の前に切り抜きを丁てい寧ねいに並べてくれる。

　どれも似たような文面だ。──飲むだけで肌が明るくなる！　引き締め効果の真しん骨こつ頂ちよう！

　これがどうしたのかとセシアが眉まゆをひそめると、センレッドから答えが小声で返ってきた。

「たぶん……これを売ってる、〈アリスの箱はこ庭にわ〉という会社が、怪しまれてるんだと思う」

「〈アリスの箱庭〉？」

　セシアとアルカインの訝いぶかしげな声が重なった。ルーシャスが、優雅に頰ほお杖づえをついて笑う。

「案あんの定じよう二人とも初耳のようですから説明しますと、最近業績を上げはじめた美容関連の会社ですよ。さっきの『レディ・セブン』みたいな大衆誌から、高級紙にいたるまで広告を載せてがんばってるみたいですね」

　……またしても、やけに詳しい。そう言うとルーシャスは悪戯っぽく片目を瞑つぶった。

「雑誌や新聞を読みながら寝るの、好きですから」

「……あ。こっちの記事に、副総帥のメモが。これが指令らしい、セシア」

「見せてみて。──『その会社の商品が、どうも胡う散さんくさい。ある事件で証拠品として押おう収しゆうした美肌クリームを分析させたら、魔術を使わなきゃ精製されない物質が入ってた。最近、貴族の間でひそかに広まってる』……インクが滲にじんでて読めないわ──『■■■■の密売に関係してる疑いもある。とりあえず今は、この会社が売ってる商品を、ツテを使って集めてる最中だ。おまえらも休み明けから協力してくれ。じゃ、今度逢ったらフィッシュ・アンド・チップスでも食いに行こうな、セシア』」

　なるほど。──最後のお誘いはさておき、事情はのみこめた。

　一枚の紙に説明をまとめておいてくれればわかりやすいのに、殴り書きのメモ一枚をまぎれこませて済ますってどうなの？　とあきれはするが、副総帥らしくもあり、セシアはつい苦笑してしまう。セシア以上に、書類仕事などの単調な作業を苦手とするひとなのだ。

「つまり、まだ全部の商品をチェックできてないっていうことよね？　〈青の薔薇十字団〉にしてはてこずってるのね」

「〈アリスの箱庭〉は完全会員制ですからね。商品を買わせる前に、会員としてふさわしいか、一週間以上の審査期間があるんです。早くても十日はかかるでしょうね」

「……本当に、やけに詳しいわねルーシャス……」

「セシアに買ってあげたいと思ったからですよ。ほらこの『夢の谷間が手に入る秘薬』とか」

「俺ぁこっちのがいいと思うぜ。『ドレスの上からでもわかる魅み惑わくのヒップライン』っての」

「ルーシャス！　アルカイン!!」

　無礼な吸血鬼とさらに無礼すぎる人狼を一いつ喝かつし、セシアは憤ふん然ぜんとした表情で腕を組む。

　何か、協力できないだろうか。休み明けからでいいと言われても、話を聞いた以上「はいそうですか」と休日気分には戻れないのがセシアだ。不器用と、よく言われる。

　少し考えてから立ち上がったセシアを、またしてもルーシャスが気にする。

「ん？　今度はまたどこに行く気ですか？　セシア」

「わたしの部屋に。思い出したものがあるの。すぐに取ってくるから、待ってて」

「レターセットじゃないでしょうね」

「違います。今回の調査の役に立つものよ、きっとね！」

　潑はつ剌らつとした声で請け合うと、青いワンピースの裾をからげてセシアは廊下に飛び出した。
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　セシアの私室はローズグレイ・ハウスの三階だ。

　ミニサイズの箒ほうきや雑ぞう巾きんを手に、お掃除中のフェアリー・ドール──その身に妖精を宿した球体関節人形たちと、途中の階段で出くわす。

「セシア様セシア様～！　白しら百ゆ合りがんばってますです、抱っこしてください～！」

　と、くるくるに巻いた金髪で、紺こん色いろのメイド服を着た白百合姫が飛びついてきて。

「これ白百合！　抜け駆けをするでない！　しかも雑巾を投げ捨ておってからにッ」

　と、茶色い髪に牡ぼ丹たんの花、紅くれない色いろの絹と金きん糸しでできた袍ほうを着た芙ふ蓉よう姫が怒って叫び。

「お二人とも……そう激しく突撃されては、セシア様が階段から落ちてしまいますゆえ……」

　と、癖くせのない黒髪に花はな簪かんざしを挿さし、色の違うキモノを何枚も重ねている桜さくら姫が、ため息まじりに二体の仲間をたしなめる。先を争ってしがみついてくる白百合姫や芙蓉姫に比べると控えめで、甘えるのが苦手な桜姫もちゃんと抱っこしてあげてから、上へ。

　道草を食ってしまった、急がないと──と思いつつ、薔薇模様のドアノブを回した。

　セシアの部屋はさほど広くはないが、調度品を選んでくれる執事のセンスのお蔭で、落ち着いた優雅さがある。白いレースの飾り枕にベッドカバー。深い色をしたマホガニーの家具。レースのカーテンを透すかす陽射しが、灰はい青せい色しよくの絨じゆう毯たんに四角い模も様ようを映している。

　……とまあ、ぱっと見ただけなら可愛らしいのだが、サイドテーブルに訓練用の銃じゆうと手入れの道具が転がっていたり、本棚や飾り棚に詰めこみ放題に物が詰めこまれていたりと、雑然というか殺さつ伐ばつとしたムードが漂うのが残念である。

　──休みの間に片付けようとは思ったんだけどね……。

　誰にともなく向けた言い訳はさておき。

　──あれを使えば、〈アリスの箱庭〉に、すぐに接触できると思ったんだけど。

　──どこにしまったんだったかしら？

　きゅっと眉根を寄せる。たまに整せい理り整せい頓とんをすると、どこに何をしまったかをすこんと忘れて後で困るのがセシアの間抜けなところだ。ときどき自分でも厭になる。

「一月は雪を運んできて　僕たちの手足にしもやけを作る……」

　とりあえず、マザーグースを歌いながら記憶を探さぐった。妹が「何かを思い出したい時に効くそうですわ」と教えてくれたものだ。

「……退屈な十一月は、北風を運んできて、枯かれ葉はを舞い踊らせる」

　効果てきめん。飾り棚の一番上に置いた、ブリキ製の缶の中だと思い出した。

　が、そこは爪つま先さき立だちをしても背が届かないところで、セシアは再び困ってしまった。

　──確か……前に片付けをした時には、アルカインに置いてもらったんだっけ。

　アルカインは彼女より、ゆうに頭ひとつ分は上うわ背ぜいがある。

　潔いさぎよくあきらめて、踏み台を探すべきか？　迷った時に、聞き覚えのある美声が響いた。

「これが必要なのか」

　ひょいと目当ての白い缶をとってセシアに差し出したのは、黒手袋をした男性の手。

　思わず受けとってから、ぎょっとして目線を上げると、果たしてセシアの想像どおり、黒衣の悪魔がすぐ隣に立っていた。

「──!?」

　人間大砲で吹き飛ばされたかのような勢いで、セシアは反対側の壁まで後あと退ずさりした。

「なッ──あ、あなた……！」

　ほっそりとした長身の相手を指さしたセシアの舌は、激しい動揺でもつれていた。

　非の打ち所のない美貌なのに、完璧な無表情のせいで、ひどく近寄りがたい印象を与える青年だ。コートのように裾の長い漆しつ黒こくの上着、黒い手袋、右手には赤い革装丁の本。以前とまったく変わらない姿。

　瞳の色は凍こおれるアイスグリーン。冷たい磁石のように、否いや応おうなしに引きつける瞳──。

「──ファントム！」

「それは偽ぎ名めいだと、あなたにはすでに教えたはずだが？」

　憎にくたらしいほど、しれっとのたまった悪魔の、本当の名はラゼリオンという。

　ファントムというふざけた偽名を名乗っていた彼と出逢ったのは、ひと月ほど前。女王クローディアをも巻きこんだ『生き人形事件』を解決するために、セシアはこの変わり者の悪魔に近づいて、情報を得たのだ。──引き換えに、自分の過去の秘密を明かすことで。

　実は〈黒世界〉を統すべる魔王の子、第四王子だということと、彼の真の名を教えられてからは一度も会っていなかったので、セシアは今どうやって応対するべきなのかがわからず、困ってしまった。なにしろ魔王子に真の名を教えられるということは……その……。

　──いやいやいや、考えちゃ駄目よ自分！

　回想したり自分を叱しつ咤たしたりで忙しいセシアをよそに、悪魔は「ああ」とうなずいて。

「そういえば、ノックもせずに入るのは失礼だったな。では」

「!?　どこに行く気ですかッ」

「廊下に。ノックをしてから改めて」

「そんな危険な真似はやめてください執事さんやみんなに見つかったらどうするんですか！」

　表情を変えずに回れ右しようとした悪魔を慌あわてて引き留め、セシアは深いため息をひとつ。

「……あなた、以前ここに不法侵入した時は礼儀なんて気にもしていなかったじゃないですか。なのにどうして今さら」

「『生き人形事件』の際のあれは、急迫の事態だったからな。だが今は違う。私はあなたには紳士でありたいのだ。まあ、あなたにお許しいただけるのなら、このまま続けさせてもらうが」

「…………仕方がないから許してあげますけど、一体何を続ける気ですか」

「まずはこれを」

　と悪魔が無造作に差し出したのは、黒手袋をした手にはおよそ似合わない、可愛いピンクのクマのぬいぐるみだった。

　黒いボタンのつぶらな瞳としばし大おお真ま面じ目めに見つめ合ってから、なんの罠わなかしら……？　と内心警戒しながらセシアがクマを受けとると、今度は可か憐れんなベビー・ローズの花束が目の前に突き出された。クマと同じく無造作に。

　……駄目だ。さっぱり意味がわからない。セシアは怪訝な顔を隠さずに尋たずねた。

「あの、これは一体……？」

「プレゼントに見えないだろうか」

「プレゼント!?　いや、まあ、言われてみれば確かにそんな感じですけど……」

　セシアが十歳のレディだったら素直に感激しただろうが、もうじき十七歳になるのにぬいぐるみで大喜びするのは照れくさい。実を言えばぬいぐるみは大好きなのだが、自分のややキツい感じのする顔にはそんな可愛らしい趣味は似合わない気がするのでやっぱり面おも映はゆい。

　──……う。こ、こっち見てる。

　しかし、悪魔がお得意の冷静に分析するような目で反応を待っているのに気づいたので、セシアはおずおずと礼を口にした。人間として最低限それは必要ではあったし。

「ええと……その、ありがとうございます」

「ふむ」

　黒衣の悪魔は、少しほっとしたような雰ふん囲い気きで息をついた。ようにセシアには見えた。

　──もしかして、わたしがプレゼントを気に入るか、心配してたのかしら？

　そんな可愛い悪魔だった記憶はないのだが。でも、もしそうなら──とセシアがあれこれ考えていると、悪魔はおもむろに話を変えた。

「時に、あなたの食べ物の好き嫌いについて尋ねてもいいだろうか？」

「食べ物ですか？　まあ、なんでも食べますけど、ベリー類のお菓子が特に好きですね」

「では、愛あい玩がん動どう物ぶつは？　猫派か犬派か」

「猫を七匹飼ってますが、犬も好きで──って何を書いているんですかあなたは」

　なんとなくノリで正直に答えてしまったが、ふと気づけば、悪魔は黒手袋をした手にこれも黒い羽ペンを握って、黒革の何やら高価そうな手帳に何かを書きつけている。

「備び忘ぼう録ろくだ。あなたの好みはベリー類、犬は飼かっていないが好き、と」

「……ちょっと待ってください。記録してどうする気ですかそんなもの」

「あなたの好きなものを、私も好きになろうかと」

「は!?　どうしてそんな」

「あなたと結婚するのなら、好みが同じ方が、いろいろと都合がよいだろう」

　無表情のまま、さも当然のように言われてしまい、セシアはいよいよ眩暈めまいがした。

　よろめきながら悪魔から顔をそむける。……頰が染まっていたら恥ずかしいので。
















「以前わたしに真の名を教えたのは──やっぱり、そういう意味だったんですか……？」

「おや、ご存知なかったのか？　では改めて言おう。セシア、私の花嫁に」

　面と向かって本人に言われたら気絶しそうだったので、慌あわててさえぎる。

「待ってください、知ってました！　知ってはいましたけど──」

　これも、ひと月近く前のことだ。

　最後に逢った時、セシアはこの悪魔から直接、真の名を教えられた。それは悪魔たちの国〈黒世界〉では、求愛と同じ意味を持つと聞いていたから、もちろん動揺した。しかし突然求婚されるほど彼に愛されているとは思わなかったので、今日までずっと「きっと悪趣味な冗談よ。人間観察が趣味の悪魔だし」と思いこむよう努めてきたのだ。

　──それに、このひとが本当に本気で求婚してるんだとしても……わたしは……。

　頭を抱えるセシアを見下ろして、悪魔はやや不満そうに眉間を狭せばめた。

「ふむ。その様子だと、あまり真剣には考えていただけなかったようだな」

「真剣にも何も、突然すぎて反応に困ったんですよ。あなたは言うだけ言って勝手に姿を消してしまうし」

　悪魔、とりわけ次代の魔王候補になる者たちにとって、花嫁はただの伴はん侶りよではなく、特別な意味を持つという。どういう理由なのかセシアも詳しくは知らないが、花嫁は、悪魔の魔力の源みなもとになるのだそうだ。そして強い魔力を持つ花嫁ほど、魔力の源として優秀らしい。

「もしかして、あなたはわたしを花嫁にすれば魔王の座を獲とれるとでも思っているのですか？」

「いや。私は、魔王の座にも継承戦争にも興味はない」

　わたしを利用する気ならお断りだ、というセシアの警戒心を、彼女の硬い表情から察知したらしく、黒衣の悪魔はすばやく冷静に切り返してきた。

「魔王の座も継承戦争もどうでもいいのに、どうしてわたしを花嫁に、なんて言いだしたんですか？　矛む盾じゆんしてませんか」

「ふむ、そこに重大な誤解があるようだな。──セシア。私は魔王になりたいからあなたを花嫁にしたいと思ったのではなく、あなたを花嫁にしたいから真名を渡したのだ」

　根気強く、静かに言葉を重ねる悪魔のまなざしが、セシアを射い貫ぬく。

「これでも、まだ説明が足りないかな」

「……足りなくはありませんが」

　セシアと対たい峙じする悪魔の態度はいつになく真しん摯しで、彼女をうまく言いくるめて利用しようとかいう下心は感じさせない。その気になれば平然と噓をついて相手を籠ろう絡らくできる悪魔のはずだが、セシアは彼には奇妙な信用を置いていた。

　この悪魔は、わたしを翻ほん弄ろうはするけれど、わざと傷つけることはない。

　見た目の印象ほど冷れい徹てつでも無感動でもないし、独特のやさしさも持ち合わせている──と。

　それなのに「花嫁にしたい」という言葉に恥はじらいよりも戸惑いを強く覚えるのは、この悪魔に恋だの愛だのが似合う気がどうしてもしないせいだ。

　──だって普通「花嫁にしたい」って言うなら、好きとか愛してるとか、そういう感情が先にくるもの……よね？

　少なくとも、妹の見合い話の愚痴を聞いている限りはそうだ。クローディアに求婚する貴族たちは、まず自分がどれだけ彼女に心しん酔すいし敬愛しているかを歯が浮きそうな甘ったるいポエムで語り尽くしてから、「ぜひ私を夫に」と言いだすのがお約束だとか。

　──でもまあ、たとえ愛してるって言われたとしても、応こたえられるはずなんかないんだけど。

　──だってわたしには、恋なんて……。

「まあ私は魔王になる気はないので、花嫁といわず、あなたの婿むこ養よう子しでも構わないのだが」

　またしてもさらっと言われ、真面目に思案していたセシアはむせた。

「『夜の女王』の夫。ふむ。花嫁と同じくらい素敵な響きだとは思わないか」

「思いません。全然まったくこれっぽちもです」

　セシアは痛みはじめたこめかみを押さえ、きっぱりと否定した。

　……疲れる。花嫁になれと言われているはずなのに、むしろ押しかけ女房がやってきた気分になるのはなぜだ。

　報告書作りをしていた時の数倍の疲労を感じて、げっそりと壁に手をついていると。

「しかし実を言えば、花嫁がどうこうというより──あなたに本当の名前で呼んでほしかっただけという気もするのだがな」

　ふとセシアから視線をそらしたラゼリオンが、窓の向こうの冬枯れの庭を眺めながらそんなことを言いだしたのに、不意をつかれた。

　深い声こわ音ねは、なぜか「花嫁になれ」等のダイレクトな言葉よりもはるかに印象的で、セシアの心を動かす響きを帯おびている。

「本当の名前で、ですか？　またどうして」

「自分でも謎なぞだ。そのような衝動を覚えたのは、生まれて初めてのことゆえ」

「初めて？　そんなに長く生きているのにですか？」

「あなたは私が何百年も生きていると思っているようだが、実は四十三歳」

「ええ!?」

「かける三から五、くらいの歳だ。四十三で数えるのに飽きたので、曖あい昧まいだが」

　無駄に生なま々なましい数字でおどかすなと、精神的疲労もピークに達して怒ろうとしたセシアへと、悪魔がふいに手を伸ばした。冷たく鮮せん烈れつな感触を頰に感じて、セシアはびくりと身を震ふるわせる。

「そういうわけで、セシア」

「なんですか。急に近づいてこないでください、それでなくてもあなたは──」

　ろくに表情を動かさないくせに、唇の端をちょっとつり上げたりするだけで、濃のう艶えんな色香を放つのが目の毒なのだから。

　冷たい手から逃れるようにセシアが退しりぞけば、悪魔も同じ分だけ距離を詰めてくる。三度もそんな攻防を続けたら、背中が何かにぶつかった。いつのまにか壁際まで追い詰められていたことに気づき、ぎょっと心臓がはねる感覚を味わう。〈青の薔薇十字団〉に身を置く戦士としてあるまじき失敗だった。悪魔に気をとられて、周りが見えていなかったなんて。

「そう怯おびえずとも、取って喰いはしない。セシア──今はただ、あなたに名前で呼んでいただきたいだけだ。駄目か？」

　追い詰めるように顔を近づけてきて、無表情なくせに焦こがれるような熱と艶を感じさせる視線で見つめておきながら、名前で呼んでほしいなどと妙に子供じみたことを言うギャップに混乱し、セシアはラピスラズリ色の瞳を揺らす。

　なんなんだ、このひとは。いちいち予想がつかない。

「さあ、セシア？」

　さあ、なんて促うながすように囁かれても……！

　普通に呼べばそれで済む話だが、こうやって真正面から迫られると、なぜだか声が出なくなってしまうセシアだ。悪魔の視線に身体からだの芯しんを鷲わしづかみにされる錯さつ覚かくを覚えるせいで、心臓がやたらに暴れて、にっちもさっちも行かなくなる。

　セシアは熱風のように襲おそいくる何かから身を守るように、両腕をきつく胸に巻きつけ──。

　べこり。

　抱えていたブリキの缶が軋きしむ、間の抜けた音で我に返った。──そうだ、わたしは！

「そういえば！　わたしは今急いでてあなたと遊んでる暇ひまはないんですどいてくださいッ」

　仲間を待たせていることを思い出し、慌てて悪魔の身体を押しのける。

「……ふむ、私を焦じらすか。あなたもだいぶ練ねれてきたな」

　やや不満げな様子で分析している悪魔の声音に、なぜだか敵前逃亡したような敗北感を覚えながら、セシアは「失礼しますッ!!」と扉を勢いよく閉めて走り去った。







「これはお嬢様。イレブンシスのご用意が調ととのいましたよ」

　階段を下りたところで、軽食と紅茶をワゴンで運んでいる執事と鉢はち合あわせした。顔が火ほ照てっていないか、セシアは少し慌てる。

　清せい潔けつに撫なでつけた黒髪に、曇くもりひとつない眼め鏡がね。

　手入れの行き届いた黒い略礼装が似合うクレオヴィスは、いつもと変わらぬ神こう々ごうしい笑顔を浮かべているが──実はちょっと（？）不思議なところがある上に、セシアの倍ほどの年に見える男性なので、何か気づかれていないか内心ひやひやしながら、一緒に書斎ライブラリーに向かった。

「階上からお声が聞こえましたが、猫に嚙かみつかれでもされましたか？」

「……猫？　ああ、猫！　いえ、嚙みつかれたというか、濃ゆく懐なつかれたというか──」

　苦しすぎる言い訳だ。自分で途中で気づいて、強引に話題を変えた。

「──ところで、裏庭はもう大丈夫なんですか？　クレオヴィスさん」

「ご安心ください、お嬢様。ハンドパワーは使わずに、八方まるく収めてまいりましたので」

　どうやってあのカオスをまるく収めたのか非常に気になったが、訊ねる前に部屋についた。

　扉を開けば、まず人狼の大きな声が聞こえてくる。

「姫さんが遅おせぇから、このだらしねえ吸血鬼はまぁた寝ようとしてたぞー」

「言いつけないでくださいよアルカイン。それでセシアは、何を持ってきたんですか？」

　見慣れた平和な光景に、セシアはほっと息をついた。さっきまで、自分の部屋なのにそんな気がちっともしなくて、逆に悪魔の掌中でもてあそばれるような心地さえ味わっていたせいだろう。深い安心感に包まれる。

「遅くなってごめんなさい。──これなんだけど」

　席につき、ブリキの缶を開けてみせる。中には、トランプほどの大きさのカードがたくさん詰まっていた。色も素材もさまざま。厚紙製のもあれば、薄い金属板をカットしたのもある。

　その中からセシアは、リボンをつけた少女が踊る影絵風のイラストが書かれた一枚を取り出した。センレッドが不思議そうに瞬まばたきした。

「……会員証？　名義がマリア＝トゥルーナイトになっているが、もしかして」

「そう、〈アリスの箱庭〉の会員証よ。クローディアが、たまには普通のお嬢様のフリをして、こういうもので疲れを癒いやしてくださいって、偽名で作っておいてくれたものなの。ほら、他にもいろいろなところの会員証があるの。なかなか使ってあげられないんだけど、クローディアの気持ちが伝わるから、持ってるだけでも嬉しくて」

「…………そ、そうなのか」

　真面目に問いかけたつもりなのに、いきなりとろけた表情でノロけられたのは予想外だったらしく、センレッドは表情をこわばらせた。執事の淹れたハーブティーを味わっていたルーシャスは、反応に困っている後輩を流し見て、微苦笑を浮かべる。

「君もたまには遠えん慮りよせずに、姉馬鹿はいらないって言ってもいいんですよ？　センレッド。真面目な君には難しいでしょうけど。──でもまあ、これで副総帥のお手伝いはできますね」

「あ？　ちょっと待て、話が見えねーぞ吸血鬼」

　朴ぼく訥とつなようで意外と神経の細やかなセンレッドとは違い、見た目どおり大ざっぱで鈍どん感かんなアルカインが口を挟んだ。

「さっきの僕の説明を忘れてしまったんですか？　アルカイン。この会員証で〈アリスの箱庭〉の商品を取り寄せて、いち早く分析してもらおうっていうことですよ。『レディ・セブン』に通販の申しこみ先が書いてありましたし、それじゃさっそく」

　注文書を書く体勢にはなっていたのだが、こういうものは初めてなので手元がおぼつかないセシアから羽ペンを奪い、ルーシャスが代わりに事務作業を受け持つ。

　手持ちぶさたになってしまったセシアに、思い出したように声をかけたのはセンレッドだ。

「……そうだ、セシア。あなたがいない間に、もう一枚、副総帥のメモが見つかって。さっきインクが滲んで読めなかったところの言葉がわかった」

「まだメモがあったの？　見せて、センレッド」

「え？　いや……見せるのは、ちょっと」

　なぜかセンレッドは慌てて、救いを求めるように、先輩である二人の契約者を見る。

　すると今度は、ルーシャスが微妙な表情をした。──なんだ？

「セシアは見ない方がいいと思うんですけどね、僕も」

「？　ちょっとくらいアレな内容でも、わたしは別に平気よ？　どれどれ──『最近急にロンディニウムで流行しはじめた愛の秘薬について、補足』」

　意味がわからず、セシアは硬直するセンレッドの手元を覗のぞきこんでメモを朗ろう読どくしはじめた。

　さっき読めなかったのはこの『愛の秘薬』という言葉か、と納得しつつ──。

「『気取りくさった名前だが、要するに惚ほれ薬らしい。社交シーズンが終わって退屈な貴族どもが、火遊びに使ってるそうだ。それだけなら勝手にしやがれだが、この前、クローディア女王陛下との見合いの席で、陛下にこっそりそれを盛って惚れさせようとしたアホ貴族がいたせいで、さすがに問題視する声が大きく』……」

「アルカイン、すぐにテーブルを押さえてくださいッ」

「もう押さえてるっての吸血鬼！　姫さん落ち着け、な？　話せばわかる！」

「ふたりとも、わたしがどれだけ暴れると思ってるのよ！　……それはまあ暴れたい気持ちだけど、クレオヴィスさんのお茶とお料理をひっくり返すわけにもいかないでしょ」

　ぶつぶつと呟きつつ、セシアはテーブルの端に爪を立てることで憤ふん激げきに耐えた。

　許せないアホ貴族である。名前さえわかれば今すぐ闇やみ討うちに行きたいくらいだ。ひとの大事な妹に何をする！

「まあ、食べて落ち着けよ姫さん。にしても惚れ薬とはな。ほんとにあんのかそんなもん」

「惚れ薬は、昔からございますよ」

　イレブンシスには似合わないベーコンと卵でボリュームたっぷりのサンドイッチを、セシアにとりあえず押しつけながらの人狼のぼやきには、意外なことに執事から合いの手が入った。

「そもそも恋愛感情というもの自体の定義が曖昧なのですが──単に心臓をドキドキさせて、恋愛を錯覚させる程度の薬でしたら、過去に何度も密売されては、女王陛下や教会の名の下もとに禁じられてきておりますね」

「詳しいですねクレオヴィスさん。もしかして、教会で教わったんですか？」

　今でこそ完かん璧ぺきな執事だが、クレオヴィスはもともと、エクレシア聖教会で司祭となるべく教育を受けていたひとだ。

　上品に整った顔立ちと穏おだやかな笑顔で女性司祭や信徒をのきなみメロメロにさせてしまって、司教の逆げき鱗りんにふれたとか、神学よりも料理や薔薇の栽さい培ばいといった俗世間のことに興味がありすぎて、司祭失格の烙らく印いんを押されてしまったとか──噂だけはいろいろある。

　そのどれも同じくらい本当らしく、あるいは噓っぽく思える。クレオヴィスはそんな不思議なオーラを持った執事だ。

「左さ様ようです、お嬢様。教会の庭ではミツバチを飼ったり薬草園を造るなどして日々の糧かてを得ますから、薬草の知識はおのずと身につくのです。──なんでしたら、いくつか、そうした効果のある薬草の実物をお見せしましょうか？　ささやかですが、こちらのお庭でも毒草と薬草を育てておりますので」

　のんびり聞いていたセシアは、思わず紅茶にむせた。──毒草？　うちの庭にか!?

　見ればセシアだけではなく、契約者三人も何かにむせている。彼らも初耳だったらしい。

　アルカインが真っ先に絶叫した。

「おい執事、あんたうちの庭でなに危険物作ってんだよ!?」

「正確には、お嬢様が所有されている屋敷であり庭園です。そして私が積極的に毒草を栽培しているわけではなく、風の悪戯で種が運ばれて、いつのまにか根を張っていたのです。むげに引き抜くのも哀あわれかと思い、特に毒性の強い植物のエリアを造ってまとめて植え替えを」

「……待て。その毒草エリアってのはどこだ。それも初めて聞いたし厭ぁな予感がだな」

「『遠吠えの庭』のすぐ隣です」

「って俺のプライベート・スペースのそばじゃねえか！」

　アルカインがのけぞった。『遠吠えの庭』というのはその名のとおり、彼が狼の姿になって暴れたくてしょうがなくなった時のために造った、防音完備のエリアである。

　セシアもさすがに人狼に同情したが、クレオヴィスはさらりと受け流している。

「マンドラゴラさえうっかり抜かなければ、死に至いたることはございませんよ。たぶん」

「たぶんかよ！　だって毒草だろ？　俺の親しん戚せきに、スズランの花畑で遊んでただけで毒にやられて死にかけた奴がいるんだぜおい」

「毒草エリアには、たらいに山ほど服用しなければ致ち死し量りようには届かない、可愛らしいものしかありませんよ。そもそも一般に使われている毒薬は、毒草や有毒生物の成分をたいへんな手間と時間をかけて抽ちゆう出しゆつしたものがほとんどなのですし」

「…………なあ。あんた無駄に詳しくねーか？　執事に毒の知識って必要なのかよ」

「まあ、それでももし不幸が起きてしまった場合は、信仰心が足りなかったということで」

「なんでも信仰心で片付けるなよ、元司祭だからって！　あんた俺のこと嫌いだろ実は!?」

　神の微笑みでとんでもないことをのたまう執事と、それにいちいち派は手でなリアクションつきで吠える人狼は、いつものことだから放置して──。

「よし。それじゃ商品が届いたら、調査を始めるわ」

「そう言うと思ってましたよ。ほんと、妹君が絡むと火がついて止められないお姫様ですね」

　ルーシャスにからかうように言われてしまった。

　たとえセシアが「独りでやる」と言ったところで、ひとのいい契約者たちは付き合ってくれてしまうのは予想できたから、セシアはそうは言わなかった。代わりに。

「休日返上させちゃって、ごめんなさい」

「膝枕一回で許してあげますよ」とルーシャスが抜け目なくお礼をリクエストすれば、アルカインが「おう、今度一杯おごれ」と便びん乗じようする。無欲で何も要求しないセンレッドには、セシアの方から「あなたにもおごるわね」と申し出ておいた。

　アフタヌーン・ティーの時間までいったん解散ということにして、片付けをして立ち去ろうとしたセシアを、クレオヴィスが「お嬢様」と穏やかな声で引き留めた。

　足を止めると、肩に一瞬だけ執事の白手袋をはめた手がふれた。

　はっと目を瞠みはる。

「あれ？　肩こりが消え……」

「お疲れのご様子でしたので、軽くハンドパワーを。お引き留めして申し訳ありません」

　鋭い上に気がきく執事に、改めて感心して礼を言う。「おい執事、たまには俺の筋肉痛も消してくれよ」「ですが、魔物の方に私のハンドパワーを使うと、筋肉痛が消える前に存在自体を消してしまう恐れが」という、どこまでが本当かわからない会話を背にして、部屋に戻ると。







「──どうしてまだいるんですか、あなたは！」

「帰ると約束をした記憶はないのだが……？」

　しれっとした無表情での正論には腹が立つが、部屋の隅で目立たぬように立って読書をしている姿には謙けん虚きよさを感じないでもなかったので、ぎりぎりで許すことにした。

「それにまだ私は、ここに来た本当の目的すら話していない」

「本当の目的？　そんなものがあったんですか？　……ということは、今までのは長すぎるし濃すぎる前置きだったんですか……まあいいですけど」

　影のような悪魔に突っ立っていられるのも不気味なので、セシアはとりあえず彼には文ふ机づくえの椅子を勧すすめて（応接セットなんぞこの部屋にはない）、自分はベッドに腰を下ろした。

「名前と求婚の件はいったん置くとしてだ。セシア。私をしばらく、あなたの元で匿かくまっていただけないか？」

　悪魔は単たん刀とう直ちよく入にゆうにそんなことを言って、セシアに「は!?」と怪訝な顔をさせた。

「匿うって、一体誰からですか」

「〈黒世界〉の継承戦争がどのようなものかはご存知だったかな？」

　あたりまえだ。セシアは憮ぶ然ぜんとしてうなずいた。

「当代の魔王陛下のお力に翳りが表れたので、他の悪魔たちが秩ちつ序じよを失って暴れたりしないように、次の〈黒世界〉の統率者を決める必要がある。そのために、次代候補の中から一番強い悪魔を決める戦いのことでしょう？」

「模範解答だな、あなたらしい。──私が魔王になりたくはない、という話もすでにしたな？　だが問題は、私がいくらそう主張しても、兄君たちを応援する悪魔には信用してもらえないということなのだ。どうやら、魔王になりたくないというポーズをとって兄君たちを油断させ、騙だまし討ちにするつもりではないかと疑われているらしい」

　よくある話だ。

「それで、このまま〈黒世界〉でぼうっとしていては、無駄な争いを仕掛けられて読書もできなくなると思い、この国に潜せん伏ぷく先さきを移したのがひと月ほど前」

「わたしと出逢った頃ですね。だから、偽名を使って身分も隠していたんですか？」

「そのとおりだ。しかし最近、とうとうかぎつけられてしまってな。どうにか追っ手を撒まいて、次はどこに潜伏しようか悩んだ時に、あなたの顔が浮かんだ」

　撒いた？　セシアは意外な想いで瞬しばたたいた。──殺したのではなく、撒いた？

　悪魔の摂せつ理りでは、力がすべてだ。弱い者は死んでも仕方がない、強い者には弱い者を従える権利がある。そういう意識が広く根づいているという。

　怖いくらいにドライだが、お蔭で〈青の薔薇十字団〉の悪魔討とう伐ばつが問題視されずに済んでいるのも事実だ。同族を捕獲されたり殺されたりしても、憤いきどおるより、人間如きに敗れてしまう弱さが悪いと歯し牙がにもかけない悪魔の方が多数派だからだ。

　だから見た目は物静かでも、実はとんでもない魔力を秘めている彼が、自分を殺しにかかってきた悪魔を返り討ちにせず、逃げることに徹しているのは意外な気がしたのだ。

　率直にそう言うと、黒衣の悪魔はおもしろくもなさそうに肩をすくめた。

「殺さつ戮りくや戦いに快楽を見み出いだす悪魔がいないとは言わないが、私の喜びは、あくまでも書物の中にある。──何より、霧の王都で悪魔同士が殺し合いをして市民に影響が出てしまったら、『夜の女王』であるあなたが悲しむと思ったからな」

　ベビー・ローズの花束を白はく磁じの花か瓶びんに活いけ直していたセシアは、また意外なことを聞いた気がして手を止めた。目をぱちくりさせて、悪魔を振り返る。

　──今のは……わたしを悲しませたくないから、争いを避けたっていう意味……よね？

　セシアの称号『夜よるの女じよ王おう』は、〈青の薔薇十字団〉の象徴であり、アルビオンと〈黒世界〉の間でトラブルが発生した際には交渉の矢や面おもてに立つことも多い。しかし普段は、主に魔術事件に巻きこまれた被害者を助けることに心しん血けつをそそいでいた。

　だから彼の言うとおり、悪魔のせいで無む辜この市民が犠ぎ牲せいになったら、セシアは確実に悲しさと無力感を味わうだろう。

　花嫁にしたいなんて言葉よりもずっと、彼がセシアのことを真剣に考えてくれていると感じさせられて、不本意ながらも好感を抱いてしまった。

　しかし当の悪魔は己おのれの言葉がもたらした効果がわかっていないらしく、無表情のまま窓の外を眺めているので、セシアは拍子抜けの感を味わったが。

「あなたは変ににぶいというか……妙なところでわけのわからないひとですよね」

「にぶい、か。あなたは私をまだよく知らないから、そう感じるだけだと思うが」

「あなたがご自分のことを教えてくださらないから、よく知らないままなんです」

「あなたは私のことを知りたいのか」

「……そうじゃない、とは言いませんが」

　素直に認めるのは妙に悔しかったので、歯切れの悪い答えをしてしまった。

　出逢ったのはひと月前、ともに過ごした時間も、長いものではない。セシアは事件に関する情報の代たい価かとしてこの悪魔にある秘密を打ち明けたものだが、彼は個人情報をセシアに教えてくれたためしがほとんどない。

　知りたいけれど、知るのが怖いという、矛盾した気持ちも片隅にはあったりするが。

「では、あなたが私を匿う代わりに、私はあなたの質問に答えるという条件では如何いかがだろう？」

「……それは、どんな質問でもいいのですか？」

「私が答えられることであれば、なんでも」

　少しの距離を置いて、セシアは底知れないアイスグリーンの瞳と見つ合あった。

　──まあ、このひとを放り出して、今度こそ悪魔と戦争をされても困るし。

　──見殺しにするみたいなのも、寝覚めが悪いわよね。

　自分自身を説得するように、そんなことを考えてから、セシアは深く息をついた。

「わかりました。絶対にわたしの知り合いには見つからないようにするという条件を加えてもよければ、取引に応じましょう。あともうひとつ。あなたは、変身はできますか？」

「これでも悪魔だからな。造ぞう作さもない」

「それじゃ、普段は違う姿でいてください。人ひと形がたのあなたには、なんというか緊張しますし」

　くつろぎの場であるはずの自室で、喪も服ふくみたいな黒ずくめの悪魔、それも求婚してきている男とずっと一緒にいるなんて、なんの精神の鍛たん錬れんだ？　というしんどさである。

「この部屋にいても邪魔にならない姿になれ、というご注文だな？　では──」

　言うなり、悪魔の姿が忽こつ然ぜんと消えた。セシアはきょとんとして部屋を見回す。

「私はここだ」

　声と羽ばたきの音に引かれて目線を上げると、青いリボンで飾られたランプの上に──。

「……フクロウ？」

「正確に言うとミミズクだ」

「すみません、フクロウとミミズクの違いがわからないのですが……」

「基本的には同じフクロウ科の鳥類だが、頭の左右に、耳のように見える羽う角かくという飾り羽根があるのがミミズクだ。これはクロエレブス・ワシミミズクという種を模している」

　全身これ真っ黒な羽毛で覆おおわれた、スマートな体格のミミズクだ。

　手に乗りそうなサイズはミミズクにしてはかなり小型だが、人形の時とまったく印象の変わらないアイスグリーンの双そう眸ぼうといい、妙な威圧感がある。まあ、人形よりは可愛げがあるが。

「選択肢としては、他に黒猫、黒くろ豹ひよう、ペンギンなどもあるが」

「……ペンギン？　それは〈黒世界〉の生き物ですか？」

「ああ。氷の大地に住み、怪魚を喰らう幻獣だ」

「それはちょっと怖そうなので、ミミズクで結構です。それじゃ、くれぐれも見つからないようにしてくださいね。特に執事さんには」

「承知した。では、今度はあなたが私を知る番というわけだな。覚悟はおありか？」

　ミミズクのなりでは艶つや気けこそ皆無だが、その言葉は十分、挑発的に響いた。





[image: ]






〈アリスの箱庭〉からはすぐに注文の品が届いた。化粧水に美容クリーム、パック、「飲むだけで肌美人」なんぞと大おお仰ぎような煽あおり文句の美容薬などのフルセット。

「ええと……これが美容クリームらしいわ。『塗ればすぐに、しみ・そばかすや各種の傷きず痕あとが消えます』」

　セシアは説明書を片手に、孔く雀じやくをかたどった豪ごう奢しやな金色の蓋ふたがついた黒ガラスの瓶びんを手にとった。開けると中には、これは本当に美容薬なのか、実は毒かタールじゃないのかと言いたくなる、禍まが々まがしい漆黒のクリームがみっしりと詰まっていた。

「良薬は口に苦し、とは言いますが──見た目は最悪ですね」と吸血鬼。

「美人は三日で飽きるけど、じゃねえのか？」と人狼。

「……ふたりとも、微妙に違うような」

　先輩二人のぼやきに、控えめなセンレッドがめずらしく突っ込みを入れる。

　今日は裏庭が見えるテラスで、セシアと三人の契約者はテーブルを囲んでいた。

　十一月の終わりにしては北風もおとなしく、暖かい午後だ。おやつは執事お手製の、素朴なトリークル・タルト。ジンジャーのすりおろしが隠し味になっているから、かじれば身体が内側からぽかぽかした。

　しかし、分析に回す前に見てみましょうと、好奇心のままに箱を開けたのはいいが──。

「これ──本当に効くのかしら？」

　妙に気になってしまうセシアだ。とはいえ、あまりに凄すさまじい色に尻込みしていると。

「……じゃあ、おれが試そう」

　え？　と止める間もなく、隣のセンレッドが漆黒のクリームを手にとっていた。

　過去の事情により、センレッドは身体のあちこちに古傷を抱えている。左の手のひらに走る火傷の痕に、彼はクリームをなすりつけた。セシアは期待半分、心配半分で、じっと見守る。

　商品だから毒ではないだろうが、さすがにそんなに「すぐ」効果が出るわけはないかと思いはじめた時、傷痕がすっと消えた。まるで、雪が溶けて地面にしみこんだかのように。

「ほんとに消えた……!?」

　セシアとアルカインは呆ぼう然ぜんと呟き、それからセンレッドが幸せそうな顔をしていることに気づいた。普段は愁うれいを含み表情の起伏に乏とぼしい瞳が、傷が消えた喜びで、ちょっとキラキラしている。セシアは、がぜん盛り上がって叫んだ。

「ダースで！　今すぐこれをダースで注文して、センレッドにつけてもらいましょう！」

「甘いぜ姫さん！　ここは箱買いだろ」

「じゃ、わたしの貯金崩して今すぐ箱買いするッ」

「俺の貯金も遣うがいいぜ。どうせ酒以外に使い道ねえからよ！」

「すごいわアルカイン、太っ腹！」

「おう、まかせとけ！」

「──あの、二人とも。お仕事を忘れてませんか？」

　ノリノリでハイタッチしたところで、金髪の吸血鬼から冷静な突っ込みが入った。

「我々が即そつ行こうでハマッてどうするんですか、セシア。この会社は怪しいと言ってるのに」

「……う。ま、まあ、確かにそうだけどルーシャス……でもセンレッドの傷がすぐに消えるなんて〈ファウスト〉の魔術治療よりすごいと思ったら、つい興奮しちゃって」

「すごいからこそ逆に胡う散さんくさいんでしょう。〈ファウスト〉は、センレッドの古傷を治すのに決して手抜きをしてるわけじゃないんですよ？」

〈青の薔薇十字団〉を主に技術面からサポートする〈ファウスト〉は、国家予算を割さいて最先端の魔術の研究をさせている頭脳集団だ。

　海の向こうのエウローペ大陸から、魔女狩りの嵐を逃れて亡命してきた、稀き代だいの魔術師ゲオルク＝ファウストを始し祖そとする一族がメンバーの主体なのでそう呼ばれている。──そしてセンレッドは、実験の名の下にフランケンシュタイン博士につけられた無数の傷を、〈ファウスト〉で定期的に治療してもらっていた。

　セシアはぽりぽりと頭をかくと、気を取り直して、どす黒いクリームを見下ろした。

「ということはやっぱり……この化粧品には、わたしたちの知らない魔術が使われてるということ？」

「ですね。この効能ならかなり売れてるでしょうけど、魔術というのは問題です」

「……ひどい副作用があったら大変だものね」

　ルーシャスの言葉に、セシアはちょっと残念な気持ちでうなずいた。

　センレッドの古傷の治療を〈ファウスト〉がじれったいほどゆっくりとしか進めていないのは、魔術による治療は人体に負担が大きいからだ。慎重に計画を立ててくれている。

　このクリームも今は傷を綺麗に消してくれているが、数カ月後、一年後に、人体に悪い影響が出ないとは限らないのだ。効果が大きければ大きいほど、薬の扱いは難しくなる。

「それじゃ、これはすぐに〈ファウスト〉に送り──いや待って。センレッドは、確か明日が治療の日だったわよね？　じゃ、明日はわたしも一緒に、これを持ってついていくわ。あなたが今クリームを塗った手のことも心配だし」

　途中で気を変えて、今日一日だけ手元に置くことにしたのには、もちろん理由がある。







「──明日分析に回す前に、あなたの意見も伺うかがっておこうと思ったのですが」

　夕暮れ近いセシアの私室。

　そう言って彼女が〈アリスの箱庭〉の商品を見せると、人形で椅子に座っている悪魔はなぜか、無表情なりにも微妙なニュアンスで黙ってしまった。

　セシアが眉をひそめて「どうしたんですか」と問えば、ため息まじりに言い返される。

「いや。確かに居候の代価に『質問に答える』とは言ったが、こうもロマンスのない展開にされると、あなたらしいと歓迎するべきか、物足りないと嘆なげくべきか、悩んでしまうなと」

「一応訊いておきますが、どんな展開を想像してたんですか？」

「まずは『わたしのことを本当に愛してるの？』とでも訊かれるかと予想して」

「訊きません。そんなことは絶対に訊きませんから、今はこれを見て──」

「頑かたくなだな。もしや、恋愛にも厭な思い出が？」

「怒りますよラゼリオン様」

　声を低めると、ラゼリオンはぱたりと本を閉じた。笑みの気配を含んだ声で言う。

「やっと名前で呼んでいただけたな。忘れられたかと思っていた」

　指摘されて初めてそのことに気づいたが、改めて言われると妙な緊張を覚えてしまい、つい身を引きかけたセシアの手首を、悪魔が思いの外ほかすばやい動作でつかまえる。

　夕明かりがさしこむ窓のそば、深く腰かけているラゼリオンと、立ったままのセシア。

　このまま殴り合いを始めろと言われたら、間違いなくセシアの方が有利なポジションなのに、ちっとも安心できないのはなぜだろう……？

「そんなに警戒しないでくれ。私はあなたには、紳士的でいたいと思っているのだから」

　微妙な空気に身をこわばらせるセシアを見上げて、悪魔はどこか楽しげに囁いている。

　可愛い、と視線で言われた気がして、セシアは複雑な気分を味わわされた。

「〈黒世界〉で有名な謎かけの話をしようか」

「なんですか唐突に」

「まあ聞いてみてくれ。──ここに、あなたの魂と引き換えに三つの願いを叶えるという悪魔がいる。さて、この悪魔に永遠に願いごとを叶えさせるにはどうしたらいい？」

　それならセシアも聞いたことがある。最後の願いごとをする時に「あと三つ願いを叶えろ」と言えばいいだけだ。

　そう回答すると、悪魔はうなずき、わずかに唇をゆがめた。

「それは模範解答だな。実はもっとずる賢い方法があるのだが、そちらはご存知ないか？」

　セシアは首を横に振った。聞いたこともないし、思いつきもしない。

「では、暇な時にでも考えてみるといい。──これが『愛の秘薬』か」

　悪魔は気まぐれに言うだけ言ってセシアの手を解放すると、木箱から〈アリスの箱庭〉の商品を取り上げた。

　やっぱりよくわからない悪魔だ、とセシアは眉をひそめる。人間の尺しやく度どで測はかるのが間違いなのかもしれないが、同じ人外のものでもルーシャスたちとは普通に（？）異文化コミュニケーションが成り立っているのだから、やはり変なのはこの悪魔の方だろう。

　──ん？　そういえばこのひと、こんな時でも手袋をはずさないのね。

　そんなことが気になっていると、ラゼリオンが信じられない行動に出た。漆黒の美容クリームを指ですくうと、ためらいもせずに味見をしたのである！

「美味ではないな」なんぞとぼやいているがあたりまえだ。セシアは蒼あお褪ざめた。

「何をしてるんですかッ、それは肌に塗るものですよ!?」

「そうだったのか。クリームだというから、てっきり経けい口こう美容薬かと」

「どうしてこの凄まじい色を見て食べる方のクリームだと思えるんですか、あなたは！」

「と言われても、〈黒世界〉ではこの程度のゲテモノ風食材はめずらしくもないのだが」

「……え？」

　さりげなく最悪なことを言われた気がして絶句すると、悪魔は慰めるように補足した。

「結婚後の食生活を心配されているのか？　安心してくれ、あなたが嫁入りしてくれた暁あかつきには毎日の食事は〈白の王国〉風にする。どのみち私には好き嫌いなどないしな」

「勝手に未来予想図を描かないでください。それより、吐き出さなくて大丈夫なんですか？」

「問題ない。しかし、このクリームはどこで売られていたんだ？　ヴェネドシアか」

「どうしてそこでヴェネドシアが出てくるんですか」

　セシアはさらに深く眉根を寄せた。

　ヴェネドシアとはアルビオンの西に浮かぶ、吸血鬼や人狼や竜といった魔物が棲すむ特殊な島の名だ。とある方法によって一般人の目からは隠されているし、〈青の薔薇十字団〉の人間でも許可なしでは近づけない特殊な場所なのだが、悪魔はさらりと言った。

「このクリームに、ヴェネドシアでしか採れない薬草が含まれているからだ」
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　翌朝一番に〈ファウスト〉本部に木箱を届け、昼まで待って分析結果も聞いてからローズグレイ・ハウスの私室に戻ると──本棚で、ミミズク姿の悪魔ががんばって本を整理している光景に出くわした。手と違って、翼とくちばしだけで本を移動させるのは大変そうである。

「ありがたいんですけど、どうして急に整理なんて……」

「気にしないでくれ。書物がジャンルやサイズごとに分類されずに雑然と本棚に収まっているのが、私の性分に合わないだけだ」

「……すみませんね、整理の仕方が適当で」

　セシアだって整然とさせておきたいのはやまやまだが、忙しいとつい、必要な本を取ってはまた適当に突っ込むことの繰り返しになってしまうのだ。

　まるで図書館のようにきっちりと本を並べ直すと、ミミズク悪魔はまあまあ満足したようだ。

「ふむ。なかなかいい運動になった」

「元の姿で整理していれば、もっと楽だったんじゃないですか？」

「そのとおりだが、あなたの許しがない限り、ミミズクのままでいると約束したからな。それにもし誰かに突然ドアを開けられてしまった場合でも、この姿なら『病気で倒れているところをお嬢様に拾われた野良ミミズク』の真似がすぐにできる」

　セシアとの約束を随分律りち儀ぎに守っている悪魔だ。あきれはするが、悪い印象はなくて、セシアはうっかり笑ってしまった。

　昨日今日で妙になじんでしまったとおり、文机の端に舞い降りた漆黒のミミズクと、上着を脱いで椅子にかけたセシアとで会話が始まる。

「今日は空気が凍こおりついてて、雪が降らないのが不思議なくらいでしたけど、街はどこも聖せい誕たん祭さいの準備で華やかだし人出も多いから、楽しかったですよ」

「聖誕祭か。残念ながら、私にはエクレシアの神々を祝う筋合いはないが──おや？　手が冷え切っているな。よければ私が温めてさしあげようか」

　セシアが無意識にさすり合わせていた両手に、ミミズクの翼の先が、ちょんと触れる。

　セシアは一瞬で想像した。黒衣の悪魔が、例の無表情のまま、セシアの手を包んで温めるところを。──耐えられるはずがない、恥ずかしすぎる。

「いいです結構ですさっき執事さんに温かいマルド・ワインをもらったから大丈夫です！　それよりミミズクのあなたこそ、体温調整は大丈夫なんですか」

　ミミズクの時に限らず、いつも暑さも寒さも感じていないような顔をしている悪魔だが。

　ラゼリオンは羽毛に覆われた肩をすくめた。

「クロエレブス・ワシミミズクは寒さに強い種だからな。大事ない。──さて、その様子では〈ファウスト〉で私の言葉の裏づけがとれたようだな」

「はい。ついでに、ここの結界は穴が多すぎるみたいなので、点検も依頼してきました」

　裏庭のブラウニーくらいなら歓迎するが、ラゼリオンに今後も気安く出入りされては、おちおち安眠もできない。精一杯の皮肉のつもりだったのだが、変わり者の悪魔はどこ吹く風という様子なので、肩透かしに終わった。……ちょっと悔しい。

「では、話を聞かせてくれ」

　いずまいを正したミミズク悪魔が、賢者めいた雰囲気で促すので、セシアは口を開いた。

「あなたの指摘どおり、いくつかの商品に、アルビオンでは〈ファウスト〉でも入手できない成分が検出されました。そしてそのうちの四割は、ヴェネドシア固有の植物や動物が含がん有ゆうしているものだそうです」

「ふむ。残りの六割は、原料が確定できていないのか？」

「そのことなんですが──」

　そこで突然ノックが聞こえて、セシアの心臓は縮み上がった。ノックした直後に扉を開ける無神経なアルカインだったらまずい！

「はい！　聞こえてるから、今開けるから待っててー！」

　むぎゅうッとミミズクを本棚の隙間に押しこんで隠し、まろぶようにして扉に駆け寄ると。

「──ルーシャス？」

　予想外の人物が、廊下にいた。

　白いシャツにズボンという、シンプルな私服姿の吸血鬼だ。服装は家の中だからまあこんなもんだろうと思うが、物もの憂うげな表情が気になった。

「どうしたの？　確か今は、昼寝の時間のはずでしょう」

「あなたとセンレッドが戻ったと聞いて」

　おざなりに響く声で言い、ルーシャスは幽霊じみた足取りで部屋に入ってこようとする。

　悪魔には徹底して気配を殺すよう命じてあるとはいえ、万が一気づかれたらと思うとひやひやものなのだが、慌てて追い返して逆に不審に思われるのもマズいし……と迷いながら迎え入れると、不意に手をとられた。

　え、と戸惑う暇いとまもあらばこそ、ベッドの方に引っ張られる。

「ちょっと、どうしたのルーシャス。何がしたいの」

「膝ひざ枕まくら。この前、約束したでしょう？　寝つけないから、してくださいよ」

「って、今ここで？　それはちょっと──」

　悪魔が見てるから厭よ、とはもちろん言えなくて、セシアは曖昧に口ごもる。

　らしくもない強引さを見せているルーシャスは、彼女の様子をどう捉えたものか、

「大丈夫。あなたの部屋が雑然としてることくらい、承知の上ですよ」

「失礼な。これでも、ちょっとずつ片付けてるのよ」

　セシアは唇を尖らせた。……本棚を整理してくれたのは悪魔だけど。

　無理やり隠れさせた悪魔のことを考えれば、ルーシャスに長居をさせるのは微妙だが、様子が妙なのは気がかりで悩んでいると、ルーシャスがぽつりと言った。

「センレッドから聞きましたよ。ヴェネドシアに行くことになったそうですね？」

　そのせいか──と、セシアはようやく彼の憂うれいの理由に気づいて、はっとする。

　というより思い出した。魔物の国ヴェネドシアが、ルーシャスにとってあまりいい思い出のない場所だったということを。

　しかも、今回の目的地は──。

「……そうよ。わたしたちは一応まだ休暇中だし、〈アリスの箱庭〉に関しては任意捜査の段階でしょう？　とりあえず〈ファウスト〉にも未知の、ヴェネドシアの植物や動物を把握することが必要だって話になって」

「僕たちだけで調査するんですか？　そういう方面は素しろ人うとなのに」

「わたしたちだけで行くわけじゃないわ。わたしたちは先せん遣けん隊たいというか──ヴェネドシアにお邪魔して調査をさせてもらうのに、まず『夜の女王』のわたしが事情を説明すべきだろうということなの。わたしに代替わりしてから、まだ一度もあちらを表敬訪問していないしね」

　なんだか口調が言い訳めいてるな、とセシアはほろ苦く思った。仕事とはいえ、兄みたいに想っている仲間を、厭な場所につれていくことに負い目があるせいだ。その罪滅ぼしではないが、セシアはルーシャスの手をやんわりほどくと──。

「はい。いいわよ、いらっしゃい」

　ベッドに先に腰を下ろして、自分からワンピースの膝の部分を叩いてみせた。

　普段は色めいた冗談や甘えをそっけなくあしらうセシアにしてはめずらしい受け入れ態勢に、ルーシャスは眼帯で隠していない方の目を意外そうに瞬かせる。

「今日はどうしたんですか？　耳そうじをしてほしいって言っても許してくれそうですけど」

「そうね。血を吸わせること以外なら、なんでも言ってみなさい」

「……そういう無防備なこと、僕以外の男に言っちゃ駄目ですよ」

　セシアは本気で吸血以外ならいいと思って申し出たのに、ルーシャスにあきれたようにため息をつかれてしまった。

「万が一、唇にキスをしてほしいとか言われたらどうするんだ、という話ですよ」

「……それはさすがに困るけど……でも、あなたは言わないでしょう？」

「わかりませんよ？　事と次第によっては」

　事と次第ってなんだ、と質ただす前に、ルーシャスがごろんと横になる。セシアのふとももに彼の頭部の重みが預けられ、長い金色の髪の先がベッドカバーに流れ落ちた。まるで大きな猫にじゃれつかれているみたい、と内心思う。

「で。そこまでは納得しましたけど──どうして行く先が吸血公爵の城なんですか？　人狼城やドラゴンの聖域とかじゃなくて」

「今回分析した検体には、吸血鬼のエリア固有の植物が含有する成分が、大量に処方されていたからよ。なら、まだ特定できていない物質も、同じ地域から採取された可能性が高いんじゃないかって博士たちが言いだして」

「……なるほど。あの『愛の秘薬』の方はどうなったんですか？　結局、〈アリスの箱庭〉がさばいたものだったんですか」

「そっちはまだ、情報収集を始めたばかりだそうよ。別のチームの担当になってるわ」

　手持ちぶさたなので、それこそ猫にするみたいに金髪を撫ぜつつ、セシアは慎重に尋ねた。

「ねえ、ルーシャス──吸血公爵には、やっぱり会いたくない？　……苦手なひと？」

「苦手と言えるほど深くお付き合いしてませんよ。僕は、吸血鬼には友達が少ないし」

「わたしと逢う前の、あの事件には──」

「関係はありますね。僕の父親だった吸血伯爵を処刑したのは、ヴァルフラッドの閣かつ下かでしたから。だからといって別に恨うらんだりしてないし、逆に感謝してるくらいですけど……自分からあの国に行きたいとは思えないから、ちょっと気が滅め入いってる、それだけですよ」

「──ねぇ。なんなら、留守番しててもいいわよ。本当なら休暇中なんだし」

　無理やり引っ張っていくくらいなら、と思って言ったのだが、苦笑いで一いつ蹴しゆうされた。

「それは無理ですね。あなたが心配で、夜しか眠れなくなる」

「普通のひとは夜だけ寝れば十分なんだけど。──でも、心配ってどういうこと？」

「あなたは公爵閣下のことはもちろん、吸血鬼の世界で気をつけるべきマナーも、何も知らないでしょう？　僕がいなかったら、誰も教えてあげるひとがいないじゃないですか」

「……そうやって言われたら不安になるじゃない」

「だから行きますよ。どうしても鬱うつ々うつとしたら、また膝枕って言うかもしれませんけど」

　セシアは「別にいいわよ」と軽く肩をそびやかした。地味に重くて足が痺しびれるし話しづらい行為ではあるが、ルーシャスの心がそれで癒されるのならお安い御用だ。

　セシアは顔が見えない体勢をいいことに、面と向かっては照れくさくて言えないような言葉も付け加えておいた。

「何があっても、わたしはルーシャスの味方よ。わたしが守るわ」

「──そのくらい知ってますよ、我が姫。あなたは昔から天然でおせっかいなひとだから」

　可愛くない返事だが、答えるまでに妙な間があったのは、彼なりに照れていたせいとも思われる。そう思えば、セシアの胸もほっこりした。

　結局、寝るのが大好きな吸血鬼のくせにセシアの膝で眠ることはなく、やがて「出発の準備をしてきます」と言って、ルーシャスは帰っていった。

　本当に大丈夫かしら、と思いつつ見送って、扉を閉めると──。

「やれやれ。私に対する態度とは随分違うのだな」

　本棚の陰から、ひどく平へい淡たんな声が響いた。

　セシアはぎくりとした。今さらのように気恥ずかしさに襲われる。

　──しまった。ルーシャスに気をとられてて、存在自体を忘れてたわ！

　素で失礼なことを思いながら、本棚に突っ込んでいた悪魔を慌てて覗きに行くと、ミミズクは『創世騎士物語』の豪華挿絵入り版の陰で、黒革の手帳を広げていた。両翼で黒い羽根ペンを抱えて、えっちらおっちらと動かしている姿は妙にキュートだが。

「何を書いて──『舅しゆうと候補No.００１についての記録』……？」

　覗きこみ、セシアははっきりと眉をひそめた。

　するとミミズクは動きを止め、白目のない双眸でこちらを振り返った。淡たん々たんと言う。

「恋こい敵がたき候補と書くべきか迷ったのだが」

「誰が恋敵ですか、ルーシャスはお兄さんみたいな友達で仲間で……いや、わたしが言い訳する必要はないんですよね。何を考えているんですか、あなたは！」

「今は主に、あなたをどう口く説どき落とすかを。さて、ではこれから旅行の用意か？」

　頭を抱えて、疲れを呼ぶばかりの悪魔を匿ったことを後悔しはじめているセシアを後しり目めに、漆黒のミミズクはあいかわらず淡々と続ける。

「私の方は、必要なものは書物くらいだからな。いつでも出発可能だぞ」

「……やっぱりついてくる気なんですね……」

「あなたも、私が調査の役に立つことを、まったく期待していないわけではないだろう？」

　そんなことはない、と言えないのが悔しい。先日の『生き人形事件』は、まさに彼の助力のお蔭で早期解決が叶ったのだし。

　使えるものは悪魔でも使え。自分にそう言い聞かせて、セシアも旅の支し度たくを始めた。

「それに、私の方も新しい目標ができたからな。ついていかないわけにはいかない」

　という、意味不明だが何やら厭な予感のする悪魔の呟きを、背中で聞きながら。
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　ヴェネドシア行きの前夜、クローディアから大きな荷物が届いたと執事が報しらせてくれた。

　居間で受けとったセシアは、ベルベット張りのソファでわくわくして包装を剝はいだのだが。

「何かしら……って……」

　箱におさめられていたドレスを見て、愕然とした。

　おそらくはシルクサテン製。貴婦人の礼装たる、ローブ・デコルテのドレスである。

　こっくりと深い紅の生地に映える、黒の巻き薔薇や上品なリボン飾り、レース──しかも最近増えてきた機械編みではなく、とびきり高価な手編みのもののようだ。ブラック・ダイヤのチョーカーも添えてあり、艶っぽくてミステリアスな雰囲気を濃厚に漂わせている。

　蓋を開けたままのポーズで絶句したセシアの傍らで、今日もまたうだうだと膝枕をねだっていたルーシャスが「ゴージャスですね」とのんきに呟く。

「ゴージャスなのはともかく……赤って……」

　ドレスの箱には、白薔薇のエンボスをつけたカードが添えられていた。

《最愛のセシア姉様へ。吸血公爵閣下にお会いするのでしたら、いつも以上に華やかに装いませんとね？　以前から姉様に着せてみたいと思っていた色と型のドレスが、たまたまできあがったばかりでしたのでお贈りします。着てくれないと、わたくし、泣いてしまいますわよ？》

　……妹の悪戯っぽい笑顔があざやかに浮かぶと、セシアは笑っていいのか泣くべきかわからなくなった。愛が重いとはこのことか。

「いいじゃないですか、セシアに似合う色合いの赤ですよ。さすがは姉マニアの女王陛下」

「そういう問題じゃないでしょうルーシャス！　こ、こんなパニエたっぷりで目立つのなんて……無理！　恥ずかしくて着られないッ」

「でも、着てくれないと『昼の女王』陛下は泣いてしまうそうですよ」

　他ひ人と事ごとみたいな言いように、うっとセシアは言葉に詰まる。

　天使の美貌とは裏腹に小悪魔な妹のこと、どうせ噓泣きだとわかってはいるのだが、それでも突っぱねられないのが、セシアの弱さだ。両手で頭を抱えてひとしきり煩はん悶もんしたセシアは、やがてソファの背にがっくりとうなだれた。八つ当たりぎみにうめく。

「……誰なの、クローディアに今回の任務のことを漏もらしたのは」

「ああ見えても、この王国の最高権力者ですからねえ。教えてくださいませ♪　なんて笑顔で言われたら、誰も逆らえないでしょう。──あなたが女王陛下のお見合い話にいちいち神経を尖らせてるのと同じように、陛下もあなたのお仕事を常に気にかけてるということですよ」

　そう言われると、これ以上、文句は言えなくなってしまうし──。

「まあ僕も、これでヴェネドシア行きが少し憂ゆう鬱うつじゃなくなりましたよ。あなたがこれを着るところが見られるのなら悪くはない」

　冗談まじりにでも、故郷に帰ることを渋っていたルーシャスがそう言ってくれるのなら、華やかすぎる赤いドレスくらい──とも思い直して、セシアは深く息をついた。

　私室に戻って、深紅のドレスを荷物に追加していると、すぐに読書中の悪魔が反応した。

　セシアの許しを得て人間の姿に戻るや、例によって無表情のまま口説き文句を口にする。

「赤のドレスか。私も楽しみだな。もちろん一番見たいのは、〈黒世界〉の黒の婚礼衣装に身を包むあなただが」

「もう聞き流しますからね？　──でも、ウェディング・ドレスはそちらでは黒なんですね」

「黒のドレスはお嫌いか？　あなたには似合うと思うのだが」

「そういう意味じゃないですし、似合ってもこの場合はまったく嬉しくありません」

「しかしアルビオンの花嫁衣裳は純白で、年頃の乙女の憧あこがれなのだとこの本にあるのだが」

「……真面目そうなカバーをかけて、何を読んでるんですかあなたは……。それにアルビオンでも、五代前のアルティシア二世女王の御み世よまでは、ウェディング・ドレスの色は黒だったんですよ。陛下が婚儀の時にどうしても白いドレスがいいと言ったら、他のひとにも人気が広まってしまっただけで、宗教的には本当は黒が正しいそうです」

　博識な悪魔に、逆に何かを教えるという機会は少ないせいか、ちょっと偉そうな口調になってしまった気がして、セシアは内心少し恥はじらう。実は妹からの受け売りなのだ。

　などと思っていたら、脳内にクローディアの花嫁姿が浮かび上がった。

　──クローディアなら、白いウェディング・ドレスが最高に似合いそうだけど。

　──でも……誰と結婚するんだろう？

　今は降るような縁談を、得意の笑顔と演技力でのらりくらりとかわしているそうだが、いずれはどこぞの貴族との政略結婚を余よ儀ぎなくされる立場である。最愛の半身の妹の、恋なら（しぶしぶ）応援する気はあるが、政略結婚かと思うとセシアはどうしても不安になる。

　セシアは『夜の女王』の務めを果たすことで、クローディアと、彼女が『昼の女王』として慈しむこの国を守っている。けれど、こういうクローディア個人にとって大事な問題では妹を手助けできない自分の微妙な立場が、時にどうしようもなくもどかしい。

　感じても仕方のない無力感にうつむいてしまっていると、背後からふと囁きが聞こえた。

「セシア。また、何か悩んでいるのか」

　──振り返ったら駄目。

　反射的にそう思ったのに、穏やかな声に魅了されたみたいに、セシアは振り返ってしまった。

　黒衣の悪魔は、手を伸ばせば届きそうなところに立っていた。いつもの冷静に分析するようなそれではなく、やさしく見守る視線に、思わずどきりとさせられる。ルーシャスたちにこういう目を向けられれば安心するのに、ラゼリオンが相手だと、逆に気持ちが不安定になるのはなぜだろう？

　──このひとが、あまりこういう顔をしないせいなのかしら。

　出逢った当初よりは瞳の冷たさが和やわらいだとはいえ、彼はいつも表情の起伏に乏しい。はっきりと喜き怒ど哀あい楽らくを示したところなど、まだ見たことがない。そのくせ、セシアがふと気弱になた時に、彼はこういう表情をしてみせるのだ。やさしく目元を和ませた、見守るような表情を。

　これ以上見つめ合っていたら、自分の中の何かが崩くずれそうに思えて、セシアは悪魔のまなざしを跳ね返すように顔を背そむけた。

「──そろそろ、ミミズクに戻って休んでください。わたしも明日は早いですから」

「戻る、か。ミミズクは私本来の姿ではないのだが──今晩は細かいことは言わずにおこう。おやすみセシア」

　意外なほどあっけなく──その夜はそれでおしまいになった。

　夢で逢えたら、と願いながら眠ったら、今日の神様は気前がよかった。

　クローディアとお茶会をする夢を見た。奥宮の『秘密の花園』によく似た、色とりどりのオールド・ローズに囲まれた庭園に、ふたりきり。クローディアは女王なら半ば義務的に着させられる重たげなドレス姿ではなく、簡素な白のワンピースで微笑んでいる。

　イチゴのケーキを分け合って、紅茶の道具を片付けたら、自然と手をつないで──。

（姉様、今日は約束どおり、一緒に街でお買い物をしましょう）

　頰へのキスと一緒にクローディアから囁かれたのを最後に、セシアは夢から覚めた。

　どうせ夢なら街でデートするところまで見たかったと思いながら、セシアはもう一度目を閉じて夢の内容をなぞった。

　現実のセシアたちの身分では、街で一緒に遊ぶなんて、それこそ夢また夢だけれど、せめて現実のクローディアも笑っていてくれればいいと、心の奥で願いながら。逢いたい、と思う。
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　魔物たちの島ヴェネドシアは、海と霧きりの彼方かなたに隠れている。

　はるか昔、統一王アーサーと不戦・不干渉の約定を結んだのち、アルビオン本島にいた魔物たちは、この西の海に浮かぶ島へと移住した。高緯度のわりには温暖だが夏は涼しい。冬は北部は雪に閉ざされるが、山を隔てた南部にはあまり雪は降らない。吸血鬼・人じん狼ろう・ドラゴンといった種族ごとに領地が決められており、余程のことがない限り、交流はない。

　吸血鬼たちの領土は、北部。王都ロンディニウムよりも緯度が高いため、ひと足先に灰色の冬の空が頭上に広がっている。分厚く立ちこめた雲は、今にも雪を呼びそうに見えた。

「そういえば吸血鬼と人狼って、あなたたちに限らずあまり仲がよくないって聞くけど、小こ競ぜり合いが起こったりはしないの？」

「仲がよくないといっても、積極的に殺し合いをしたいほど憎にくみ合っているわけではなくて、お互い『こっち来んな』って毛嫌いしているだけなんですよ、我が姫マイ・プリンセス。僕たちからすると、人狼の方たちはどうもガサツすぎて」

「なんだとコラ？　俺らだって吸血鬼どもの耽たん美び趣味には虫むし唾ずが走りまくりなんだかんな」

「ここで小競り合いはやめなさい」

　恒こう例れいといってもいい種族間対立を仲ちゆう裁さいしながら、入り江に船を停めて上陸。

　ロンディニウムでは真冬に吹くような厳しい北風が、セシアたちを手荒に出迎えた。

「寒いか姫さん？　なんなら俺が変身して、もさもさであっためてやろうか」

「いや、たぶん、まだ大丈夫……だと思う」

　人形のままでも十分平熱の高そうなアルカインの気遣いに、セシアは震ふるえながらもちょっと意地を張った。確かにこたえる寒さだが、すぐには弱よわ音ねを吐きたくなかったので。

　吸血公爵からの迎え──古風な霊れい柩きゆう馬車、といった感じの黒馬車は、暗い森の手前で待っていた。四頭立てだが、見たこともない、鬼おに火びのように蒼あお白じろい皮ひ膚ふをした馬たちは、まるで墓場から生まれたかのように見える。

「もう、真冬みたいな感じなのね」

　木枠の窓の外、モノクロの景け色しきを眺めて、セシアはぽつりと呟つぶやいた。

　草花の枯れ果てた荒野。人影もなく、黒い裸はだか木ぎばかりが並ぶ道は、ひどく寂さびしげだ。

「吸血鬼は個体数が少ないし、城のある場所やその周辺にしか棲すまないから、どうしても閑かん散さんとしてしまうんですよね」

「人口密度が低すぎるということ？　──あ。ルーシャス、あのお城は、誰か住んでるの？」

「いや……あれは確か、廃城ですね。無人のはずですよ」

　黒々とした、要よう塞さいとして築かれたと思おぼしき城だ。周囲の曠こう野やを睨にらんでいるかのような印象を受ける。

　不気味だが、妙に心こころ惹ひかれるものを感じて見つめていると、壊れかけた城門の陰で何かが動いた。

　──人影？

　馬車が廃城に近づいて、通り過ぎようとした刹せつ那な、その人物がはっきりと見えた。

　貴族風の身なりをした、十三歳くらいの美しい少年だ。

　ルビー色の瞳と視線がぶつかる。

　──暗い目……。

　年にそぐわぬ翳かげりのある瞳が、一瞬でセシアの心を捉えた。
















　どうしたの？　大丈夫？　思わずそう問いかけたくなってしまい、腰を浮かせた時──。

　ごが！　とにぶい音が額ひたいで炸さく裂れつした。

　馬車が揺れた瞬間、窓に激突したのである。

「うお!?　大丈夫か姫さん、身を乗り出しすぎだって！」

「……あたた……アルカイン、おでこ、コブになってない？　なってたら困るんだけど」

「んー、大丈夫だろ。ちょっと赤くなってるけど、別べつ嬪ぴんさんが台無しってほどじゃねえよ。それより何をそんなにかぶりつきで見てたんだ？」

　答えようとした時、反対側の窓を見ていたセンレッドが小さな声を上げた。

「……あ。あれが吸血公爵の城か？」

「え？　もう見えたの？」

　目的地であるミアザ＝ノプチイ城は、別名『夜よる薔ば薇ら城じよう』。──遠くから見ても、異様な存在感のある古城だった。

　このあたりでよく採れる花か崗こう岩がんを積み上げた宮殿風の城館だが、天を衝つく針のような尖せん塔とうに幾重にも取り巻かれているのが、なんともものものしい。白っぽいはずの壁面は、大部分がこの島でも吸血鬼の領地でしか育たない夜薔薇という蔓つる性せいの薔薇で覆おおわれ、どんよりとした妖よう気きを放っていた。

「？　──どうしたの？　センレッド。微妙な顔をして」

　厭いやな予感が、とセシアが思ったら的中した。センレッドはため息まじりに言う。

「いや……フランケンシュタイン城に似てるな、と思ったら、なんとなく気分が暗く」

　う、とセシアは言葉に詰まった。ルーシャスだけでなくセンレッドまでそんな……。

「そ、それは──……やっぱり帰る？」

「いや、そちらは、そこまでつらくはないんだが……馬車酔いがそろそろ……」

「！　ルーシャス、水、水筒ッ！」

　などと騒いでいるうちに、夜薔薇城の門の前に到着した。

　いつ雪のかけらが舞い降りてもおかしくない寒さだというのに、夜薔薇たちはみずみずしく咲き誇ほこっていた。プラチナ色の門もん扉ぴは両開きで、見上げれば首が痛くなるほど巨大なのに、指先でふれただけで開いたのに驚かされた。

『オ待チシテ　オリマシタ　アルビオン　カラノ　オ客様　デスネ？』

　玄関ホールに入るなり見えたのは、妙にカクカクとしたアルビオン語が書かれた石板。それを手にしている女性が、どうやら出迎え役のようだ。

　メイドというよりも未み亡ぼう人じんを連想させるデザインの黒いお仕着せをまとった彼女は、セシアが「はい」とうなずくのを確認すると、作り物めいた美貌をにこりともさせずに石板をひっくり返して、文章を書き直してみせた。

『四名様ダケ　デスカ？　確カ　モウ一人　オイデニナル　ハズダト』

「もう一人は、所用で、少し遅れて到着することになりました」

　──喋れないのかしら？

　アルビオン語がというより、声そのものが出せないように見えるから反応に迷い、セシアは少々たじろぎながら答える。

「お昼前には到着すると思いますから、よろしくお願いできますか？」

『カシコマリマシタ』

「それで、ヴァルフラッド吸血公爵閣下は──」

『オラレマス　タダチニ　主人ニ　取リ次ギマスノデ　シバシ　オ待チヲ』

　さらさらと石板に書いてみせて、彼女は幽霊のような足どりで城の奥へと消えていった。

　ゴースト・ビューティという言葉がセシアの脳のう裡りをよぎった。鬼火のような純白の髪にガラス玉じみた紅い瞳の彼女は、頽たい廃はいの時代に芸術家たちが好んで描いたという「ひどく華きや奢しやで幽霊のように儚はかなげな、幻まぼろしの美女」の画そのものである。

　高い天てん井じようのホールでは、さっきの彼女の姉し妹まいかと思うほどよく似た感じの美女が何人も働いていた。この城の侍じ女じよだろうが、応対の彼女以外はセシアたちに一いち瞥べつもくれず、自分の役目に没頭している。

　その様子に不自然なものを感じていると、ルーシャスが耳元で囁ささやいてきた。

「イェルですよ」

「イェル？　それが、今の出迎えのひとの名前？」

「いえ、この城で働いている侍女は皆イェルと呼ばれるんですよ。イェルは人名じゃなくて、僕たちの古い言葉で『彼女たち』という意味で──吸血鬼をノスフェラトゥ、魔物をネクラート、女王様をマイエストレと呼ぶのと同じですね」

「ノスフェラトゥなら聞いたことがあるわ。でも、どうしてそんな呼び方をするの？」

「彼女たちは、この国に棲すむある種の蝶ちように吸血公爵が魔力を与えて、ひとの姿をとらせているモノなんです。吸血公爵に支配されて、与えられた仕事は完璧にこなしますが、元が虫だから感情や意思はないんです。さっきの蒼白い馬も、実はイェルをアレンジしたものなんですよ」

　蝶の化身か。なるほど、夜薔薇城にはふさわしい侍女だ。アルカインは「いくら別嬪さんでも不気味すぎるぜ」と顔をしかめて引いているが。

　あるイェルは洗濯物らしいリネン類を奥へ運んでゆき、あるイェルは黒大理石でできた髑どく髏ろや怪物の彫像に、埃ほこりよけとしてかけられていた古いレースを、くしゃみひとつせず回収していっている。

　ローズグレイ・ハウスの白しら百ゆ合り姫たちだったら、埃ほこりが舞った服が汚れたと大騒ぎしそうなところだが、イェルたちは機械的な動きとペースで仕事をこなしていた。

「ローズグレイ・ハウスにも一体くらい欲しいですか？　なんなら僕が創りますよ」

「遠えん慮りよするわ。雰ふん囲い気きが変わってしまいそうだし」

　セシアは難しい顔でかぶりを振った。白百合姫たちより有能は有能そうだが、まるで奴ど隷れいみたいで、抵抗感の方が強い。

「そういえば、この城の名前もアルビオン語とは随分響きが違うけど、その古い言葉なの？」

「ミアザ＝ノプチイは、真夜中という意味ですよ。興味があるならもっと教えましょうか？」

「教えるのにかこつけて血を吸いにくる先生なら、遠慮するわ」

「ばれましたか」

　悪びれずに笑うルーシャスの普段と変わらぬ様子に安心した時、先刻のイェルが戻ってきた。

『オ待タセシマシタ　公爵閣下ノ許ニ　ゴ案内イタシマス。──コチラヘ』
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　薔薇の燭しよく台だいで照らされた、長い長い廊ろう下かの果ての部屋で、吸血公爵は待っていた。

　隅々まで繊せん細さいな細さい工くがほどこされた、真しん鍮ちゆうと銀ぎん水すい晶しようのシャンデリアの下──緩かん慢まんに紡つむがれた美声が耳を打つ。

「──遠路はるばる、よう参られた。アルビオンの『夜よるの女じよ王おう』」

　吸血公爵ヴァルフラッドのダークレッドの瞳を見た時、セシアは奇妙な懐なつかしさを感じた。逢うのは初めてのはずなのに。

「お初にお目め文も字じいたします、ヴァルフラッド吸血公爵閣かつ下か」

　なぜだろうと内心首をかしげながら、セシアはつまんでいたドレスを元に戻して、吸血公爵に促うながされたとおり腰を下ろす。吸血公爵も、セシアの対面の、朽葉色のソファにかけた。

　切れ長の一ひと重え瞼まぶたの目元が際きわ立だつ、ともすれば酷こく薄はくそうにも見える美び貌ぼうは、人間でいえば三十歳前後という雰囲気か。下ろせば肩にかかる程度だろう、癖のある黒髪を、うなじでリボンを使ってまとめている。

　アルビオンの夜会用礼服に似た黒い衣い裳しようで、襟えり元もとを飾るのはプラチナ色の薔薇章と紫し紅こう色のスカーフ。同じ吸血鬼のルーシャスとは、頽廃的なムードが共通している。貴族的で悠然とした物腰は言わずもがなだ。

「此こ度たびのご訪問の理由は、すでに余も承知している。さっそく話に入ろう、『夜の女王』」

「はい。ではわたしは──」

「閣下、あるいはヴァルフラッド閣下。吸血公爵閣下、ではさすがに堅かた苦くるしいし、そなたの地位はともかく年齢を鑑かんがみれば、この呼び方がもっとも適当だと思うが」

　どうかね？　とセシアの全身を捉える視線に、なんとも言えぬ威圧感がある。

　俗世間から離れて暮らすご隠居様、といった印象の強い、なんというか浮世離れした風ふ情ぜいだが、締めるところは締めてくる姿には永い年月を生きた魔物しか持ち得ない重みがある。

　だがセシアもこういう相手と対たい峙じするのは初めてではない。

　黒衣の悪魔に不本意ながら慣らされ・鍛きたえられてきたお蔭で、しっかりとした声を返せた。

「結構です、ヴァルフラッド閣下。──先に文書でお伝えしたとおり、我が国の、主に貴族の女性たちから支持されている美容薬に、ここヴェネドシアでしか入手できない原料が配合されていたのです」

「うむ。この地の土ど壌じようがかなり特殊なことは、余も知っている。城を守る夜薔薇も、イェルの素もととなる月光蝶も、極ごく上じようのワインとなる紅あか葡ぶ萄どうも、人狼やドラゴンどもの領地では育たぬ。故ゆえに我ら吸血鬼は『Ａの約やく定じよう』ののちに、ここを領土に選んだのだ」

　Ａの約定というのは、統一王アーサーと魔物たちの不戦・不干渉の約定の略称だ。

　ヴァルフラッドの話し方は時にじれったくなるほどゆっくりだが、別にセシアを侮あなどったり焦じらしたりしているわけではないらしい。

　むしろ、背筋を伸ばして臆おくせず受け答えする彼女の姿に「見た目よりは……」と手ごたえを感じてくれているのが、だんだんと力を帯びてくる瞳などから伝わってきた。

「わたしたちは閣下に、この地の動植物を調査するお許しをいただくために参ったのです。もちろん、こちらもそれなりの見返りを貴国に提供する用意はあります」

「……はよいのか」

「──ご無礼をご容よう赦しやください、閣下。今、何をお尋ねになられたのでしょうか？」

　急に低くか細い声になったので聞きとりそこねた。吸血公爵は「ああ」とうなずいて「あまり話をする機会がないのでな、声が出にくいのだ」と意外に親しみやすい苦笑いではにかむと、一転して、表情を鋭するどいものにした。

「斯か様ような美容薬が流通しているのならば、そなたたちは『Ａの約定』を犯おかしてアルビオンと接触している魔物がいると疑っておるのではないか、と思うてな。そうした輩を探したりしなくてよいのか、と言いたかったのだ」

「確かに〈青の薔薇十字団〉はその線も考慮はしています。ですが、この国からひそかにそうした動植物を持ち出したのち、アルビオンで生育環境を整えて、繁はん殖しよくもしくは栽さい培ばいさせられるようにした可能性と五分五分といったところでしょう。わたしたちはヴェネドシアの方々を疑うよりも、そちらの可能性の方から確かめていきたいと思っています」

　よし、悪くないぞ。セシアは、よどみなく冷静な声で答えられた自分にうなずく。

　ヴァルフラッドの物言いは喋りがゆっくりすぎるものの、あの変わり者の悪魔に比べればはるかに話しやすかった。

　あの悪魔と来た日には、唐とう突とつかつ気まぐれに（としか思えない）話題の変え方を転換する、ひとの忘れたい記憶や暗部を暴あばこうとする、あまつさえ急に甘い言葉や空気を発して翻ほん弄ろうすると、話すだけで魂たましいを削りとられていくような疲ひ弊へい感かんをセシアに味わわせるのだから。

　──まあ……疲れさせられただけではないけどね。

　以前あの悪魔のくれた言葉が、セシアの心の重荷をひとつ取り払ってくれたのも事実だ。

　──でも最近は、別の意味で疲れるひとになってしまってる気も……。

　押しかけ女房ならぬ押しかけ悪魔を思い出したら生まれた複雑な気持ちと、渇かわいた喉のどとを、イェルが用意してくれた温かなミルク酒で癒いやしていると。

「左様か。──では」

　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて沈ちん思ししていたヴァルフラッドの声が、セシアを現実に引き戻した。

「そなたたちに、周辺の調査を許そう。だが、余の方にも条件がある。この城の中のいくつかの場所には、踏みこまないでほしい」

「この城の中の、ですか？　それは構いませんが……」

　セシアはわずかに眉根を寄せた。

　全面的に協力とはいかないだろうとは思っていたが、ヴァルフラッドがわざわざそんなことを言いだすとは予想外だった。調査したいのは植物や動物であって、夜薔薇城の中は正直、眼中にはなかったのに。

　──もしかして、ヴァルフラッド閣下はこの城に、何か隠し事をしてるのかしら……？

　逆に、疑念が鎌かま首くびをもたげた。

　だがそれが〈アリスの箱庭〉の事件と直接関係があるかどうか今の時点ではわからないから、ここで無理に「駄目です、そこも調べます」とは言いだしにくかった。不用意に突っぱねて、今得た調査の許可まで撤回されでもしたら、そちらの方が厄やつ介かいだ。

　ヴァルフラッドが「どうかな？」と典てん雅がな発音のアルビオン語で答えを促す。

　セシアは顎あごを引きつつ、慎重に言葉を選んだ。相手を不用意に刺激しないように。

「心得ました。ただし調査の結果、件くだんの場所を確かめる必要があると判断された場合は、改めて許可をいただきに参るかもしれませんが」

「構わぬ。ただし、余がそれを許すとは限らないと、そのことだけは肝きもに銘めいじておくように」

「承知しました」

　鷹おう揚ようにうなずく吸血公爵を見ているうちに、セシアは気がついたことがあった。

　──どうして懐かしくなったのか、わかったわ。

　ヴァルフラッドの底知れない瞳の深さと、相手が踏みこんでくるのを手前で拒こばむようなそっけなさは、出逢った直後のラゼリオンとよく似ているのだ。なるほどねと内心納得する。

　予定よりやや長引いた会見を終えると、まずヴァルフラッドが億おつ劫くうそうに立ち上がった。

　それを見届けてから、セシアもそろりと腰を上げた時、視界の隅で何かが落ちた。

　──薔薇？

　吸血公爵の胸元を飾っていた濃こ紫むらさきの夜薔薇だ。反射的に拾い上げようと伸ばした手が、もうひとつの大きな手とぶつかる。ヴァルフラッドの手だ。氷のように冷たい手に驚いてセシアが視線を跳ねあげると、至近距離に酷こく薄はくそうな美貌が迫っていた。

　視線を意識した途端、心臓がどくりと波打つ。

　──瞳が。

　ダークレッドの瞳が力強い輝きで燃えている、と気づいた時には、セシアの身体はもう言うことをきかなくなっていた。

　──……！　まさかこれ、吸血鬼の暗示の力!?

　目を見ただけで相手を魅了して、虜とりこにする魔力。知識として知ってはいたが、体感するのは初めてだった。ヴァルフラッドの薄い唇くちびるの間から鋭するどく尖とがった門もん歯しが見えた時、咬かまれたい、と心の片隅で自分が思ったことにさらに驚く。

　視線だけで自分を支配しようとしているヴァルフラッドを、怖いのではなく誰よりも魅惑的に感じている、それが怖くて、セシアは声にならない悲鳴を上げた。
















　壁際に控えていたセシアの三人の契約者たちが異常に気づき、色をなして動きかけた刹せつ那な、ヴァルフラッドがはっとして、引き剝がすようにセシアから顔を背そむけた。

　と同時に、三人を制止するように手を挙げる。

「許せ。──余に『Ａの約やく定じよう』修正第三条を破る気はない」

　皮膚の下に渦巻く激しいものを無理やりに抑えた、ぎこちない声で彼は続けた。

「久しく人間の血の香気にふれておらなんだせいで、うっかりと気を乱した。驚かせてすまない──『夜の女王』」

　大丈夫です。動揺している様子の吸血公爵をそう言ってとりなしたかったが、ひどい虚きよ脱だつ状態のせいで、セシアは無言でうなずくことしかできなかった。

「そなたたちにも、あるじの心配をさせてすまなんだ。しかし、余は──」

　とそこで初めて、ヴァルフラッドはセシアの契約者たちをまともに見たようだ。

　黒と銀の騎士服を着てもなお、やんちゃな印象のぬぐえない人狼。狂博士の被験体にされた過去のせいで、表情に翳かげりのある青年。

　そして最後に月の美貌の吸血鬼を見つけたところで、ヴァルフラッドはなぜか救われたような表情になった。

「おお──そなた、『暗くら闇やみの吸きゆう血けつ鬼き』ではないか！」

「──……ご記憶いただけて、たいへん光栄です閣下」

　ルーシャスはひどい棒読みでそう言った。

　顔を合わせれば不毛な言い合いばかりしている人狼が相手でも、愛あい想そだけは無駄にいい彼らしくもない。マゼンダ色の左目に浮かぶ暗く複雑な表情は、セシアを不安にさせた。

　無愛想な理由は、ひとつはセシアが襲おそわれかけたことだろう。

　そしてもうひとつは──。

「随分と顔つきが変わったせいで気づかなんだ。あの事件以来となると、三百年ぶりか？」

「失礼ながら、十年も経たっておりませんよ、閣下」

　旧友に語りかけるようなヴァルフラッドとは対照的に、ルーシャスは慇いん懃ぎんなまま答える。

「ふむその程度であったか。──ルーシャスよ、では、奥の間で余と話をせぬか」

「この国を離れて人界に身を委ゆだねていた私に、閣下のお相手が務まるとは思えませんが」

「よいではないか。余が望んでいると言っている。月の女神祭もまだ遠く、古き言葉で語り合える相手とも逢えずに退たい屈くつしておったのだ、近う寄れ」

　やや強引ともいえる言いようと、唐突に思えるほどの熱心さで誘うヴァルフラッドに、ルーシャスは何か気づいたようだ。わずかに態度を軟なん化かさせる。

「身に余る光栄ですが、今の私は『夜の女王』に仕える身。あるじの許しを得ないことには」

　言いながら、ルーシャスはさりげなく近づいてきて、絨じゆう毯たんの上にへたりこんだままのセシアに手を貸した。

　セシアは慌てて一人で立ち上がろうとしたのだが、まだ脚に震ふるえが残っていたせいで思いっきりよろめき、結局ルーシャスに支えられてしまう。

「我が姫──もとい、陛下。おそばを離れることをお許しいただけますでしょうか？」

　情けなさすぎて頰を熱くしているセシアへと、ルーシャスが耳元で囁く。わざとらしい言葉遣いにつられて「わたしは一向に構いませぬが……」と微妙に古めかしい話し方になってしまいながら、セシアはルーシャスの表情をうかがった。

　わたしのことより、あなたは大丈夫なの？　──そう尋ねれば、彼も、セシアにだけ聞こえる声で答えた。

「逆にチャンスだと思いますよ。探りを入れるのに」

　ルーシャスもさっきの吸血公爵の「城の中はかぎ回るな」という言葉が引っかかっていたのだと、セシアはそれで気づく。

　ならば、お願い、と言うしかなかった。

　ルーシャスは微笑みでうなずいて、生き真ま面じ目めそうな心配顔で近づいてきたセンレッドの手にセシアを委ねると、物憂い様子で退室する吸血公爵の後に続いて廊下に出ていった。







　客室のある東の棟への渡り廊下の手前には、かなり古い時代のものと思しき、深い色をしたオーク材の時計が飾られていた。ネジを巻いていないのか針は完全に止まっているが、のっぽな番人の如き風情を醸かもしている。

「危機一髪、いや二髪くらいだったな姫さん。腰はもう大丈夫なのか？」

「そんな表現どこにもないわよ、アルカイン。……それと、腰の話はやめて」

　気遣う、というには、ちょっと選んだ言葉が無神経すぎるのがアルカインなのだが。

　悪魔よりも気が楽だと油断して、吸血公爵の秘めた力に腰を抜かしてしまったことが悔くやしいセシアは、つい八つ当たりみたいに声を尖らせてしまった。本当はアルカインの普段どおりの態度に、ほっとさせてもらえていたのに。

「……でも、さすがは吸血公爵、といったところか。離れていても、魔力の強さがわかった」

　センレッドが真面目な表情と、ほのかに緊張をはらんだ口調でそう呟けば、アルカインは広い肩をすくめる。

「そりゃまあ、あのおっさんは一番強い吸血大公の次に強くて、大公になんかあったら跡を継ぐ吸血鬼ってことになってるからな。半端じゃねえぜ」

「……知ってる。吸血鬼の世界での公爵や伯爵という地位は、アルビオンのとは違って、力の強さと、どれだけ純血に近いかを示してるんだろう？」

　そのとおりだ。爵位が上になるほど魔力が強くなる。本来なら会見相手は頂点に立つ吸血大公になるわけだったのが、吸血大公は現在、遠い異国を旅している最中だというので、その血族である吸血公爵ヴァルフラッドに切り替わったのである。

「センレッドはそれ、もしかして〈ファウスト〉で習ったの？」

「……いや。博士が昔、教えてくれた」

「…………そ、そうなんだ……」

　博士とは、彼を不幸のどん底に突き落とした、フランケンシュタイン博士に違いない。

　うっかり地じ雷らいを踏んだことをセシアは大後悔した。

　非常に気まずい沈黙に、今日のわたしはいいところなしだな、と額を押さえて嘆息する。

　客室の前まで案内してくれたイェルが去ると、アルカインがふと思い出したように言った。

「ところでよ。ルーシャスの野郎は、なんで公爵に『暗闇の吸血鬼』って言われた時、厭な顔してたんだ？　吸血鬼なんざ、どいつもこいつも暗闇から生まれてるようなもんなのに。それとも、なんかヤな思い出でもある綽あだ名ななのか？」

「……そういえば。おれも、実は気になってた」

　静かに同意したセンレッドは、普段から繊細でよく気のつくひとだからさておき。

　いつでも空気が読めないし難しいことを考えるのも他人任せのくせに、こういう時だけは勘かんが鋭い人狼には少し驚かされた。

　セシアはしばらく迷った末に、二人を仲間と信じて口を開く。

「二人とも、ルーシャスの両目がとびきり強い魔眼なのは知ってるわよね？」

「見たら死ぬってんだろ？」

「それはちょっとオーバーよ、アルカイン」

　正確には、目を合わせた相手の神経や感覚を狂わせるというものだ。場合によっては相手を発狂に追いこむことさえできる恐怖の魔眼だが、抑えて使えば相手を傷つけずに気絶させたり、幻覚を見せて無力化させたりと、応用がきく。

　吸血鬼には誰にでも暗示の力は具そなわっているのだが、ルーシャスのそれは、吸血鬼の中でも稀まれに見る異才だった。

「だが確か……特に右目は力が強すぎるから、普段は眼帯で封印してるとか」

「そのとおりよ、センレッド。──でもヴェネドシアにいた頃は、お父上の吸血伯爵に、毒で両目を潰つぶされていたそうなの」

　瞼を開かなくさせるという秘毒を、七夜おきに塗られていたのだという。吸血鬼の持つ暗示能力の域を超えた、あまりに強すぎる魔眼の力に、この子はいつか自分の永遠の命を爵位もろとも奪うのではないかと恐れた父伯爵の手によって。

　……だから『暗闇の吸血鬼』。

　魔眼への畏い怖ふと、血を分けた父伯爵に虐しいたげられた子への憐れみをこめて、ルーシャスは他の吸血鬼からそう呼ばれていたのだそうだ。

「なんつーか……今のダラッダラしたあいつからは想像できねえな、そんな壮絶なの」

「でも本当よ？　だから昔は、性格がもっとひねくれてたんだから」

　──『ふうん。あなたが次の……ですか』

　──『僕を飼い馴らしてごらんなさい、小さなお姫様リトル・プリンセス。せいぜいそれくらいはできないと、アルビオンの夜を守る女王なんて、とてもじゃないけど無理ですよ？』

　セシアとの最初の会話だって、こんな具合だった。

　幼いセシアでもかちんとくる、露骨に挑発的な目つきと声音で囁かれたことが、鮮烈な記憶として残っている。どうやって吸血鬼を飼い馴らすかなんて全然わからなかったけれど、絶対に負けるものかと燃えたものだ。

　ミッドナイト・ブルーの髪をがしがしとかいて、アルカインは片眉を器用に動かした。

「へえ。俺と逢った時には、すっかり今の寝い穢ぎたない吸血鬼だったのにな。おもしれえ奴」

「いろいろあったの。……いろいろね。そういうわけだから、あんまり昔のことに突っ込んだり、閣下との関係を根掘り葉掘り訊いたりしちゃ駄目よ」

「……了解した」

　いつもどおりの硬派な返事をするセンレッドとは対照的に、アルカインは冗談めかす。

「おう。間違ってもあいつに目隠しして『だーれだ』なんてからかわねえから安心しな」

「……あなたたち、そんなことする仲だったの……？」

「するわきゃないだろ、そんな気持ち悪い真似。ものの喩たとえってやつだよ」

　普段は脳みそまで野生動物っぽいアルカインにしては気のきいた言い回しに、セシアとセンレッドはなんとなく顔を見合わせて、くすりと笑ってしまった。
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「血でも吸われてきたかのような顔だな、セシア」

　後ろ手に扉を閉めるなり、ここ数日ですっかり聞き慣れてしまった美声が響いた。

　どうせミミズク姿の悪魔だろうとタカをくくっていたのに、窓際の古い文机で読書している黒衣の青年を見つけて、あやうく悲鳴を上げそうになった。さっきの今で、人ひと形がたをしたラゼリオンと逢うのだけは勘弁してほしかったのに！

「どうしてミミズクじゃないんですか、わたしは許可してませんよッ」

「ミミズクの姿で、しかも暗くて狭い旅行鞄に詰められて、本も読めずにまる一日揺られてきたんだ。少しくらい解放感を味わわせてほしいのだが、『夜の女王』陛下」

「……仕方ないですね」

　慣れない船旅の疲れと先ほどの緊張と恐怖のせいで、押し問答をする気力は残っていなかったから、ため息で答える。

　そうしながらも、脳裡にはまだダークレッドの瞳がこびりついていた。

　──あれが……吸血公爵。限りなく純血に近い種族……。

　やはり、ただ者ではなかった。もう一度深いため息をついて、壁際にあった長椅子の端に、ぐったりと座りこむ。

　力の入らない目で見渡した室内は、城の他の場所と同様、さまざまな時代の美術品で飾られている。ここまで通ってきた廊下は暗く、先ほどの応接間も暗めの色合いで統一されていたが、この部屋はベージュが基調で、明るく穏やかな雰囲気だ。

　広間や踊り場で目についた、髑どく髏ろや怪物や翼あるけものの彫像は見当たらなくて、セシアはひそかにほっとした。あんなのに睨まれていたら、怪物に食われる夢でうなされそうである。いや、うなされるだけならいいが、悪魔にそれを見られるのはいろいろな意味で耐えがたい。

　ややあって、長椅子の反対側の端に、誰かが腰を下ろす気配が伝わってきた。

　もちろんラゼリオンだ。からかうでもない、平へい淡たんな声をかけてくる。

「それで。吸血公爵に血を求められたのか？」

「あなたは『Ａの約定』の修正第三条を知らないんですか。吸血鬼が、契約以外で人間の血を吸うことは禁じられてるんですよ」

　吸血される二歩手前にまでいったことは絶対に言いたくなくて、セシアはそっぽを向いたまま、突っぱねるように言い放った。

　吸血鬼はその名のとおり、生きものの血液を滋じ養ようとする特殊体質の魔物だが、人間の血がないと生きられないわけではない。ただ、人間の血が、魔力を回復して命をつなぐのに非常に効率がいいというだけの話だ。セシアがルーシャスに定期的に血を与えているのは、『夜の女王』の契約者である彼は、この領土でのんびり暮らす吸血鬼と違って、戦いで激しく魔力を消しよう耗もうすることが多いせいである。

　それを知らないわけでもなかろうに、悪魔はしらっとした口調でセシアを煽あおってきた。

「誰でも、禁じられるほど欲望は強まるものだ。麻薬しかり、愛の秘薬しかり」

「怒りますよラゼリオン様」

「私は心配しているのだ。吸血公爵にも、まだ悠ゆう久きゆうの刻ときをともに生きる花嫁がいないからな」

「花嫁って……何を馬鹿なことを」

「悪魔の私でも、あなたの血は美お味いしそうだとわかるくらいだ。いわんや吸血公爵をや、だ」

「……美味しそうなんですか？　わたしは」

　不ま味ずいと言われるよりはマシだが全然喜べない。今まで付き合ってきた吸血鬼はほとんどルーシャスだけで、ときどき「あなたの血は格別に甘かん美びですよ」なんぞとのたまわれても、どうせ冗談だろうと意に介していなかったのに。

　──ということは、わたしはもっと自重した方がいいのか？

　先ほど吸血公爵が自制心を失いかけたのも、セシアが無防備すぎたせいかもしれないと思うと、にわかに罪悪感がこみ上げてくる。そんなに美味しそうなら、不味そうに見える努力をしておくべきだった。でも、どうしたら不味そうに見えるんだろう？

　本人はいたって大真面目なのだが、悩む方向性がいささかズレていることを、ラゼリオンは彼女の表情から読みとったらしい。

　彼はわずかに口の端をゆがめた。苦笑するように。

「今の科白せりふは、あなたにそういう反省を促うながすものではなかったのだがな。まあ、少なくとも、〈青の薔薇十字団〉の騎士服はここでは避けた方が賢明だな」

「当然です。あれはスカート部分が短すぎて、女性用の礼装としては使えませんから」

　セシアが今着ているのは、上質の天鵞絨ビロードで仕立てられたシンプルなドレスだ。アクセサリ類は真珠のイヤリングと、いざとなれば武器に変形する聖銀の十字架のみ。長い銀髪は、半分の量を、夜明けの海のような青色のサテンのリボンでまとめている。

　もちろん騎士服の方が動きやすいのだが、ヴァルフラッドには不快に思われる可能性があったし、今回は激しい戦いもなさそうなので、封印するつもりだった。

「そういえば──どうしてあなたはいつも黒ずくめなんですか？　それも手袋まで」

　ふと、そんな疑問が口をついて出た。

　ラゼリオンの黒衣は〈黒世界〉の悪魔らしいといえばらしすぎるくらいの装いだし、白はく皙せきの美貌を引き立ててもいるのだが、こうして接している限り、彼に「悪魔らしく」だの「この美貌を活いかして」だのいう気概があるとはとても思えない。

　──コーディネイトが面倒だから黒い服しか持ってない、とかだったらずっこけるけど。

　でもありうるな、と素で失礼な想像をしていると、悪魔からは予想外の言葉が返された。

「ようやく質問らしい質問をしてもらえたな」

「はい？」

「私を匿かくまうのと交換に、私のことを教えるという取引だっただろう？　なのにあなたときたら質問するのは事件に関することばかりで、私は百科事典代わりにされている気分だった」

「……それは、まあ……」

　ひとたび事件が起きて助けたいひとを見つけると、そちらにまっしぐらに向かいすぎて他が見えなくなるのが悪い癖だという自覚はあったので、反論が思いつかない。ぽりぽりと頰をかいていると、ラゼリオンが赤い革装丁の本をぱたりと閉じた。

　そしてセシアを見ないまま、今までとは一変した、抑揚の失せた声で言う。

「セシア。私が黒を纏まとうのは、私の生まれた世界では喪もの色は黒とされているからだ。もし仮に喪の色が桃色であったなら、私は羞しゆう恥ちと躊躇ためらいで内心七転八倒しながらも全身桃色で統一していたかもしれない」

「桃色なあなたは想像を絶しますけど、喪の色って──」

　──あなたは一体誰の死を悼いたんで、そんな色をまとっているんですか？

　訊きかけて寸前でやめたのは、センレッドにとっての狂博士の記憶のように、それが悪魔の心の深い部分に関わっていることを直感したからだ。教えてくれると彼は言い、セシアは知りたいと思った。けれど、今すぐにそこまで踏みこむ勇気があるかといえば……。

　──……わたしは……。

　セシアの葛かつ藤とうを察しているのかいないのか、悪魔は無感動そうな横顔のままで切り返してきた。

「それはさすがに、聞かない方があなたのためだな。──他に質問は？」

「他に、ですか」

　ラゼリオンの方から話を変えてくれたことに安堵したのと、体力が回復してきたのとで、セシアは肘掛けに気だるくもたれていた体勢を立て直した。

　目がふと、天てん蓋がい付きベッドのサイドテーブルに置かれているものに引かれる。

　リンゴのような色とまるみを帯びたフォルムの、不思議なランプだ。暖炉を思わせる温かな光で周囲を照らしている。

「……おもしろい形のランプですね」

「パフューム・ランプだな。灯あかりを点ともして、ここのてっぺんのくぼみに薔薇などの精油を垂たらすと、その熱で精油が蒸発して香りが楽しめるという仕組みだ」

「精油だったら、執事さんが作ってくれたのを持ってきてますから、やってみましょうか？」

　ローズグレイ・ハウスを守る執事は、教会で暮らしていた時代に、ハーブや花を利用した料理などの作り方をマスターしている。そこはかとなく気まずい空気を追い払うように、セシアは長椅子から立ち上がった。

　イェルに運んでもらったまま床に放置していた旅行鞄を開けて、古風な化粧台に、執事から持たされた真鍮製の細い瓶を並べていく。

　化粧台には最初から、やさしい色合いの花はな模も様ようが描かれた手鏡やブラシ、コットンケースなどのセットが用意されていた。セシアにはおよそ縁のない、気つけ薬用の瓶まである。呼吸が困難になるほどコルセットを締めつけるのが淑女のたしなみだった時代の遺物らしく、どれも古い時代のにおいがした。

「ところで、こちらの瓶の中身はなんだ？　妙に神々しいオーラを感じるのだが」

「それは執事さんが祝福した聖水です。万が一のためにハンドパワーで魔物祓いの力をこめたけれど、効果が大きいから滅多には使わないでくださいって言われて」

「正しいな。これはみだりに撒けば、この国の吸血鬼が死に絶えかねない最終兵器だ」

「ええ!?」

「これほど強力に水を聖化できるとは、あなたの執事は本当に人間なのか？」

「人間のはず……なんですけど……少なくとも執事さん本人はそう言ってるんですけど……」

　悪魔にまで突っ込まれると、セシアもそろそろ自信がなくなってくる。ローズグレイ・ハウスに戻ったら、一度じっくり話を聞いてみるべきかもしれない。

　聖水の瓶はおっかなすぎるので鞄の奥深く封印して、セシアは白びやく檀だんの精油を選んだ。執事のメモに「異国の僧そう侶りよも儀式で使うもので、精神を鎮しずめる効果があります」とあったので。

　吸血鬼の城には不似合いなようで奇妙にマッチする、エキゾチックな香りが漂いはじめたところで、ノックが響いた。

　慌ててミミズクに変身させた悪魔をベッドカバーの下に押しこみ、薔薇水晶のドアノブを回すと、廊下にはいつになく深刻な顔をしたアルカインがいた。

「やばいぜ姫さん。予想外のトラブルってやつだ」





[image: ]






「またあなたなの、フリーデル＝ロッテ」

「ひとの名前をフルネームで、しかも厭そうに呼ぶな、『夜の女王』」

　連れてこられたのは、さっきの玄関ホール。

　広い空間の隅にある黄おう金ごんづくりの長椅子で、セシアにげんなりした顔で名を呼ばれた少年が振り返る。毛皮で縁取られたコートさえ脱いでいない彼は、到着したばかりのようだ。

　アメジスト色の瞳が強い印象を与える、クールな美少年だ。斬りつけるような視線の鋭さと誰に対してもつっけんどんな物言いが、まるで氷の壁のように、ひとを寄せつけない雰囲気を作っている。

〈ファウスト〉からも魔術師を参加させて、調査を主導してもらうと出発前に聞かされて、厭な予感はしていたのだが──。

「僕だって、植物採集や動物の観察のために、こんな面倒な場所に来たくはないが──」

「──わたしと同い年だから仲がいいって誤解されて、引っ張り出された？」

「わかってるじゃないか」

「でも、口が達者なあなたがどうしてその程度の誤解も解けないのかは疑問だわ」

「この手の誤解は厄介だ。否定すればするほどこんがらがる。──君の方は、一応『夜の女王』の役目を果たしてきたそうだな。まあ、顔つなぎもこなせないようじゃ、ただのお荷物だが」

　双方まったく遠慮のない言い合いで、険悪なムードが天井の高い空間に満ちる。

　イェルたちは当然まったく気に留めていないが、不器用なセンレッドは、おろおろして二人を交互に見ている。
















　後輩にガーネット色の双眸で縋すがるように見上げられたアルカインが、しゃーねえなといわんばかりの風情ふぜいで間に立った。

「喧嘩はあとで表でやれ、な？　俺が審判してやっから。それより大事な問題があるだろ？」

「アルカイン、予想外のトラブルっていうのは、このひとが来たことじゃないの？」

「姫さんの気持ちはよくわかるが、違うんだなこれが」

　続けられた言葉に、セシアは声をひっくり返らせた。

「──食べるものがない!?」

「正確には、人間が食べるものがない、だな。ここが、固形物をほとんど口にしない吸血鬼の国だということを失念していた」

　苦々しく言うフリーデル同様、セシアもそんなところの対策など考えもしていなかった。第一の契約者が、ゼリーくらいまでしか消化できない体質だと知っていたのに。王都にいる時は「助けて執事さ～ん」でなんでもなんとかなっていたせいで、基本的な生活能力がすっかり低下していることを痛感させられる。

「僕が確かめたが、水をはじめ飲み物は豊富にあるし、野菜スープ程度なら作れるらしい。が、腹に溜まるものは皆かい無むだ」

「わたしは、ファッジとターキッシュ・デライトならいくらか持ってきてるけど」

　ファッジは固めのチーズ風ケーキ。ターキッシュ・デライトは薔薇水などを混ぜた歯ごたえのあるゼリー。どちらも気が遠くなるほど作る手間はかかるが、日ひ保もちのするお菓子だ。「もしもの時のためにお持ちください」とクレオヴィスは言っていたが、もしかして、こういう事態を想定していたのだろうか？　あの執事ならありえない話ではないが。

「でもさすがにお菓子だけじゃ、何日も保たないわよね」

「あたりまえだ。僕たちは蟻ありんこじゃないんだぞ、甘かん味みだけで過ごせるか」

　フリーデルに、馬鹿にしきった声で一いつ蹴しゆうされる。

「というわけで、ここにいる間は材料を探しながら自じ炊すいするしかない。イェルどもは吸血鬼用の食事しか作れないそうだからな」

「そうね。でもこの中で、料理ができるひとっているの？」

　いるわけがないと思ってセシアは言ったのだが、意外にもフリーデルに「魔術実験の延長で料理も習ってるぞ」と当然の顔で言われてしまい、目をまるくした。

　次に、おずおずとセンレッドが挙手して「……俺も昔、召めし使つかいみたいなこともしてたから、家事ならひととおりは。料理も、田舎料理なら」とはにかむように申告した。──そういえば彼は、フランケンシュタイン博士に拾われて助手をしていた頃、博士の身の回りの世話をさせられていたんだった。

　アルカインへと視線をずらせば、ひょいと肩をすくめて「俺も故郷の簡単な料理くらいなら作れるぜ？　いつもは執事がいるからやらねえけどな」と、これまた意外な答えが返ってくるものだから、セシアはいよいよいたたまれなくなった。

　もしかして……わたしだけ？

「そういう君はどうなんだ？　『夜の女王』」

「わたしは…………紅茶を淹れる程度なら、どんと来いって言えるんだけど……」

　はあ、とフリーデルに盛大にため息をつかれてしまった。またしても。

　自分で白状しておいて悲しくなったセシアに、フリーデルは冷ややかかつ尊大に命令した。

「それじゃ役に立たない分、雑用と、外での材料集めをがんばってもらわないとな。幸いこの国は冬でも果物やキノコが豊富だ。〈アリスの箱庭〉で使われてた薬草を探すついでに、食料になるものも採ってくるんだ。──わかったな？」







　フリーデルが持参してきたという、木の皮を組み合わせて作られた採集用の籠かごを与えられて、セシアは寒空の下にぽんと放り出された。

「どこぞの物語のようだな。意地悪な継まま母ははに、真冬に生なっているはずのないラズベリーを採ってこいと吹雪ふぶきの森に追いやられる、可か憐れんな乙女おとめ」

「わたしはそこまで悲惨でも、可憐でもありませんけど」

　アルカインたちもセシアとは違う方角に実地調査フイールド・ワークに出ているし、やわらかい毛皮で裏打ちされた温かなコートも、襟巻きもある。いずれも妹がプレゼントしてくれた品だ。

　ついでにフードの陰にはミミズク姿の悪魔もいるから、他に生きものの気配のない荒こう涼りようとした道のりでも、寂しさは感じない。

「フリーデルの意地が悪いことは否定しません。意地というより性格が悪いというか」

「ふむ。あの少年は、あなたには特別厳しいのか？」

「特別かどうかは知りませんけど、女性だからとか『夜の女王』だからといってやさしくされた記憶はないですね。皮肉と意地悪な言葉ばかり浴あびせられてますし、任務でもしょっちゅう意見が合わなくて揉もめて──って、また何をごそごそしてるんですか」

　首の近くで動かれると、羽毛があたってこそばゆい。

「例の黒革の手帳に記すことが増えたと思ったのだが。ここでは書記は困難だな」

「じゃあ書かないでください。もうすぐ湖に着きますし」

　というか、何を書く気だ。頭痛を感じながら却下して、冬草の小道を踏む足を速める。

　悪魔の語る『物語』ではないが、夜薔薇城からそう遠くない位置に、こぢんまりとした森があった。セシアの今日の調査地はそこだ（とフリーデルに命令された）。

　来た道を振り返れば、暗くなりはじめた空を背にした夜薔薇城のシルエットが見える。

　──ルーシャスは、まだヴァルフラッド閣下と一緒なのかしら。

　戻ってくる気配がないので仕方なく置いてきた、金髪の吸血鬼のことが案じられた。

　とある事件で、父を咎とが人にんとしてヴァルフラッドに灰にされた過去はあるが、ルーシャスは父である吸血伯爵の仲は冷えきっていたので、彼を恨む気はない、むしろ感謝しているくらいだと語っていた。

　実際そう悪い雰囲気ではなかったので、取って喰くわれる心配まではしていないが、セシアとのことで吸血公爵は少なからず動揺していたせいで、不安が胸に影を落とす。

「セシア」

　フードの中から呼ばれてはっとした。ミミズクの姿とはいえ、美声はそのままなので微妙に心臓に悪い。

　なんですか、と言おうとしたところで、翼の先で頰にふれられた。

「こういう時に、他の男のことを考えてほしくはないのだが」

「は……？」

「ところでどこに向かう気だ？　夕暮れまでには戻らねばならないのだろう？」

　唐突な囁きに戸惑っているうちに話を進められてしまい、ついていくのが精一杯である。

「南東に十字架の形の湖があるので、そのほとりで採取です。蒼あお闇やみ百ゆ合りとか爪つめ切きり草くさとか、〈ファウスト〉でも把は握あくしていない植物があるらしくて」

「それは『逆ぎやく十じゆう字じの湖』だな。歴史はあるが、あまりロマンチックではない場所だ」

「ロマンチックじゃないと、何か問題があるんですか？」

「初めての密会にしては、色気に欠ける」

　セシアはあやうく、木の根につまずいて地面とキスするところだった。

「婚前同居と旅行と。順番が前後してしまった感はあるが、まあ問題はなかろう」

　真顔で何を言いだすんだ、と突っ込む気力をセシアが取り戻すより早く、傍かたわらに影のような気配が生まれる。またしても勝手に人形に戻ったラゼリオンに文句を言おうとした時、今度こそ本当に木の根につまずいた。

　よろめいたところで、黒手袋の手に支えられる。見れば、悪魔はわずかに微笑んでいた。

「注意力散漫だな」

「……誰のせいですか誰の」

「私のせいか。ではお詫わびに、手をつないで歩いてさしあげようか」

「わたしは頼んでいないんですけど!?」

「レディに頼まれる前に、気をきかせて行動するのが紳士というものだ。さ、急ごうか」

　誰が紳士だとセシアは唸るが、悪魔にリードされた途端、今までより格段に歩きやすくなったことに、程なく気づかされた。ラゼリオンが歩きやすい地面を見つけ、木の根や岩の出っ張りがあることを丁てい寧ねいに教えてくれるからだった。

　例の、穏やかに低い美声で。

　──まあ……こういうところは確かに紳士か。

　不本意ながらも、セシアは認めた。

　もっと強引に──それこそ吸血公爵の瞳の魔力のような支配の仕方で、セシアを奪うことだってできるだろうに。無体な真似はせず、色恋に不慣れなセシアに合わせて、一歩一歩進もうとしてくれている気がするので、悪い印象はない。

　単純に、嬉しい、とも言えないのだが。

　──だって、恋とか結婚とか言われること自体が困るんだもの。

　セシアはふと目を伏せた。頭に思い浮かべたのは、エメラルド色の瞳をした双子の妹。魂の半身のような存在。

　──クローディアはきっと、政略結婚なんだし……。

　──わたしだけ、恋だとか、甘ったるいことを考えてなんていられない。

　そう強く思うのに、結婚という単語と手をつないでいる現状とが頭の中でうっかりリンクして、神秘的な黒の花嫁衣裳でラゼリオンと歩いている光景を想像してしまった。またそれが妙にしっくりくる姿だったので、深い自己嫌悪に陥おちいる。何を考えてるんだ、わたしは。

「どうかされたのか？」

　そしてセシアの感情の起伏に、時に困るほど聡さといのがラゼリオンだ。

　覗きこむようにされたが表情を見られたくなくて、セシアは怒ったふりをして顔を背ける。

「あなたはどうしてこう、隙あらばこういうことをするのかと思ってるだけです」

「ふむ。あなたが隙だらけだからかな」

「…………」

　吸血公爵の件を思えば、耳が痛い。ぐっと黙ってしまったセシアに、悪魔が囁く。

「それはそうと、そこの木の根元に生えている白いキノコは珍味だ」

「……本当ですか？」

「と〈黒世界〉ではもてはやされている」

「悪魔の食卓にするつもりはありませんから、そういう得体の知れない珍味は遠慮します」

「残念だな。少しくらいは、好奇心にかられて挑戦してみたいとは思わないのか？」

「絶対に思いません。教えてくださるなら、普通に人間が食べられるものをお願いします」

「意外と子供っぽいな、あなたは」

　なんだとと言い返そうとした時、黒っぽい繁みの向こうから歌声が聞こえてきた。





　ヘイ、ディドル・ディドル　猫とフィドル

　牡牛が月をジャンプした　それ見て仔犬が笑ってる

　お皿はスプーンと一緒に逃げた──。






　──マザーグース？

　セシアは足を止めた。察して手を離してくれたラゼリオンに目くばせして、籠を置き、セシアだけが短い歌声の主ぬしを探して繁みの向こうに忍び歩いていくと、不意に視界が開けた。

　──男の子。

　水晶を思わせるメゾソプラノなので、てっきり女の子かと思っていたが、湖面が宝石のように輝く『逆十字の湖』のほとりにいたのは華きや奢しやな少年だった。ブーツのつま先で草を蹴けりながら、物もの憂うげに歌っている。

　──……！　ここに来る途中で見かけた、あの子だわ。

　年に似合わない翳かげりのせいで、妙に印象に残っていた、ルビー色の瞳の少年だ。

　アルビオンでも貴族の子弟がよく着るリボンタイを結んだシャツに、真紅の上着、膝上丈のズボン。頭にちょこんと載せた真紅のシルクハットは、黒紫のリボンと造花の薔薇、銀色をした髑髏のモチーフで、悪夢的な飾りつけがされている。

　声をかけるタイミングを計っていると、不意に歌声がやみ、漆しつ黒こくの束たばね髪を揺らして少年が振り返った。

「──あんた、誰？」

　乙女のように可か憐れんな声とは不釣り合いな、ぶっきらぼうな口調である。

　セシアは油断なくフードを背に落とすと、抑えた声で少年に答えた。

「女王国アルビオンを闇の側から護る〈青の薔薇十字団〉、当代の『夜の女王』セシアよ」

「へえ──あんたが？　そっか、さっき黒馬車に乗ってきたのはあんただったんだ？」

　少年のルビー色の双眸がきらめく。

　餌を前にした魔物といった感じの、ぎらつく、といってもいい輝きの強さは予想外で、セシアはわずかに気け圧おされた。さっきと全然印象が違う。

　少年はぴょんと跳ねるように立ち上がると、気取りのない大股でこちらに近づいてきた。

「聞いたことあるよ？　悪いことした魔物や悪魔を殺すんだろ？　契約もしてないのに人間の血を吸った吸血鬼とか、魂を奪おうとした悪魔とか」

　豹ひようの仔このような少年だ。セシアよりわずかに背が低く、乙女のように愛らしい容貌だが、双眸には油断したら咬かみつかれそうな鋭い光が宿っている。

　セシアの周りをぐるぐると回りながら、ぶしつけな視線を向けてくる少年吸血鬼に、彼女は慎重に答えた。

「殺すことになる場合もあるわ。でも、なるべくそうしないように努力してる」

「じゃ、武器は？　どこに隠してるの？」

「それはあなたには言えないわ。──それより、あなたの名前は？　まだ聞いてないわよ」

　どこぞの悪魔のような反論の仕方になっている気がした。影響されちゃってるのかしら、と内心悩むセシアの正面で、少年は足を止めた。

　ルビー色の瞳を光らせて「あんた、やっぱ悪くないね。美味しそうだし」と、セシアが反応に窮きゆうすることを言うと。

「ぼくの名前はユリス。吸血公爵に監視されてて、ほとんど自由のない人質だよ」

　人質？　──疑問が顔に出たのだろう、ユリスは冷めた口調で付け足してきた。

「知らないんだ？　……よくある話だよ。十年くらい昔に、ぼくの阿あ呆ほうな父子爵が、他の吸血貴族たちと組んで、吸血大公から逆吸血しようとしたんだ」

　生まれた時点で魔力の大きさが決まり、同時に階級も決まってしまう魔物の世界だが、自分より強い相手を打ち負かす手段がいくつかある。吸血鬼の場合は『逆吸血』──自分より上位の魔物の血を奪うことで、相手の力をとりこむのがそれだ。もちろん簡単には成功しないが、ヴェネドシアの歴史上、何度か『逆吸血』による下げ克こく上じようの成功例はあるらしい。

「首しゆ謀ぼう者しやは、吸血伯爵エセルベル。結局失敗に終わって、名を連ねた吸血鬼は全部──ぼくの父親も、あのヴァルフラッドに処刑されたけどさ」

　吸血伯爵エセルベル。

　その名に、セシアは緊張の息をのんだ。──ルーシャスの父親だ。

　ユリスのいう「十年くらい昔」に、吸血伯爵エセルベルと彼の支持者は、ヴァルフラッドの父である吸血大公から『逆吸血』して支配体制を覆くつがえすことを目もく論ろんだのだが、謀ぼう略りやくはことごとく失敗に終わって、加担した吸血鬼は灰にされたのである。

「ぼくはまだ小さかったから、謀略に直接関係はないんだけどさ。ぼくの一族がまたよからぬことを企たくらまないようにって、その時からずっとここに囚とらわれっぱなし。夜薔薇城からある一定の距離以上離れると、ぼくの首を吹っ飛ばすってこの『薔薇のくびき』を仕掛けてね」

「え」

　さりげなく、とんでもないことを聞いた気がした。

　挑発的な薄笑いでユリスが指さしたのは、彼のほっそりした首に沿う黒いチョーカーだ。銀の薔薇と髑髏のモチーフが、にぶく光っている。手のこんだ美しい細工物だが、事実を聞いた後では、禍まが々まがしいとしか感じられなかった。

　──これが、首を吹き飛ばす……？

　セシアがなんとも反応できずにいると、ユリスはつまらなそうに笑みを引っこめた。

「──で、女王様？　あんたは魔物退治でもなきゃ、こんな魔境まで何しに来たのさ」

「調査よ。ここの植物や動物を調べに」

「じゃ、しばらくあいつのところにいるんだ？」

「ええ。ヴァルフラッド閣下の城に滞在させていただく予定よ。あなたは──」

　あなたも夜薔薇城にいるのよね？　いつもは城のどこにいるの？

　最初はそう訊くつもりだったし、そう訊くのが流れとしても自然だったのだが、セシアの唇はなぜか、まったく違う問いを発していた。

「あなたは──……ヴァルフラッド閣下が嫌いなの？」

　ユリスの細い眉が、ぴくりと跳ねた。

　ルビー色の双眸が、一瞬にして、不機嫌なぎらつきで燃え上がる。

「だったら何？　嫌っちゃいけないっていうの」

「そうは言わないけど。閣下はあなたに──その『薔薇のくびき』以外では……悪いふうにはしていないんでしょう？」

　父親を処刑された上に人質にまでされているのなら、ヴァルフラッドに反感を持っていても当然だとは思うのだが、セシアはなんともいえぬ収まりの悪さも感じていた。

　ユリスの衣裳は、どれも最高級だ。

　リボンで束ねた黒髪は綺麗に梳すき流されてあるし、肌の艶もいいから、たぶんユリス専属のイェルがいて、丁寧に世話をしているのだろう。表向きは人質でも、待遇はまるで吸血公爵の御曹司のようだ。

　だったらそこまで毛嫌いしなくても……と思ってしまって、セシアはおせっかいじみた科白を口にしたのだが、返ってきたのは非常に刺々しい視線と声だった。

「だから何？　大事にされてるからって、ぼくがあの吸血公爵を好きになんなきゃいけない理由なんてないだろ」

「でも、ヴァルフラッド閣下はきっと──」

「うるさい！　ぼくに指図するなッ、そんなのはあいつだけでうんざりなんだよ!!」

　怒りに燃えた瞳がセシアを昂こう然ぜんと見上げる。

　力のある視線に、暗示をかけて、こちらをどうにかする気だと即座にわかった。セシアは反射的に身体の芯に力をこめる。するとユリスは見えない壁に跳ね返されたかのように軽くよろめき、ルビー色の双眸の輝きがたちまち勢いを失った。

　激怒のそれから、茫ぼう然ぜんへ。

　そして最後に、泣きそうにゆがんだものへと表情が変わる。

「……くそッ」

　セシアに暗示がきかないことに苛いら立だったのか、それとも、自分の魔力の弱さが悔しかったのか。ユリスは震える声で吐き捨てると、夜薔薇城の方へと走り去っていった。

　小さな背中を見送ったセシアの心にも、後味の悪さが澱おりのように残る。

「セシア」

　背後から静かに呼びかけられ、セシアはゆっくりと振り返った。ラゼリオン。

「頰が冷えきっているな」

　木陰から姿を現した悪魔はそう言って、セシアにフードをかぶせ直してくれた。

　さりげないやさしさが妙に気恥ずかしくて目をそらしていると、彼は例の、事務的な口調で呟いた。

「吸血鬼にも『難しいお年頃』というものはあるようだな」

「難しいお年頃、で片付けてしまっていいんでしょうか……」

　それこそ難しい顔をしているセシアを見下ろして、ラゼリオンが意味ありげな目つきをする。

　なんですか？　と目で問うと、おもしろがるように囁かれた。

「なに。あなたの病気が出たなと思っているだけだ」

「病気ってなんですか」

「ユリスを放っておけない。そう思っているのだろう？」

　あっさりと見抜かれて、セシアは言葉に詰まる。

　ユリスは、昔のわたしに似ている。──そう思ってしまったのだ。

　セシアはある誤解から、妹のクローディアを一方的に避け、嫌っていた過去がある。今でも苦すぎる記憶だ。そんな馬鹿な真似をして妹を苦しめたことを、ずっと後悔している。

　そのせいだろうか、ヴァルフラッドを頭から否定し・拒絶しているユリスのことが、あやうく思えて仕方なかった。あの頑かたくなで暗い目のままでは、いつか、ユリス自身が後悔することになるのではと。

「……ヴァルフラッド閣下はたぶん、ユリスを邪じや険けんにはしてませんよね？」

「希望的観測を口にするよりも、吸血公爵本人に確かめてみた方がよいのではないか」

　ラゼリオンの切り返しは、正論だが、普段より突き放したふうにも聞こえた。

「でも、今回の仕事にはあまり関係なさそうだし……」

「あなたは、仕事以外のことはしたくないという性格だったのか？」

　違うだろう、と言げん外がいに問われている。アイスグリーンの瞳を、けしかけるような光がかすめていく。

「任務とユリスの、優先順位さえ間違えなければいいだけの話だ。助けたいと思うのなら、できる限りのことをしてみればよかろう。以前の『生き人形事件』で、任務を果たしつつ、助けたい人間も見事に助けたあれが、まぐれではないのなら」

「まぐれじゃありません。──まぐれで終わらせるつもりもありません」

　見透かしたように挑発されて、つい可愛げのない反論のし方になってしまったが、セシアは内心では感謝していた。

　さりげなく背を押されること。それはセシアが、心の片隅で期待していたことだったから。

「もう日が暮れる。雪も降りはじめそうな空だし、城に戻った方がいい」

「あ、でも、採取がまだ全然終わって──」

　言いさしたセシアの目の前に、採集用の籠が、無造作に突き出された。中には木の実や食用キノコ、野生の香草などがわんさと詰まっていた。セシアが知っている植物も、知らないのもある。有毒らしいものは、麻の布に包んで分けてあった。

「話を立ち聞きしているだけでは退屈だったので。このあたりの妖精に協力してもらった」

「……すみません、何から何まで」

　甘やかされすぎている気がして、なんとも気恥ずかしいのに。

「匿ってもらっているからな。悪いと思うのなら、先ほどの白いキノコも入れておいたから、食べてみてくれ。それで帳消しにしよう」

　さりげない言葉と、ラゼリオンの面に浮かんだ微笑みが、セシアを癒す。このひとはこういうところがずるい、とも同時に思うけれど。

　それにしても、気になるのは──。

　──あの、マザーグース。
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　夕暮れの空が葡ぶ萄どう色いろに染まり、やがて灰みがかった黒の夜空へと変わる頃、はらはらと雪が舞い落ちてきた。ヴェネドシアの初雪を、セシアはまるで白銀の星のかけらのようだと思いながら、夜薔薇城の窓から見上げる。

　──聖誕祭までには、アルビオンに帰れるかしら……？

　早く帰ることよりも任務とユリスのことを優先すべきなのはわかっているが、聖誕祭には女王主催の式典やパーティーがめじろ押しだ。叶かなうなら、自分の手でクローディアに贈り物を渡したい、と願ってしまうのまでは止められない。

「冷たい冷たい十二月は、みぞれを運び、暖炉の火と聖誕祭を呼んでくる……」

　うろ覚えのマザーグースを歌いながら、セシアはキノコや木の実がわんさと詰まった籠を小脇に抱えて、フリーデルの部屋を目指す。

　目当ての扉を開けるなり、ぶっと噴き出してしまった。

「ひとの顔を見て噴くとは、失敬だな君は」

「ごめんなさい。でも……なんて格好してるのよフリーデル」

　眼鏡をかけているフリーデルを見たのは初めてだが、驚いたのはそこではない。

　半端に伸びた髪を後ろで乱雑に引っつめて、耳には銀ぎん筆ぴつを挟み、着ているのはヨレヨレのシャツと着古した白衣。しみだらけでボタンは二個も外れ、おまけに袖口がほつれている。

　せっかくのクールな美貌が台無し──で済む次元ではなく、美貌だったということすら忘れてしまいそうな有様だ。制服を脱いだら魅力がガタ落ちするタイプはよくいるが、それにしたって残念すぎる。

　が、自分の容姿に頓とん着ちやくのないフリーデル本人は、いつもどおり平然として切り返してきた。

「何が悪い。これが一番楽なんだ」

「それにしたって、もうちょっと格好はつかないの？　ある意味アルカインよりひどいわよ」

　無神経な人狼はしばしば、風呂上がりに「暑いからよ」と上半身裸で廊下をうろついては、セシアにぎゃーと叫ばれ・吸血鬼に冷めた目で見られ・センレッドに引かれ・そして笑顔の執事に「悔い改めてください」と笑顔で制裁されている。

　……それでもまったく懲こりてくれないのが悲しいかったりするが。

「そう言われても、僕の研究スタイルは昔からこれだ。別に、着飾って格好をつけたい相手がいるわけでもないしな」

　セシアは「着飾って格好をつけたい相手」ではないということか。……あまり女性扱いされていないとは思っていたが、ここまでくるとため息も出ない。

　あきらめて室内を見回してみれば、床を埋め尽くす量の雑多な品々が目についた。積み重ねられた紙束や分厚い魔術書。セピア色の地球儀、青い天球儀。薬を扱うためだろう、乳にゆう鉢ばちや鍋やガラス器具がテーブルいっぱいに並べられている。意味不明な形の壺つぼもある。

　まるで、片付けが苦手な錬金術師の工房だ。

　フリーデルが「気どった客室はいらない。暖だん炉ろさえ使えれば、物置でもいい」とイェルに要求した意味がよくわかった。

「ところでフリーデル、あの大きな大鍋はどうしたの？　まさか、このお城にあったの？」

「そんな馬鹿な。アルビオンから持ってきたに決まってるだろう。鞄に入れて」

「…………鞄って、まさか、あれのこと？」

「君には、あれが鞄に見えないのか？」

「いや、そういう意味じゃなくて……」

　フリーデルはここに来るのに、黒い旅行鞄を一つきりしか持ってきていない。

　が、どう見ても普通の旅行鞄である。あんなセシアの両腕が回らないような図ずう体たいの大釜は、どんな手品を使っても収納不可だとしか思えない。いや、あの山のような実験器具や魔術書だけでも、全部を入れるのは無理なのでは……？

　──すごい魔術的な仕掛けがあって、異次元空間につながってる……とか？

　中身をあらためてみたいような、怖いようなで、部屋の片隅に置かれた旅行鞄と真剣ににらめっこしていると、背後からフリーデルに「ボサッとしてる暇があったら手伝ってくれないか」と横おう柄へいな声をかけられた。やれやれ、と

「はいはい。わたしにできることがあるなら手伝うわ。何をすればいいの？」

「はいは一回でいい。──そこの空いてるテーブルで、採ってきた薬草を種類ごとに分けてくれ。あのうるさい人狼と根暗な黒騎士の持ってきた籠が足元にある。夕食は隣の厨ちゆう房ぼうであいつらが作ってくれるそうだから、食べられる素材があるなら、早めに持っていってやれ」

「わかったわ。──そういえば、あなたはさっきから何をしてるの？」

「分析に決まってるだろう。〈アリスの箱庭〉の商品と、愛の秘薬に含まれてた謎の成分の特定。魔術師のはしくれとしては、なかなかに興味深い。もっとも愛の秘薬の方は、単なる質のいい興奮剤でカタがつきそうだがな」

　セシアは王族だし、〈青の薔薇十字団〉では『夜の女王』の方が位い階かいも上なのだが、フリーデルの方がはるかに尊大そうなのはいつものことだ。初めて会った時からこの調子なので、セシアは今では怒る気にもなれない。たまに本気で撃ち殺したくはなるが。

　前掛けをしてテーブルに向かうと、ランプの明かりでにぶく光るものに目を引かれた。

　コインと同じくらいの大きさをした、銀の髑髏のモチーフ。──これは。

「フリーデル。もしかして、あなたもユリスに会ったの？」

「ユリス？　──ああ、その髑髏を落としていった吸血鬼の仔か。さっき城の裏口で遭遇したら、なぜか突っかかられてな。鬱うつ陶とうしいから少々言葉で突き回してやったら、涙目で逃げていったぞ。『弱い犬ほどよく吠える』の典型らしいな」

「……一体何を言ったのよ、あなた」

　どんな言葉苛めをしたのか、想像しただけでも背筋が寒くなった。この少年は顔に似合わず、サディストと紙かみ一ひと重えの性格をしている。

　──今日のユリスは、踏んだり蹴ったりということか……。

　少し可哀想になってきた。今頃どこかで泣くか八つ当たりで暴れていそうで心配にもなる。

　しかしガラス器具で何かドス黒い液体を調合しながら、フリーデルはつまらなそうに続けた。

「だがこの城にいる吸血鬼は、吸血公爵とあのガキだけらしいな。後あとの住人はイェルだけ」

「ガキって……ユリス、歳はたぶん、わたしたちとそんなに大差ないわよ」

「ガキはガキだ。人質生活に不満があるらしいが、そんなに吸血公爵が憎いなら、復讐のために強くなるぐらいの気概は見せろという話だ。そういう努力もせず、吸血公爵に何不自由ない暮らしをさせてもらって、毎日ぶらぶらしておきながら、上うわ目め遣づかいで同情を求めて、誰かに愚ぐ痴ちを言うしか能のないガキは虫むし唾ずが走る」

「……ほんと、容よう赦しやないわね、あなたって」

「魔女狩りで理由もなく家族を皆殺しにされれば、容赦のない性格にだってなるさ。それとも僕は間違っているか？」

　たぶん、間違ってはいない。けれど素直に同意できないのは、わたしがユリスに自分を重ねているせいかとセシアは内心ひそかに考える。

　ユリスのことを考えながら手を動かしていると、ノックもなしに簡素な木戸が開いた。

「おーい、そろそろ飯ができるぞ～　──って姫さん帰ってたのか」

　アルカインだ。イェルのものを無理やりつけたのだろうか、フリルつきで恐ろしく似合わないしサイズも合っていない前掛けをしている姿に、セシアはまたしても噴きだしてしまった。平然としているフリーデルが信じられない。

「まあ、ついさっき帰ったんだけど……ところでアルカイン、この部屋を見てどう思う？」

「………………俺の部屋よりはマシじゃね？」

「そういう問題じゃないでしょう！」

　あまりに予想どおりすぎて悲しくなる人狼の返答に、セシアは深いため息をついた。

「ところで、ルーシャスはまだ戻ってないの？」

「まだ帰ってねえんだよなあ。さっき部屋見に行った時に、夕飯は厨房だコラってメモは残しといたんだけどな。吸血公爵に引き留められてるにしても長すぎるし、まさか、どっかで寝てんじゃねえだろうな？」

　ありえない話ではないのが、頭が痛い。
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　結局、ゆっくり食事をしながら待っていてもルーシャスは戻らなかった。

　──夜は寝る時間でしょう？　戻ってこなくてどうする気なの、ルーシャス。

　セシアはさすがにじっとしておれず、自分の部屋に戻る前に、思いきってルーシャスを迎えに行ってみることにした。

　北の棟──吸血公爵の私室や、どうやらユリスにあてがわれた部屋もあるらしいエリアは、実は立ち入りを拒まれたところなのだが、その手前までなら大丈夫だろう。

　セシアはドレスの上に厚手のショールを羽織ると、古い手て燭しよくを持ち、薄暗い廊下を歩いた。ときどき幽霊のように美しいイェルとすれ違う。

　吸血鬼は猫のように夜目がきくのだが、セシアたちを慮おもんぱかってか、東の棟を照らす蠟ろう燭そくは灯ともされたままだ。飴色にみがかれた壁の腰板や、薔薇とその葉と見たこともない文字──例の吸血鬼たちの『古い言葉』だろうか──を意匠にした壁紙が、夢む幻げん的てきに浮かび上がって見えた。

　そして、雪も。

　頑丈な黒くろ鉄がねの枠がついた窓の向こうで、雪はだんだんと本格的な降り方になってきていた。

　吹雪いてこそいないが、音が雪に吸いこまれて、静けさが深みを増している気がする。

「──セシア？」

　ラゼリオン様？　と反射的に言いそうになって慌てて口を手で覆う。不意打ちみたいに声をかける彼の悪い癖に、ここ数日で慣らされてしまったせいだ。

　でも、これは違う。

「ルーシャス……よね？」

「そうですよ。どうしたんですか、こんなところで」

　手燭をかかげると、濃灰色の闇の向こうに金髪の吸血鬼の姿が浮かび上がった。

　脱いだ騎士服の上着を脇に抱えたルーシャスの姿に、セシアはつと眉をひそめる。

「迎えにきたんだけど──ルーシャス、どうしてシャツがしわくちゃなの？」

「ばれましたか。実は、閣下の部屋でうっかり寝ちゃって」

「あ、あなたね……！　船と馬車の中でも、ほとんど寝てたでしょうッ」

「だって、長椅子の寝心地がよすぎるんですよ。あれは僕じゃなくても寝たくなりますって」

　開き直るな！　ずっと心配してたのに、オチはそれか！　今も表情が薄らぼんやりしてるのは寝起きだからか！

　ぷんぷんしてきびすを返したセシアを、ルーシャスはお得意の愛想のいい笑顔でとりなそうとしてくる。

「でも、迎えにきてくれて助かりました。夜のお城って僕でもぞっとしないし」

「もう知らない」

「ふくれると美人さんが台無しですよ。ほら笑って、いないいないばあ」

「わたしは子供か！　──まったく……それでヴァルフラッド閣下とは、何を話したの？」

「僕の父親の、謀む反ほんのことを主おもに。恨うらんでないかって言われましたけど、お蔭で真面目で怒りっぽいけど楽しいお姫様と知り合えて、毎日楽しくいちゃいちゃしてるから、むしろ感謝してるくらいですよって言ったら、安心しておられましたね。古い時代のアルビオン語を話すせいで年寄りっぽくて重苦しく見えるし──ちょっと危険なところも隠してますけど──基本的には温厚な方ですからね。罪悪感を解消していただけて、僕も安心しました」

「それはすごくよかったけど、いちゃいちゃとか噓をまぜるのはやめなさい噓は。他には──〈アリスの箱庭〉や愛の秘薬に関係ありそうなことは聞けなかった？」

「その件については、また明日みんなで話しませんか？　今日は到着したばかりで疲れてますし、専門家のフリーデル君もまじえた方が、何かと話が早そうですから」

　ユリスのことを訊いてみるか、眠そうだからやめようか。迷っているうちに東の棟についてしまったので、言葉をのみこむ。

　だが、客室の前で別れようという段になって、セシアはそれに気づいた。

　彼の長い金髪の陰になっていた白い首筋に、わずかに血がこびりついていることに。

「ルーシャス──首、怪我したの？」

　指摘されたルーシャスが、明らかに「しまった」という顔をした。閣下。色の薄い唇がそう動いたように見えて、セシアはますます驚く。

「え？　ちょっとまさか、閣下に血を吸わ──むぐふ!?」

　叫びかけた口をふさがれて、セシアはルーシャスの部屋に力ずくで引きずりこまれた。

　後ろ手に鍵をかける金属音が響くと、やっと手を外してもらえた。ぷはあっと息を吐く。

「いきなり何するのルーシャス！」

「……確かに『何するの』でしたね。一番バレたくないセシアにバレたのなら、こんなに慌てる必要もなかったか」

　セシアを抱きかかえたまま、ルーシャスが深々と嘆息した。疲れ果てたように。

　腰に巻きついていた腕をそっと押しのけて見上げると、寝起きのせいというには、彼の顔色は不自然に血の気が足りない。夜の廊下では気づかなかったが、こうして間近で見上げれば、彼が特殊な虚脱状態にあるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……やっぱり、ヴァルフラッド閣下に血を吸われたのね」

「無理やりにではないですよ」

「たとえ合意の上でも、ちょっとまずいでしょう。だってそんな」

　セシアははたと口をつぐみ、気まずそうに目をそらした。吸血鬼同士で血を与え合うのは、伴侶と血族の間だけだと聞いたのを思い出したのだ。

「何かおかしな想像をしているみたいですけど、僕と閣下にそんなロマンスあふれる友情なんてありませんよ。ただ閣下が、久しく感じていなかった吸血衝動を思い出してしまったというから、我が姫がうっかり犠ぎ牲せいになる前に、僕が血を差し上げておいただけで」

　身を離し、近くにあった純白の寝椅子にへたりこんだルーシャスに、あきれた声で突っ込まれて気づく。気を乱した、と言って苦い顔をしていた吸血公爵の姿が頭に浮かんだ。

「それって、わたしのせい──よね？」

「そういう言い方はしたくないんですけど、あなたの存在が非常に刺激的だったことは確かですね。閣下は──というか、この国の吸血鬼はみんなそうですけど──普段は『Ａの約定』をきちんと守って暮らしてます。特製のワインやスープ、それにイェルや夜薔薇みたいなある種の植物を使えば、人間の血なんかなくても必要な滋養は確保できますから」

「イェルや夜薔薇を──ま、まさか食べるの？」

「イェルは月光と花から生気を、夜薔薇は大地からエネルギーを吸収して生きるモノですからね。ただイェルの場合は、むしゃむしゃと頭から食べてしまうわけではなく──口移しとかで生気をもらうんですけど」

　うわ、とセシアは頰を染めた。素直な反応に、ルーシャスはにやにやしている。

　頭に、『千夜一夜物語』のハーレムの王様よろしく、美しいイェルを侍はべらせた吸血公爵の姿が描き出される。淫いん靡びで頽廃的で、想像するだけでなんだか恥ずかしい。

　──もしかして、ユリスもそういうことをしてるのかしら？

　だとしたら子供扱いをして悪かった。セシアなんかよりよっぽど……いやでも、そっちばかり進んでいてもナニか。待て、そういう問題じゃないぞと額を抱える。

「でも……その、吸血衝動って？」

「セシアもときどき『どうしても今ストロベリー・タルトが食べたい！』って気分になることがあるでしょう？　それと同じで、吸血鬼にも、どうしても人間の血を味わいたくなる瞬間があるんですよ。普通はこの国に人間はいないから、他のもので紛らわせるんですが──」

「──閣下の場合は、わたしがそばにいてしまったのね」

「そういうことです。タイミングが悪かったというだけですよ。あなたにこういうことを教えておかなかった、僕の手落ちでもある」

　教えたくなかったのかもしれないと、ルーシャスの愁うれいを帯びた横顔を見たセシアは思いつく。ルーシャス自身にも実はそういう衝動があることを、彼はセシアには秘密にしておきたかったのではないかと。

「閣下に花嫁でもいれば、その方で満足してくださいと言えたんですが……って、セシアはそこでおもむろに何をしてるんですか」

「閣下にだいぶ飲まれてしまったんでしょう？　その分をわたしからあげようかと思った」

　半ば横になりかけたルーシャスの隣に腰を下ろして、セシアは手元がひどく暗い中、懸命にドレスの詰まった襟元をゆるめようとしていた。

　──わたしのフォローのために、ルーシャスが消耗してしまった。

　そう思ったら、たまらなかった。

　三つのサテンのくるみ釦ボタンが、狭い釦穴をようやくくぐってくれたのを見て、よしこれで、とセシアは意気ごんで顔を上げたのだが、ルーシャスは寝椅子の腕うで木ぎにぐったりと突っ伏すみたいにして、セシアから顔を背けている。

「ルーシャス？　どうしたの」

　もう夕飯よ、と言うのと同じ調子で呼びかけて、セシアが彼の肩を揺さぶると、ルーシャスは金髪をかき乱しながら盛大にため息をついた。

「……勘弁してくださいよ。正直、今の僕には目の毒すぎる」

「いつもは契約で決めた日以外でも血をくれって迫ってくるくせに、どうしたのよ」

「それとこれとは違うんですよ」

「何が違うのよ。──というか、そんな理屈はいらないの。わたしはあなたと契約を結んでるんだから、あなたに何かあったら守るし、いつでも全力で戦えるようにサポートするのは当然のことよ」

　どんとこい、とばかりに両手を突き出されて、ルーシャスはとうとう苦笑いになった。

「……あなたのその、自分が持っているものを惜しみなく与える精神は好きですけどね。ムードがないのがなんとも」

「悪かったわね、色気がなくて」

「いいんですよ。その方が、かえって僕も気が楽だし。それに……これから、十分に色っぽくなってもらいますから」

　え？　それはどういう意味、と訊き返そうとする前に、顎あごを指で持ち上げられる。

　眼帯で隠されていない方のマゼンタ色の瞳が、至近距離でセシアの全身を捉えた。

「……ッ!?」

　それだけでセシアの身体は言うことをきかなくなった。──ヴァルフラッドの暗示と同じだと気づいたが、思うように声を上げることさえできない。

　待って。何をするの。心の中で叫ぶセシアに、ルーシャスは憐あわれむような、いとおしむような笑みを一瞬だけ向けて、彼女の腰をぐいと引き寄せた。顔を近づけてきたルーシャスの、金色の髪先がセシアの首筋をなめる。

　咬かまれる、と覚悟したセシアをもてあそぶかの如く、震ふるえる瞼まぶたの上とこめかみに唇がふれ、ぞくりとしたら今度は耳じ朶だをやんわりと甘あま嚙がみされた。

　いつもと違う。──いつもはこんな、なぶるような悪いた戯ずらはしない。

　ルーシャスが次に何をするのか予想できないから、与えられる刺激にいちいち大きな反応をしてしまう。じらすような唇の動きだけではなく、セシアの身体を強くかき抱く腕の強さも、穏やかで寝てばかりの吸血鬼らしくなく、怖いと思わされた。

　──ルーシャス……！

　それだけでも濃厚すぎる行為にセシアがひたすら身を硬くしていると、熱っぽい吐息が首筋にかかった。獲物を前にしたけものを連想させる、昂こう奮ふんした息だ。

　来る。今度こそ。ルーシャスの腕の中に閉じこめられて味わう、無力感と恐怖と人形の気分がないまぜになった心地を、牙が皮膚を破る痛みが刹那に塗り潰した。

　だがその鋭い針で貫かれるような痛みは一瞬だけで、次に身体の芯に響いた、血を吸われる感覚は、この上なく甘いしびれを伴ともなっている。ぞくぞくと震えた背中を、追い討ちをかけるみたいにルーシャスに撫でられて、セシアはこらえきれずに浅く喘あえいだ。

　──……これ、は……。

　覚えがあった。セシアがルーシャスに血を与える時、かすかに感じさせられる禁断の感覚。

　もっと強く咬まれたい、食べてほしい、近くに来てほしい……人間ではないあなたの強さを全身で感じたい。そう思うように心を操られている気はするのに、不思議と不快ではなくて。ろくな抵抗もできずに屈服させられて、とろりとした夢見心地に酔わされる。
















　もう駄目……半ば絶望的にそう思った時に、ようやく首筋から、濡れた唇が離れた。

　最後に、ちゅ、と瞼の上にキスされれば、身体の自由が戻ってくる。羞恥とわけのわからない何かで火ほ照てりきっていたセシアの頰に、たちまち怒りの朱がさした。

「……ッ……！」

　虚脱感をこらえて即座に体勢を立て直すと、右腕を大きく振り上げて、ルーシャスの頭のてっぺんに手刀を叩きこむ。

　濡れた口元をぬぐっていたルーシャスは、セシアの怒りの一撃に、「痛いですよ」と悪びれずに呻いた。

「ここで手刀はないでしょう、セシア。せめて平手打ちなら、ムードが壊れないのに」

「ムードなんてどうでもいいわ！　ルーシャス、あなた今わたしに魔眼を使ったでしょう!?」

「使いましたよ。ちょっとした警告のつもりで」

　さらりと言われて、セシアは耳を疑った。──警告？

　戸惑いがちに見上げた、あざやかなマゼンタ色の左目に、今の行為の残ざん滓しのような危険な輝きがかすめる。

「昼間、セシアは閣下の暗示の力にのまれたでしょう？　ここはそういう強大な力を持つ魔物の懐ふところの中で、あなたは彼らの目にはとても美味しそうに見える。王都ロンディニウムよりも、はるかに危険な場所だということを、体感してもらえたらと思ったんです」

「……体感って」

「今の僕の魔眼はいくらか加減してましたけど、ヴァルフラッドの閣下が本気で暗示の力を使ったら、抗あらがうこともできずに何もかもを奪われてしまうでしょう。──だから、僕の方はもう大丈夫ですから、セシアは自分の身を守ることを最優先にしてください。いつもみたいに、任務のために自分を餌にする真似は、絶対にしないように。いいですね？」

　ルーシャスの声音は表面的には穏やかだったが、底てい流りゆうには断固としたものを感じさせた。

　──ルーシャスがやさしいからといって、閣下が穏やかそうに見えるからといって、吸血鬼をなめては駄目、ということか。それならわかる。

「それって、ヴァルフラッド閣下だけじゃなくて、ユリスのことも言ってるの？」

「……ユリス？」

　本気で怪け訝げんそうに眉をひそめられたので、セシアはユリスのことを説明した。

「ああ、レベイユ吸血子爵なら知ってます。あの騒ぎのあとは僕もいろいろあったから、そんな小さな仔がいたことまでは記憶してませんでしたけど」

「……よく考えてみれば、人質がユリスだけっていうのは変じゃないかしら。他の謀反を起こした吸血貴族の血族はどうしてるの？」

　ルーシャスは父親と不仲で、謀反に加担していないことが明らかだったため、何も罰を受けなかったことだけは知っていたが。

「僕の血族みたいに、爵位を取り上げられて、吸血大公のお膝元で懲ちよう役えき刑けい代わりの奉仕をしている連中がほとんどだったと思いますよ。レベイユ吸血子爵の血族だって例外ではないはずです。ユリスが奉仕刑を免まぬかれたのは、まだ幼かったからでしょうけど……閣下が人質という名目で手厚く保護しているわけは、ちょっと気になりますね」

「そういえば、どうして吸血大公ではなくてヴァルフラッド閣下が処刑を執行したの？」

「大公閣下はこの機に、他の吸血鬼に、ヴァルフラッドの閣下の力を見せつけておこうと思ったようですよ」

「力を……？」

「ええ。派手好きで威圧的にふるまうのがご趣味の吸血大公と違って、ヴァルフラッドの閣下は昔から、夜薔薇城で修道僧のように地味で静かな暮らしをするのを好まれていましてね。そのせいで、下位の吸血貴族には少しあなどられていたのですが」

「……容赦なく吸血貴族たちを処刑して、隠していた力を示すことで、そんな評価をくつがえさせたのね？」

　吸血大公はその結果に満足したのだろう。──が、ヴァルフラッド自身は、自分が手を下したことをどう感じたのだろう？

　あの抑制した感じの吸血公爵は、力を見せつけて快感を味わうタイプには思えないので、妙に心配になった。だってセシアに暗示の力をうっかり使ってしまったことにさえ、激しく自己嫌悪している様子だったのに。つらい思いをしたのではないだろうか。

　ドレスの襟元をはだけたまま真面目に考えこんでいるセシアに気づいて、ルーシャスが苦笑しながら手を伸ばしてきた。セシアは条件反射でびくっとしてしまったが、くるみ釦をはめ直してくれる手つきは普段の彼らしくやさしいものだったので、ほっと身体の力を抜く。

　それで思い出した。

「──ルーシャス。わたし、あなたの過去のこと、アルカインとセンレッドに話したわ」

「あれ？　まだ教えてなかったんですか」

「だって、そんな簡単に口にしていいことじゃないと思ってたから」

「教えたところであの人狼に、そんなことを気にして態度を変える神経なんてさらさらなかったでしょう？　センレッドの方は、保護者みたいな相手に虐しいたげられた者同士、やたらと同情してくれてしまいそうですけど……まあ、彼はもともと、無ぶ骨こつそうに見えて繊せん細さいで気遣い屋ですからねえ。僕から、気にするなとでも言っておきますか」

　ルーシャスは事もなげに肩をすくめてみせる。本当に教えてしまってよかったのか、一いち抹まつの懸け念ねんを抱いていたセシアは、それを見てようやく安心できた。

　再びほっと息をついたセシアを見ると、ルーシャスはふっと意地の悪そうな笑みを浮かべ、耳元で囁いてきた。

「僕も言い忘れてましたけど、ごちそうさまでした。今夜は可愛かったですよ」

「…………ぶっていい？　本気で」

「さっきのアレは本気じゃなかったんですか」

「もう一度、本気で殴りたいっていう意味よ！」

　手近にあったクッションでひとしきり、ルーシャスの肩をばしばしと叩いてから、セシアはふうともう一度ため息をついた。まだしつこく火照っている気のする頰を押さえて言う。

「でも、ルーシャスの言いたいことはわかったわ。わたしも、もっとちゃんと用心する」

「結構です。では」

　楽しげな笑みとともに続けられたルーシャスの言葉の意外さに、セシアは目を見開いた。

「ヴァルフラッドの閣下が、あなたと改めてお話がしたいそうですが。どうしますか？」
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「──セシア。昨夜から私を避けてはいないか？」

　翌日。パステルカラーの薔ば薇らの細さい工くに縁ふちどられた鏡の前に座り、癖くせのない銀の髪を梳とかしていたセシアは、悪魔の呟つぶやきにぎくりとして手を止めた。

「き、気のせいじゃないですか？　そんなことは──」

「あると思うが」

　いきなり真横に黒い影が生まれたので、思いっきり「きゃあ!?」と悲ひ鳴めいを上げてしまった。

「またあなたはわたしの許しもなく、人間の姿になって！　そろそろ撃ちますよ!?」

「悪かった。罰は後で受ける。それより」

　ちっとも悪いと思っているようには聞こえない口調で言うと、ラゼリオンはセシアが取り落としたブラシを拾い上げる。

　普通に返してくれるのかと思いきやそうではなく、セシアが伸ばした手を綺き麗れいに無視して、ラゼリオンは彼女の背後に回った。まさか、と思ったが悪い予感のとおり、悪魔はセシアの髪を梳かしはじめてしまう。セシアは顔を引きつらせた。

「待って、あなたにそんなことまでさせられな──」

「いいから。あなたは、私の質問に答えることに集中しなさい」

　無茶を言うなと叫びたい。ローズグレイ・ハウスで可か愛わいいフェアリー・ドールたちに梳かしてもらうのとは、わけが違いすぎる。

　この悪魔に背後をとられること自体が落ち着かないし、髪に神経なんてないはずなのに、かすかに伝わる手の動きを無視できないし、剝むき出しのうなじにふれそうでふれない指先の感触には、身体からだが勝手にこわばってしまうし。逃げだしたくなる。

　硬直しきったセシアを、どこか楽しげに見下ろすラゼリオンの顔が、鏡に映りこんでいる。

「それで？　昨夜、あなたはどんな悪いことをしてきたのかな」

「……何を言うんですか。悪いことなんて」

「していないのに、私の目がまともに見られないのか？」

　背後から黒手袋の手が伸びてきたのに、鏡から目をそらしていたセシアは気づくのが遅れた。

　はっとして椅い子すから逃げるより先に、ラゼリオンの手がセシアの頤おとがいをつかむ。くい、と顔を前に向かされ、鏡の中のアイスグリーンの瞳と強制的に視線を重ねさせられた。セシアを逃がさぬよう、背後から軽く抱きすくめるようにして、悪魔が耳の後ろから囁ささやいてきた。

「やましいことがないのなら、私の目を見て答えられるのでは？　さあ、どうぞ」

「どうしてこういう悪趣味な苛いじめ方かたを思いつくんですか、あなたは……」

　耳じ朶だをくすぐる艶つやめいた美声に、頤をつかむ指先の冷たさ、マントのようにセシアを包む平熱の低い身体、胸の上に回された腕の重み。……眩暈めまいがしそうだ。どれも刺激的すぎて、もうどれに反応して鼓動が速まっているのかわからない。

　そんな動揺を意地でも悟さとられたくなくて、セシアは硬い声を押し出した。

「……離してください」

「あなたが素直に答えてくれたら離そう」

「頭突きして肘ひじ打うちして足を踏んで、一発撃ちますよ」

「敵扱いされるのは困るな。誤解しないでくれ。別にあなたを苛めたいわけではなく、あなたの心が知りたいだけだ」

「だったら、とりあえず離れてください！　可か及きゆう的てき速すみやかにッ」

　この状態でまともに話せるか！　と切れてもがくと、ようやく悪魔は解放してくれた。

　セシアは肺はいの中の空気がすべて抜けてしまったかのような、長くて深いため息で肩を落とす。

　……この悪魔は、いくつかセシアの秘密を知っている。セシアの性格もよく把は握あくしている。

　ならば、癪しやくだが、ごまかそうとするだけ無駄かもしれない。

「──血を」

「血を？」

「昨夜はルーシャスに、めずらしく、首から吸血させてあげてたんです。それで──」

　しかしいったん口にしてしまうと、途端に大したことではないようにも思えてきて、セシアは戸惑った。そうよ。血を飲ませてあげるなんて、半分の月が昇る日にはいつもやっていることなのに、なんで今回は変に心に残ってしまってるのかしら？

　いくら考えても答えがつかめず、きゅっと眉まゆ根ねを寄せる。

「あれ？　それでどうして、あなたと気まずくなるんでしょう。どうしてだと思います？」

「──そこで私に尋ねるとは、あなたは予想外のひとだな」

　およそ動揺したところなど見せたことのない悪魔が、セシアに大おお真ま面じ目めに質問し返されて、めずらしく当惑の表情を浮かべた。

「だってあなたはときどき、わたし以上にわたしの気持ちを説明してくださるから」

「それは別に難しいことではないし、今の質問にも、まあ答えられないことはないのだが」

「だが？」

　セシア本人は姿勢を正して待ってみるが、ラゼリオンはあまり気が進まない様子だ。

「私が答えを言ってみたところで、あなたは絶対に否定すると思うぞ」

「どうして否定するってわかるんですか」

　詰問する者とされる者。いつのまにか立場が逆転していることにセシアは気づいていない。気づいている悪魔は苦笑いだ。

「ここ数日、あなたと一緒に暮らしてきた経験があればわかるとも。──まあ、あなたがもう気まずさを感じていないなら、私はそれでいい。あなたの表情を見ていたいのに、すぐに目をそらされてしまうのが物足りなかっただけだからな」

「ごまかしてませんか？　いいえ、はっきり言ってごまかしてますよね？」

「ご容よう赦しやを、『夜の女王』。私のような悪魔にでも、言いにくいと思うことはある」

　やっぱりごまかしてる。セシアは不満げに唇くちびるを引き結んだ。まったく。

　──でも、このひとでも困ることはあるんだ……というか、わたしでも、このひとを困らせることってできるのね。

　普段は逆に困らせられたり振り回されてばかりなので、セシアはそれには奇妙な勝利感を覚えた。と同時に、いつも超然としてペースを崩さない悪魔が、いくらか身近にも感じられる。

「さて。髪形はどうされるつもりだ？」

「自分でやります。やりますからブラシを返してください」

　うなじの出る髪形は避け、半分の量をドレスに合わせた黒いリボンで結ぶだけにとどめた。ドレスも、詰まった襟えり元もとやたっぷりとした袖そで口ぐちを真珠色のレースで飾った漆しつ黒こくのもので、露出は限りなく抑えている。吸血鬼の『衝動』を下手に刺激しないように。

　──アクセサリはなしで……あとは、軽く香水を使えばいいかしら？

　化粧台の上には、色とりどり、形もさまざまな香水の瓶びんが並んでいる。

　かつてフェアリー・ドールたちにコーディネイトを任せてみたら「はいです！　セシア様には冬の湖みたいにクールな香りがカッコイイと思うです！」「おばか！　セシア様には神秘的で優雅な香りに決まっておろう」「いいえ、セシア様には高貴で清せい楚そな香りこそが……」と揉めに揉めたあげく、折せつ衷ちゆう案あんだと言って全部の香水をミックスして、ドラゴンでも気絶しそうな刺激臭の毒液を作られたことが思い出された。

　とはいえセシア自身は、昨日聞いた白びやく檀だんの深遠な香りは落ち着くな、と思う程度で──。

「香りには、さほどこだわりがないのか」

「はい。可愛いアンティーク・ボトルの香水をもらったりすれば嬉しいんですけど、どうも不ぶ調ちよう法ほうで、シチュエーションに合わせた香りの選び方とかがピンとこないんですよね」

「なるほど。時に、あなたにそのようなものを贈るのは一体どのような方だ？」

「……それは」

　双子の妹の、クローディアからだ。とはもちろん言えず、セシアは言葉を濁にごした。

　当代の『夜よるの女じよ王おう』と『昼ひるの女じよ王おう』が双子だという秘密は、宮廷や〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉でも限られた人間にしか知らされていない。──ラゼリオンにも、そこまでは教えていない。

　セシアは公おおやけには「幼い頃は病弱で、奥宮から出られなかったクローディア」の「世話役を仰おおせつかった王族女性の子で、ときどきは陛下の遊び相手も務めていた」という設定にされている。エルフィナス王家の血は一応引いているが、傍ぼう系けいで、王位継承権にはまったく関係のない娘ということだ。表向きは。

「ふむ。その表情では、もしや婚約者」

「全然違います。そんなひとはいません」

「それを聞いて安心した。──では、今日の香水は私に選ばせていただけないか？」

「あなたが、ですか？」

「一度、こういうことをしてみたかったのだ。普通の恋人同士のように」

「誰が恋人ですか」

　冷たく突っ込みはしても、香水を選ばせることを却下しなかったのは、ラゼリオンが「普通の」と口にした時の声の響きに、切実さや憧あこがれがあるように思えたせいだった。

　何もかもが「普通」とは程遠い黒衣の悪魔の、「普通」に憧れる気持ち。──それは理解できなくもない。むしろ、よくわかるくらいだ。セシアもときどき、クローディアと普通の家に生まれた姉妹同士だったらなと夢想するから。

「吸血鬼にあまり『美お味いしそう』に見られない香りってわかりますか？」

「ニンニクの香りということか」

「……それはちょっと……」

「冗談だ。だいたい本物の吸血鬼は、ニンニクや十字架如ごときではダメージを受けないからな。では──谷間の姫ひめ百ゆ合り、スズランをベースにしたこれでどうだろう。清すが々すがしいが鼻につくほど強くはないし、純粋な乙女おとめのための香りだ」

　花言葉のひとつは「意識していない美しさ」と、すかさず口説き文句らしきものを添えてくるのには、そろそろ慣れつつあったが。

「──あなたは、どうして手袋を外そうとしないんですか？」

　本を読む時も、すべり落ちやすい香水の瓶を選ぶ時も、〈アリスの箱庭〉のクリームをさわる時ですら、ラゼリオンが頑かたくなに手袋を外そうとしないことが、この時も引っかかった。

　ラピスラズリ色の瞳にじっと見上げられた悪魔は、ふっと目をそらす。

　迷いの感じられる沈黙ののち、彼にはめずらしい逃げるような態度で、

「それは、聞かない方があなたの身のためだ」

　答えたくない、という意味の返事をした。

　──さっきのはぐらかしといい、肝心なところで黙ってしまうんだから。

　不満に思っていると、ラゼリオンはとりなすようにセシアの銀髪を撫ぜた。ガラス細工にでもふれるような手つきは、さっきとは違った意味で彼女を落ち着かなくさせる。

「が、そうだな。二度も続けてごまかしては姫君に失礼か」

「失礼というか──肩透かしな気はします。でも、無理に打ち明けてくださらなくても」

「いや、あなたを花嫁にと望むのなら、いずれは打ち明けなくてはならないことだ。──私が〈黒世界〉でも畏おそれられ、忌いまれる存在だということは」

　ラゼリオンの声が、平へい淡たんな中にも自じ嘲ちようと少しの寂しさを秘めているように聞こえて、セシアははっと目を瞠った。

「畏れられ、忌まれるって──人間に、ですよね？　それは悪魔なら仕方ないことじゃ」

「いや、人間と深く関わるのはほとんどあなたが初めてだ。私を畏れているのは同族たちだ」

　──悪魔に畏れられる、悪魔？

　彼が強大な力を持っていることは知っていたし、魔王の直系血族ならさもありなんと思っていたのだが、悪魔にも畏れられるとは穏やかではない。

　たかが手袋へのこだわりくらい、教えてくれたって──と思ってせっついいたのに、予想外に深い領域に踏みこんでいることに気づいたセシアが、ラゼリオンの抑よく揚ようの失せた暗い声を緊張の面おも持もちで聞いていると、突然、壁で柱時計が鳴りだした。

「四時。ティー・パーティーの時間だな」

　ぼうんぼうんと独特のエコーがかかった音が響く中、ラゼリオンがぽつりと呟く。

　ラゼリオンの告白が序章で終わってしまったことが、残念なような、逆にほっとしたような。複雑な気分をセシアは味わう。

「今日は確か、尋じん問もんに挑戦するのだったな。健闘を祈る」

「尋問……。そうじゃないとは言いませんけど、もっとソフトな表現にはなりませんか」

「だが、吸血公爵の口を割らせて、〈アリスの箱庭〉や愛の秘薬について聞き出さなくてはいけないのだろう？　そして何より、ユリスのことを」

　そのとおりだった。セシアは、今から緊張しはじめている自分を内心叱しつ咤たする。







　事の発端は、半日近く前にさかのぼる。

　夜よる薔ば薇ら城じようは、寒冷地らしく城内の暖房システムがよく整えられているが、初雪の降る早朝ともなると、底冷えのする冷気が壁の向こう側からしみこんできて、窓のそばに立てば足元がぞくりと震ふるえた。雪の結けつ晶しようが張りついたガラスの向こうには、うっすらと白いものが降り積もった荒れ野と、灰色の空ばかりの景色が広がっている。

　そんな初雪と静けさに包まれた夜薔薇城の一室、セシアたちの朝食兼作戦会議の席。

　自じ炊すいで用意したパンやスープを載せた、円まるいテーブルを囲むのは、セシアと三人の契約者、そして今日は魔術師の正装姿で、まともな美少年に見えるフリーデルだ。

「──マザーグース？」

　セシアの言葉に、彼女以外の全員が怪け訝げんそうに訊きき返した。

　セシアは、今日は自分で淹いれたペパーミント・ティーのマグを手にうなずく。

「そう。マザーグースって、わたしの知識が正しければ、お母さんが子供に読み聞かせて、アルビオン語の単語や熟語を自然とマスターさせるためのものよね」

「諸説あるが、まあ、そのとおりだな」とフリーデルがあまり気乗りしない様子でうなずく。

「さらにわたしの記憶が正しければ、マザーグースの歌って、楽譜がないのよね？」

「……ああ、ないな」

　今度は、さっき焼き上がった、酵こう母ぼ抜きのひらべったいパンを切り分けているセンレッドが同意してくれた。伏し目がちに補足する。

「おれがこの国に来て、言葉を勉強しはじめた時、最初にテキストにしたのがマザーグースの紹介本だったが……呪じゆ文もんのようにリズムがよくて、簡単に歌えそうなのに、楽譜の類がまったくなくて、不思議に思ったことがある」

「というか僕の記憶が正しければ、確かマザーグースのメロディって、時代によってまちまちなんですよね？　流行歌のアレンジ・バージョン風にされたり」

「それなのよ」

　欲しい言葉が今度はルーシャスから返ってきたのに、セシアは勢いこんで身を乗り出す。

「待て姫さん。俺ぁ学がねえから、さっぱり話が見えてねえんだが」

「ユリスがマザーグースを歌ってたのよ、アルカイン。しかも、最近流は行やりのメロディで」

「おう。で……なんだってんだ？」

　アルカインには、まだピンとこないらしい。寝ね癖ぐせのついたミッドナイト・ブルーの髪をきまり悪げにかき乱して、さらに質問を重ねてくる。

　だが、あくびを嚙かみ殺していたルーシャスはすぐに察したようだ。左目がきらりと光る。

「それはおかしいですね。──この城から離れられないはずのユリスが、どうやってマザーグースの歌を知ったものやら」

「この城にある本でも読んだんじゃねえの？　なんか上の階にあるらしいじゃねえか、無駄にゴージャスなシャンデリアつきの図書室が。そこにセンレッドが教科書代わりにしたみてえな紹介本があれば、マザーグースくらい簡単に覚えるだろ」

　君はねえ、と嘆息したルーシャスに先んじて、フリーデルが冷ややかに突っ込んだ。

「人狼の記憶力は、三歩歩く間ももたないのか？　今言ったばかりだろうが、マザーグースのメロディを記しるした本はないと」

「……おまえもたいがい腹立つガキだな……つか、なんでないんだよ」

「マザーグースは基本的に、読み聞かせのための唄うただ。もっとわかりやすく言えば、それぞれの家庭で好き勝手なメロディをつけて歌われる代物だから、これが正しい、というメロディ・ラインがない。だから楽譜が作りにくいし作れない。──『夜の女王』」

　急に呼びかけられて、セシアは少しびっくりする。フリーデルは老おいた学者のように顎あごをさすりながら言った。

「あの吸血鬼の仔は、最近流行りのメロディで歌っていたんだな？」

「そう。王都のパブとかで歌われてたのを、前の『生き人形事件』の時に聞いて──」

　その後、妹から直じかに「流行りのメロディ」を教わったのだ。

　クローディアは古典の歌曲もマザーグースも大好きで、よく伝授してくれる。そしてセシアはそれを歌うことで、離れている時に妹を思い出すよすがにするというわけだ。

「あれは確かに、今年の秋から流行りだしたメロディのはずなの」

「そうか」とフリーデル。

「いや、だから何が『そうか』なんだ？」

　まだ話がのみこめていなくて首をひねりつづけるアルカインに、フリーデルがあきれ果てたという半眼になる。説明するのも面倒、という冷めた顔で、セシアが淹れた紅茶をすする。

　それに「フリーデル、君の気持ちはわかりますが、アルカインの仕事は考えることじゃないので」とフォローというには失礼すぎる言葉を前置きしてから、ルーシャスが口を開いた。

「つまりですね、アルカイン。このヴェネドシアは普段はアルビオンとまったく交流がない上に、ユリスは夜薔薇城の人質で遠くには行けない。なのにどうやって最新流行のマザーグースのメロディを知ることができたのか、というのが問題なんですよ」

「そりゃ、知ってる誰かに教わって──……あ？　ああ！」

　ようやくアルカインも納得したようだ。喉につっかえてた小骨が取れた！　というように、ぱあっと顔を明るくしてテーブルを叩たたく。ばん！　と大きな音がして、危うくスープを入れた青磁の壺が倒れそうになったので、セシアとセンレッドが慌てて押さえた。

「そうか！　最近アルビオンから密航してきた誰かが、ユリスと接触したかもってことか」

　セシアは「そういうこと」とうなずいた。

「でもこの国は霧と魔術で隠されてて、普通のひとには見えないし入ることもできないから」

「犯人は魔術師なんだな？」とアルカインはだんだん頭が冴さえてきた様子だ。

「そうだ。──そしておそらくはそいつが、愛の秘薬その他もろもろ〈アリスの箱庭〉の商品を作ってる輩の一人だろうな」

　話しながらも早いペースで朝食を片付けたフリーデルは、あの異次元鞄かばんから、くしゃくしゃの紙束を取り出した。

「昨日の採集物の、分析結果だ」

　早いわね、とセシアが思わず呟くと、フリーデルは「この程度の作業なら、半分寝ながらでもできる」と事もなげに言う。自慢する口調ではないが、彼らしい、己おのれの能力への自信がうかがえる声こわ音ねではあった。

　しかし──読めない。

　糸ミミズが悶もん死ししたような下手すぎる字が紙面を埋め尽くしている。フリーデルの母国・ハルシュタット帝国の言葉だろう見慣れないスペルの単語がときどきまざっている上に、図解したつもりらしい絵が「赤ちゃんの落書き？」と言いたくなる代物だ。

　──これは……下手なスパイの暗号文より、読解不能かも……。

　クールな美貌に似合わず研究スタイルも字も絵もひどい少年に、セシアたちが救いを求めるまなざしを向けると、彼は「そうか、君たちは科学記号が読めないのか」とうなずいた。……そういう問題ではないのだが。

「美容クリームや化粧水などには、夜薔薇から大量に抽ちゆう出しゆつできる物質が含まれていた。学名はどうせ言っても君たちにはちんぷんかんぷんだろうから省略するが、体調を整え、自然治ち癒ゆ能力を高める効果がある」

「愛の秘薬の方は？　確かまだ、半分くらいは謎の成分だったって聞いたけど」

「そちらも一部は判明している。──アルカインがアラタレ川で拾ってきた香木。センレッドがママ＝パデュリの廃はい城じようで見つけた葡ぶ萄どう属ぞくの果実。そして君が逆十字の湖でとってきた、この白いキノコの成分だ」

「!?　……その白いキノコから、何が出たの？」

「紫むらさき大たい麻まに似た幻覚作用のある物質だ。キノコ一個に含まれる量はそう多くないんだが、材料に生成すれば、阿あ片へんなどよりずっとタチの悪い麻薬になるだろう。──なんだ君は、馬鹿みたいに引きつった顔をして」

「い、いや、別になんでもないの」

　悪魔が〈黒世界〉の珍ちん味みだと言っていたキノコだった。全然違うじゃないか！　平然とした顔で騙だましたのか？　いやでも〈黒世界〉なら、こんな危険物でも珍味扱いなのかも……とセシアは胸の中で悶もん々もんと自問自答する。

「……それで。これから、おれたちはどうすればいい？」

　センレッドがぽつりと言いだした。ずっと黙っていた彼だが、過去には狂博士の助手を務めていたから、この手の薬香草や魔術の話にはセシアよりも造ぞう詣けいが深い。控えめな性格だから、それを自慢することはないが、これまでの話は完璧に理解しているはずだ。

「おれたちの任務は一応、先せん遣けん隊たいとして、〈アリスの箱庭〉がこの国に違法に接触しているという証拠を固めるだけのはずだが……」

「でも、それ以上手を出してはいけないという規則もないし、わたしたちで〈アリスの箱庭〉や愛の秘薬について調べられたことが多ければ、きっとその分だけ事件は早く片付くから──ユリスのことには、もう少し掘り下げてみたいと思うの」

「……了解した」

　そう言うと思った、とも聞こえる、温和な響きの声でセンレッドがうなずく。

　話を聞き終えると、パンをかじっていたアルカインが言った。

「んで、具体的には何する？　そのユリスってガキを締め上げて吐かせるか？」

「そんなことをしたら外交問題になるわ。それに、ユリスが素直に喋しやべるとも思えないし」

　とそこで、セシアは金髪の吸血鬼へと視線を流した。

　蜂はち蜜みつにリンゴの薄切りと一緒に煮出した紅茶を吞んでいたルーシャスは、「昨夜のあれですね」と理解の表情で浅くうなずく。

「まず、わたしが、ヴァルフラッド吸血公爵に話を聞いてみる。ユリスが〈アリスの箱庭〉の誰かと逢っていたのなら、閣下がまったく気づいてないはずはないだろうし──ユリスがどうしてそんなことをしたのかも、気になるから」







　そういうわけで、セシアは吸血公爵のお茶会の誘いに応じることにしたのだ。

　夜薔薇城は、北の棟──あるじのヴァルフラッドが日常住まう空間に近づくにつれて、室内装飾が豪ごう奢しやになっていくようだ。飾り彫刻や箔はくで彩いろどられた廊ろう下かに並ぶのは、いずれも細工が見事で保存状態もよい調度品ばかり。

「ルーシャスが『この城にある宝物を一つ一つじっくり見るのはやめてくださいね。絶対に目が疲れて倒れますから』って言ってたんですけど、ほんとに目がちかちかしてきました……」

　とセシアが喋ったのは、独ひとり言ごとではない。パーティー・バッグ風のポシェットに隠れたミミズク悪魔に囁いているのだ。

　胸の前に抱えたポシェットが微妙に動き、中からくぐもった声が返ってくる。

「確かに、どれも手入れが行き届いて、星のように輝いているな。私の小さなミミズクの目にもちと眩まぶしすぎる」

「イェルが毎日手入れしてるんでしょうけど、すごいですね」

「イェルは一度作られたら、製作者が死ぬか、命令を変えるかするまで、機械のように淡たん々たんと働きつづける。休息もいらず、城に咲く花の生気を定期的に摂せつ取しゆすればよし。たいへん理想的な奴ど隷れいだが──あなたはお好きではないようだな？」

「実はあまり。〈黒世界〉のお城にも、イェルみたいなものがあるんですか？」

「いや、これは吸血鬼たち独特の魔術だ」

　途中、金きん鍍金めつきのされたカトラリーが飾り棚に陳ちん列れつされているのに、セシアは目を奪われた。

「どうされた？　ぼうっとした顔だが」

「いえ──小さい頃、わたしの父が話してくれたのを思い出したんです。『銀器というのは、単なる贅ぜい沢たく品ひんではないぞ。普段は食器として使い、金に困った時には、これを鋳い潰つぶして武器に替えるのだ。いわば実用的な隠し財産だ』って」

「興味深いが、幼い娘御にするには随分とロマンがない話だな」

「そういう父なんです。でも『おまえがいつか結婚する時には、この父が、繊細で美しい銀のカトラリーを揃えてやるつもりだ。銀器というのは大事な嫁入り道具でもあるからな』ってやさしい声で言ってくれたのが、嬉しく……て……」

　しまった口がすべった、この悪魔とする話題ではなかった。

　セシアがそう気づいて後悔した時には、ラゼリオンはさらりと口説き文句を口にしている。

「そうか。悪魔との結婚でも、あなたの父御はそのように祝福してくださるだろうか。まあ、反対されて駆かけ落おちというのも、醍だい醐ご味みといえば醍醐味だが」

　……やっぱりそう来たか。

　セシアは、はあ、とため息をついた。

「駆け落ちなんて、わたしは絶対にしませんからね。だいたい結婚自体──」

「──何をブツブツ言ってるんだ？　君は」

「え？」

　ちょうど長い廊下が終わり、黄金の箔で飾られた壮麗な広間に行き当たったところだった。

　驚いて顔を上げたセシアは、シャンデリアの真下にいる人物を見て目をまるくした。

「フリーデル!?　なんであなたがここに……今日わたしと一緒にお茶会に出るのは、ルーシャスのはずよ」

「予定変更だ。すさまじく厭いやそうな顔をする前に耳を貸せ、『夜の女王』」

　わかったと言う前に、ぐいと腕をつかまれ、引き寄せられる。

　耳元で低く囁かれた。

「──ユリスが城の外に出た。センレッドとアルカインが尾行している。ルーシャスにはこの隙に、ユリスの部屋を調べてもらっている」

「大丈夫なの？　そんな大胆なことをして」

　吸血鬼なら、黒い霧きりや蝙こう蝠もりに変へん化げすれば、鍵のかかった部屋にでもたやすく忍しのびこめる。

「確かに吸血公爵に気づかれたら面倒だが、そうならないよう、僕らで時間を稼かせぐ」

「でも……やりすぎじゃないかしら」

「知らないのか？　違法は見つからなければ違法にはならないって。何かあったら僕のせいにしておけ。──行くぞ」

　本来は〈ファウスト〉の魔術師のはずなのに、下手な〈青の薔薇十字団〉の騎士よりも思いきった行動力のある少年だ。だが彼も、〈アリスの箱庭〉の件を早く片づけたいんだろうなと、セシアは好意的に解釈していたのだが。

「君は楽観的だな。僕はただ、こんな鄙ひなびた魔物どもの領土に長居したくないだけだが？」

　……鼻で笑われて猛烈に後悔した。

　目的の部屋に向かう前に、ミミズク悪魔をこっそりポシェットから逃がす。

　実は「図書室を覗いてみたい」と言いだしたので、途中まで連れてきてあげたのだ。

「それで？　茶会の場はどこだ」

「こっちよ。双そう頭とうの鷲わしの紋もん章しようが上についた扉の部屋だって……」

　言いながら扉を開け──セシアは思わずたじろいだ。

　長いテーブルには、センターピース──燭しよく台だいやフルーツ皿を一体化した豪華絢けん爛らんな飾りまで置かれ、さまざまな飲み物や、吸血鬼でも消化できるやわらかい宮廷菓子が、その周りに用意されている。ナプキンも薔薇や王冠、白鳥の形に折り上げられてテーブルを彩っていた。

「……ゴージャスね」

「なんなんだ、これは。これじゃ茶会じゃなくて宮廷の晩ばん餐さん会かいじゃないか」

「ヴァルフラッド閣下の基準では、これでもお茶会レベルなんじゃないかしら」

　城内の豪華さを見れば、そう思えてしまう。質実剛健を旨むねとするフリーデルは、まったくお気に召めさないようだが。

　──これも全部、イェルが用意してくれてるのかしら。すごいなぁ。

　カラフルなマジパンや砂糖、トラガカント・ゴムを使って表現された可愛い菓子装飾品にセシアがうっとりと目を引かれていると、フリーデルが冷たい声で釘くぎをさしてきた。

「それは、うっかり食べようものなら狂い死にするぞ。危険な毒薬が使われてるからな」

「食べるつもりは全然ないけど、そんなに危険なの？」

「そうした模造菓子は、僕の母国の宮廷でもよく使われているそうだが、誤あやまって口にして死ぬ意地汚い子供が後を絶たないそうだ。まあ貴族の子供などは勝手にくたばってくれても大歓迎だが、君に死なれるのは厄介だから、忠告しておく」

　アリガトウゴザイマシタ、と棒読みでセシアは応じた。どうして可愛げがかけらもない物言いしかできないのか、この少年は。たまに、銃の引き金を引くことで鍛きたえた指先で、額ひたいをピンッとやってしまいたくなる。

　その時、だしぬけに左手の壁にある扉が開いた。

「──すまぬな。待たせてしまったか」

　ゆるやかに紡がれるのは、やや古風なアルビオン語。

　夜会服風の黒い衣裳、釦穴には紫の夜薔薇というそれこそ宮廷の晩餐会のようないでたちの吸血公爵ヴァルフラッドが、セシアたちの前に現れた。







「昨日はそなたに申し訳ないことをした。改めて謝罪をさせてくれるか、セシア」

「いえ、閣下。『Ａの約やく定じよう』を破って吸血されたわけでもありませんし、油断していたわたしも未熟だったのですから、あまりお気になさらないでください」

「そうか──……ルーシャスの言っていたとおりの女性だな、そなたは」

「ルーシャスは、なんと？」

「たいへん鷹おう揚よう。きついように見えて情が深く、分け隔へだてないやさしさを持つと」

　ルーシャス本人に言われたなら「褒ほめても血はあげないわよ」と切り返せるのに、他人の口から聞かされると頰ほおが熱くなる。セシアははにかんで視線をそらした。

　純白のテーブルクロスがあしらわれたテーブルを囲むと、イェルがアフタヌーン・ティーの支し度たくをしてくれた。繊細にオールド・ローズが描かれたティーカップは、やはり一級品だ。冷えこんだ夕暮れにはぴったりのウィンナー・ティーは、甘さが控えめでとても美お味いしかったが。

　──ま……間がもたない……。

　ひととおりの挨あい拶さつと謝罪が済んだあとの微妙な沈ちん黙もくに、セシアはさっそく困ってしまった。

　逢ったばかりで、しかも父より年上の男性と、腐くされ縁えんだが他愛のない雑談で盛り上がったことが一度としてない少年。盛り上がれるはずがない。話し上手のルーシャスがいたらよかったのにと、つい胸の奥で思ってしまう。

　けれど、これも鍛たん錬れんよと自分を叱しつ咤たして、セシアはまず吸血公爵の方へと顔を向けた。

「時に閣下──……ご趣味は？」

　唐突に、しかも予想外の話題を振られたヴァルフラッドが怪け訝げんな顔をする。

「余の趣味、とな？」

「はい。城のあちこちで稀き少しようで価値のあるアンティークの品や絵画を見かけますので、閣下はそういったものを集めるのがお好きなのかと思いまして」

　視界の端でフリーデルが「どういう話題選びだ。これはお見合いか？」と言いたげな冷たい目をしていたが、会話をする努力もしてくれないひとに文句をつけられる筋合いはないので、セシアはかちんと来ながらも無視した。本題に入る前に、話しやすい雰囲気を作った方がよかろう。

「いや──ああいった芸術的な品々は、もともと余の父である大公が、〈青の薔薇十字団〉との付き合いを通じて集めたものなのだ。ここにあるのは、大公城の宝物室からあふれたものや、父が余にくださったものがほとんどであるな」

　だから、とそこでヴァルフラッドは目を伏せ、少し照れくさそうにした。

「余の趣味は、どちらかというと地味なのだ」

「地味、ですか？」

「うむ……照れくさい話なのだが、絵を描くことなどが好みだな」

「そうなのですか？　わたしの契約者のセンレッドも、とてもやさしい絵を描きますよ」

「おお。センレッドとは、確かあの、暗くて幸さち薄うすそうな顔をした黒騎士であったか」

　……確かに人じん狼ろうのようにハッピーで明るそうな顔はしていないが、あんまりだ。ヴァルフラッドにまったく悪意がないのが救いだが。

「あの者が絵を嗜たしなむとは意外だな。して、油彩と水彩、どちらを好むのだ？」

「どちらも心得はあるそうですが、得意なのは水彩とスケッチだとか。わたしが岩絵の具をプレゼントしたら、それも気に入って使ってくれているようです」

「岩絵具とな。確か、最近になって東方から輸入されはじめた顔料であったな。少々値は張るが、独特のオリエンタルな色彩が生み出せると聞いて、余も興味は持っていたのだ。そのあたりは、そなたの目から見てどうだ？」

　古風な物言いのせいか、隠者のように近寄りがたいオーラを持つヴァルフラッドだが、こうして語る表情は思いの外ほかチャーミングで、セシアは何やら妙に和なごまされてしまった。趣味は酒しゆ池ち肉にく林りんとか言われたらどうしようかと思っていたのだが、あのシャイで心やさしいセンレッドに似ていると思うと一気に親近感がわく。ルーシャスの言葉も思い出された。

　──『年寄りっぽいくて重苦しく見えるし──ちょっと危険なところも隠してますけど』

　──『基本的には温厚な方ですからね』

　なるほどと納得していると、突然向こうずねに鈍どん痛つうが響いた。フリーデルに、尖とがった革かわ靴ぐつの先で蹴けられたのだ。

　何をするの、と睨にらむと、アメジスト色の瞳からは「のほほん茶している場合か」とでも言いたげな鋭するどいまなざしが返ってきた。言いたいことはわかるが、セシアだって目的を忘れているわけではないのだから、過激な真ま似ねはやめてほしい。まったく……。

　ひとしきり絵の話をはずませたところで、セシアはさっくりと切りこんだ。

「ところで──ヴァルフラッド閣下。ユリスのことをお訊きしてもよろしいですか？」

　ヴァルフラッドの顔に浮かんでいた優雅な笑みが消え、沈んだ、苦い表情に変わる。

　あまり話したくなさそうな、重いため息まじりの口調で彼は言った。

「……あの子と逢ったのか？」

「調査に出かけた先で、ばったりと。でも、初日にご紹介いただけなかったのが不思議で」

「あの子と、話はできたかね？　なんというか……少々、気難しい子でな。余とはまともに口をきこうともしてくれぬのだ。実はセシア──そなたと話したいと思ったのも、ユリスのことで相談したい件があったが故ゆえでな」

　──え？

　セシアは目を瞠みはった。よもや吸血公爵の方から、それを振られるとは予想していなかったのだ。思わず前のめりになってしまう。

「もしかして、ヴァルフラッド閣下もお気づきだったのですか？」

「うむ……気づかぬわけがなかろう。あの子の『薔薇のくびき』は余がつけたものだし、世話をさせているイェルも、余の魔力の一部。あの子は吸血鬼としては未熟故、余にはうまく隠しおおせていると思っているようだが……何より、あの目を見ればわかる」

「気づいていて、どうしてそのままにしてしまったのですか、ヴァルフラッド閣下」

「……その点については、余は申し開きができぬ。いくら父親が罪を犯おかしたとはいえ、大公城で働かせるのも気の毒かと思って引きとったはよいが、余はあの子の父の仇かたき。やはり、心を開いてもらえなくてな」

「それでも、悪いことをしているのを見逃すのは、やはり間違っていると思います。わたしの経験上、そういう時は叱しかってもらえた方がいいです。取り返しがつかなくなってから自分が誰かを傷つけていたことに気づいて、胸が破れるほど後悔するよりは」

「確かに、ああも嫌われては、いくら鈍どん感かんな余でも傷つくが。叱る、か。余はどうも、叱るのが苦手というか──しかし『悪いこと』とは……そなたはもしや、あの子と『彼女』のことにも気づいておったのか？」

「──え？　……彼女？」

　そこで初めて違和感に気づいて、はたと顔を見合わせると。

「お二ふた方かたとも、少し落ち着かれては如何いかがかと存じます。話に行ゆき違ちがいが生じておられるようですが」

　冷静な突っ込みが入った。馬鹿丁寧すぎて一瞬誰だれの言葉かわからなかったが、フリーデルだった。敬語を使っていてもまるで敬意を感じられないのは、ある意味彼らしい。

「吸血公爵閣下。私はこちらの『夜の女王』のように交渉事には慣れておりませんので、単刀直入にお尋たずねしてしまいますが──閣下が人質として手元に置かれているユリスは、近頃、閣下の目を盗んで怪しげな者──『彼女』と接触しているのではありませんか？」

　実際には盗めていなかったのだろうが、という含みを言外にこめ、無礼と紙一重の慇いん懃ぎんな態度でフリーデルが問えば、ヴァルフラッドは苦い表情で目をそらした。

「そして閣下はだいぶ以前から、それをご存知だった。違いますか」

「……そなたは……」

「吸血公爵閣下はどうやら反抗期のユリスの扱いについてお悩みのご様子ですが、私たちにとって一番の関心事は〈アリスの箱庭〉と愛の秘薬。ですが、そちらさえカタがつけば、我らが『夜の女王』は、閣下とユリスとの仲をとりもつ協力は惜おしまないと仰おおせです」

　そんなことは一度も言ってない。

　言ってないが、完全に間違ってもいない。

　──わたしの性格をうまく利用してるわね……フリーデル。

　抜け目のないフリーデルのやり方は業ごう腹はらだが、臨機応変ですぐれてはいる。あいかわらず敬意のさっぱりこもっていない敬語がセシアを苛立たせるが。

　不穏な空気のセシアとフリーデルには気づかない、己おのれの悩みで手一杯という憂うれい顔のヴァルフラッドが、気が重いという口調で言った。

「だが、余はいいが、あの子が罰せられるかと思うと──な」

　フリーデルが口を開く前に、セシアがすかさず吸血公爵をとりなした。

「ヴァルフラッド閣下。〈アリスの箱庭〉と愛の秘薬については、秘ひ密みつ裡りに魔術を使って商売をしている人間がアルビオンにいることが問題視されているだけです。今のところ我が国の人間が実際に死んだ、あるいは傷ついたという事態にはなっていない以上、わたしたち〈青の薔薇十字団〉にユリスを罰する権限はまだ発生していません」

　不戦・不干渉を謳う『Ａの約定』に例外が生まれるのは、魔物が罪のない人間を、あるいは人間が罪のない魔物を害した場合、というのが最低条件になっている。つまり、実害がない限りは、相手の支配領域を踏み荒らすような真似はできないのだ。

「ということで、ヴァルフラッド閣下にユリスを処罰する意思がないのならば、わたしたちは何も手出しはできないのですが──閣下がこのままユリスを野放しにするのでしたら、最後の手段をとることも考えなければなりません」

「最後の手段、というと」

「吸血大公閣下に、ユリスの件を直接報告することです」

　そうしたら、まず間違いなくユリスは罰を受けるだろう。──想像したらしく、ヴァルフラッドの表情がさらに曇る。

　セシアだって本音ではそんな無情なことはしたくないが、今はおひとよしの自分をぐっと抑えて、冷静な声を作った。

「そうならないためにも、何か起こる前にユリスを反省させていただきたいのです」

「反省──」

「はい。『彼女』と会うのは悪いことだから、金こん輪りん際ざい、接触しないようにと。──閣下さえよろしければ、わたしも協力させていただきますが」

　おそらく「あんたの親心なぞ知ったことか。馬鹿なガキと、そんなガキ一匹まともに叱れないあんたが悪い」をものすごく遠まわしに言おうとしていたフリーデルは、セシアの譲歩の仕方と差し出がましい申し出に、嫌悪感を隠していない。視線が恐ろしく冷たかった。

　──わかってるわよ。おせっかいなのは。

　だがセシアは、それが『夜の女王』の務めだからという理由だけでなく──とある個人的で苦い経験から、ひとを救うことにどうしても執着してしまう性格だ。宿命といってもいい。

　そしてその『ひと』は、何も人間だけとは限らなかった。吸血公爵とユリスにだって、むやみに傷ついてほしくはない。『生き人形事件』で出逢った悲しい瞳の魔女と同じように、罪を清算してやり直してもらいたいのだ。

　緊張をはらんだ沈黙の中、しばらく紅茶やクリームの香りだけが漂っていたが。

「ようわかった。ならば──すべて、話そう」

　ヴァルフラッドが、とうとう首を縦に振った。険悪な火花を散らしていたセシアとフリーデルも、はたと彼の方に向き直る。

「おおむね、そなたたちの想像どおりだ。あの子は満月の夜になると決まって、夜薔薇の花束を持ってこの城を抜け出し、ママ＝パデュリの廃城に向かう。密会の相手は人間の女人だったが、名前まではわからぬ」

「ユリスは、『彼女』の名前を呼んだりはしていなかったのですか？」

「余がイェルに追わせた時には、名を呼ぶ場面に出遭えなんだ。常にフードを目ま深ぶかにかぶっているので、顔もしかとは見ておらぬが、声の感じからすると若い女性のようであったな」

　──それが〈アリスの箱庭〉の手先？

　若い魔女か。けれど、霧と魔術に隠されたヴェネドシアに入りこめるのだから、強い魔力と技術を持っているはずだ。その正体はまだわからないが、〈青の薔薇十字団〉に連絡して、満月の夜に待ち伏せして捕らえるなどすれば、解明に大きく寄き与よするだろう。

「ユリスは『彼女』に、花束を渡す以外に、何かしていませんでしたか？」

「いや。花束を渡して、他た愛あいもない話を……余に対する不満などを、あの子は語っていたが、それ以外に特に何かしていた様子はなかったな」

「……さ、左様ですか」

　ずーんとヴァルフラッドの背負う空気が重くなった。セシアも表情が引きつってしまった。

「歌をうたったりは？」

　とこれは、重い空気をまるで気にかけないフリーデル。

「歌──そういえば、何やら意味のわからぬ歌を『彼女』に習っておったか」

　マザーグースのことだ。ヘイ、ディドル・ディドルで始まるあれなどは、マザーグースの中でも特に謎が多いとされている。

「それじゃ、ユリスは『彼女』がこのあたりで夜薔薇以外に材料を採取するのを手伝っていたり、『彼女』がこの国に入るのを手引きしたということはなさそうですね……」

　セシアは少しほっとした。夜薔薇を渡していただけなら、重い罪にはならないだろう。

　そう言うと、ヴァルフラッドも胸を撫で下ろした。

「あとはどうやって、あの子を反省に導くかだが──」

「──そうですね。まず、わたしがユリスと話してみようかと思います」
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　次の日の夕刻、部屋に戻ると──。

「──今度は毒キノコ鍋でも食べてきたかのような顔をしているな、セシア」

　どうしてこの悪魔は、わたしの表情を読むのが上う手まいんだ？　と思いながらセシアは、痛むこめかみを押さえ、長なが椅い子すに腰を下ろした。

　セシアに怒られないようにか、ラゼリオンは今日はちゃんとミミズク姿で、長椅子の端で本を読んでいる。図書室からこっそり拝はい借しやくしてきたものらしい。

「今日はフリーデルがシチューを作ってくれたんですけど、なぜかシチューというより闇やみ鍋なべになっていて……」

「闇鍋か。不思議な親近感を抱いてしまう料理名のひとつだな」

　闇そのものみたいな悪魔がまた訳のわからないことを言っているが、聞き流す。

「基本のレシピは間違ってないみたいだから、たぶんフリーデルのいう『栄養分の効果をより高めるための創作アレンジ』がまずかったんだと思うんです。……見た目はおいしそうだったのに、ひと口食べたら地獄の門が」

　鉄の胃袋の人じん狼ろうは「うーんまずい！　もう一杯ッ」などと意味不明ながんばりを見せていたが、セシアはひと皿分だけでダウンした。あれは味覚への苦行だ。

　お蔭で、フリーデルのなんでも出てくる不思議な鞄かばんから、神の微笑ほほえみの執事が出てきてくれないかと阿あ呆ほうな妄もう想そうをしてしまったほどである。性格は不器用なのに手先は器用なセンレッドが作ってくれたスミレのシャーベットのお蔭で、最後には救われたが。

「そういえば、あなたはあまり物を食べませんね」

「悪魔だからな。食事も睡すい眠みんもなくても、生命活動の維い持じに支し障しようはない」

　どんな状況でもフルパワーで戦えそうで、正直、羨うらやましいと思ったが、

「私の花嫁になれば、あなたも同じような肉体を手に入れられるが──」

「そのためだけに花嫁になるほど、わたしは考えなしじゃありませんからね」

　それとこれとは別問題だ、と、これは毅き然ぜんとして断った。

「残念」と、さほど残念そうに聞こえない淡たん々たんとした口調で呟つぶやいてミミズクが本を閉じ、こちらを振り返った。

「それで？　確か今日は、ユリスと話そうと、突撃しに行ったはずだったか」

「突撃だなんて失礼な。ちゃんとノックしてから訪問しましたよ」







　──『あまり話をする機会がないのでな』

　とヴァルフラッドが以前口にしていたとおり、彼はユリスと会話もままならないそうだ。

　それでは、ユリスに反省を促うながすのも大事だが、二人の関係も修復──少なくとも、吸血公爵が保護者としてユリスを叱しかれる程度にはなってもらう必要がある。でないと、ユリスがいつか同じことを繰り返す恐れがあるからだ。

　そんなことを考えながら、セシアは城の奥にあるユリスの部屋を訪ねた。

「おはよう、ユリス。セシアなんだけど、ちょっとお邪魔させてね？」

　借りた合鍵で扉を開けてみても、返事はない。

　──どこかに隠れてるのかしら。

　部屋は、カラフルなおもちゃ箱の中のようだった。天てん蓋がいつきのベッドはもぬけの殻から。四方の壁は、蝙こう蝠もりをはじめとした夜の動物のモチーフで飾られている。飾り棚には可か愛わいらしいビスク・ドールたち。ぬいぐるみや絵本、おもちゃの山があちこちにあった。

　──男の子の部屋にしては、子供っぽいっていうか……少女趣味？

　昨日ここに忍びこんだルーシャスは、『彼女』につながりそうなものは見つからなかったと言っていたが、セシアの目にも特に気になる部分はない。

「モーニング・ティーを持ってきたの。お湯が冷めないうちに飲んでほしいんだけど」

「──……ここ」

　ようやく、短く小さい返事があった。見れば部屋の片隅に三角屋根の小さなテントがあり、扉幕の手前に、真紅のシルクハットと上着が打ち捨てられていた。幕布一面に異国の遊牧民の絵が描かれたその中に、ユリスは引きこもっているようだ。

「周りが囲われてる場所って、秘密基地みたいで安心するわよね。中に紅茶を運んでも？」

「……勝手にすれば」

「今日はフルーツ・ティーよ。ラズベリーと夜回り葡萄ぶどうと太陽オレンジ、どれがいい？」

「……ラズベリー」

　声はあいかわらず暗いが、まともな反応があるだけ上等だ。少なくとも、出逢ったばかりの頃の、心を完全に閉ざしていたセンレッドよりは取っつきやすいとセシアは内心思う。

　人界でモーニング・ティーといったら朝食と一緒に飲むミルク入り紅茶のことだが、固形物をほとんど摂とらない吸血鬼の世界では、お茶と少しのお菓子だけで朝食になる。ラズベリーと茶葉をポットに入れて蒸むらし、マグにそそいだら、最後に生クリームをひとさじ落とした。

「お邪魔するわね、ユリス」

　秘密基地めいた薄暗いテントの隅で、ユリスは毛布を頭からかぶって小さくなっていた。

　人慣れしていない野良猫に近づくみたいに、セシアは慎重に慎重に膝ひざを進める。

「はい。イェルが淹いれてくれたのよりは、美お味いしくないかもしれないけど」

　ユリスは無言でマグを奪いとると、甘あま酸ずっぱい香りのラズベリー・ティーを一気飲みした。

　舌を火傷やけどしないかと心配したが、杞き憂ゆうだった。おかわり、とマグを突っ返される。

　そのとおりにしてあげると、ふと、かすかに潤うるんだルビー色の瞳とかち合った。不ふ機き嫌げんをあらわにして睨まれる。

「なに、にやにやしてるんだよ」

「お茶。ひっくり返されたらどうしようって思ってたけど、ちゃんと飲んでくれたなって」

「……もし、ぼくがひっくり返してたら、あんたはどうしてた？」

「食べ物を粗そ末まつにするなって怒ったわね。グーで殴なぐったかも」

「……あんたが、怒る？　あんまり想像できないや」

　ユリスが、思わずといったふうに表情をほころばせた。初めて見た笑顔の愛らしさについ目を奪われていると、ユリスは「しまった」とばかり舌打ちして、再び顔を背けてしまった。

「で？　何しに来たのさ。まさかイェルの代わりに、ここで働きはじめたんじゃないだろ」

「まあね。まず、フリーデルがひどいことを言ったそうだから、代わりに謝ろうかと思って」

「……フリーデルって……あの、アメジスト色の瞳をした、人間の魔術師？」

「口が悪かったでしょう」

　本音を言えば、この場にいないひとの悪口で盛り上がるのは好きではないのだが、ユリスと会話を続けることを今は優先させた。許せフリーデル。

「口っていうか根性が悪すぎだよ、あいつ。今までは、あの吸血公爵が世界で一番むかつくって思ってたけど、今はあいつがぶっちぎりで一位」

　──フリーデルのお蔭で、相対的にヴァルフラッド閣下の評価が上がってる……？

　よかったような気もするが、素直に喜べる話ではない。セシアは笑顔が引きつってしまった。

　ともあれユリスの態度が軟なん化かしてきたのは歓迎として、本題を口にする。

「それと、これは伝言なんだけど──ヴァルフラッド閣下が、元気のないあなたのことを心配してるわ。今夜から吹雪ふぶきになるだから、明日はいつもみたいに外に散歩はできないし、一緒に晩餐会でもしないかって」

　吸血公爵曰いわく、似たような誘いかけは以前に何度もしてみたことがあるそうだが、ユリスには聞く耳を持ってもらえなかったそうだ。

「とっておきのワインに、シラバブ、チョコレート・ムースもあるそうよ。あなたにリクエストがあるのなら、聞いてもいいって」

「……リクエスト？　なんでもいいの？」

　思ったよりもあっさり、ユリスが提案に興味を示したのが、セシアには意外だった。最初は頭から拒絶されるだろうと踏んで、長期戦になるのを覚悟してきたのに。話が早いのは助かるが、ユリスの心変わりの理由に見当がつかないのに、不安もよぎる。

　だがここで意見をひるがえされても厄介なので、セシアは「リクエスト、あるの？」と自然を装った声で聞き返すだけにとどめた。

「あるよ、リクエスト。──あんたも一緒に、その晩餐会に出てよ。ドレスでさ」

　奇妙に抑おさえた声でそう言った時のユリスの顔を見ることは、結局できなかったけれど。







　そういうわけでセシアは明日、ヴァルフラッドとユリスの仲立ちをすることになったのだ。

「吸血鬼が二人に、人間はあなた一人で、密室か。危険ではないのか？」

「ユリスがわたし以外のひとには同席してほしくないと言うから、仕方ないですね」

　初対面のフリーデルに容よう赦しやなくいたぶられたせいで、アルビオンから来た余よ所そ者ものに不信感がぬぐえないらしい。困った話だ。

　ミミズク悪魔は翼を使って本を閉じると、もの思わしげな感じにセシアを見上げた。

「あなたの契約者や同僚が付き添わないのか。大丈夫なのか」

「本来の任務──愛の秘薬の材料探しと分析はまだ終わってませんからね。閣下に温室の植物を調べる許可がいただけたので、そちらを片づけてもらうことにしました。ガラスの宮殿みたいで、すごい温室なんですよ。ヴェネドシア中の植物があるとか」

「それも興味深いが、やはりあなたが心配だな。私がこっそりお供しようか？」

「ポシェットの中に入って、ですか？　お気持ちは嬉しいですけど、万が一、閣下やユリスに気づかれてしまったら困りますから、遠慮させてください。──大丈夫ですよ、もしもの時のための対抗策なら、ちゃんと用意していきますから」

　ここ数日の悪魔の気配の殺し方は満点だったが、せっかくの和解のチャンスに、できる限り、不安要素は持ちこみたくなかった。

「そうか。ドレスアップしたあなたを眺められないのは、実に残念だな」

「別にドレスを着た姿くらいなら、お目にかけても構いませんけど」

　ミミズクの背中がしょんぼりとまるまっているので、思わずそう言ってしまった。まあ、例の深しん紅くのドレスというのが照れくさいし、着替えの際にはもちろん飾り櫃びつの奥底に入っていてもらうが、できあがりを見せるくらいならいいだろう。

「でも、歯の浮くような褒め言葉は厳禁ですからね」

「つまらないな。では代わりに、香水を選ぶ役目は任せてもらえるのかな？」
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　クローディアが贈ってくれた深紅のドレスには、黒と深紅の薔薇とリボンを組み合わせた髪飾りがセットになっていた。顔の横に挿さすだけで、下ろした銀髪も、ほんのり薄うす化げ粧しようをしただけの顔も、この上なく華やぐ。宝石になじめないセシア向きのアイテムだ。

「そのドレスを贈った人物は、あなたをよく理解しているようだな」

「──そう思いますか？」

　どきりとして、セシアは化粧台の上──香水瓶を選んでいる漆黒のミミズクを見た。

「ああ。どういう衣裳と装身具ならあなたの魅力がもっとも際きわ立だつか、よくわかっている」

「言われてみれば……。まあ、昔からの親友ですし」

「親友なのか」

「はい。わたしの、魂たましいの一部みたいなひとです。わたしにはもったいないくらいの」

　……ミミズクは黒目しかないので、ある意味、普段のラゼリオン以上に感情が読みとりづらい。無意識に惚のろ気けるような表情をしたセシアに、悪魔が少々むっとしていることに、ポーチの中身の確認に忙しい彼女が気づかなかったのは、無理なからぬ話ではあった。







　聖誕祭の前だというのに、夜薔薇城の内外はすでに冬の真っ只中のような様相を呈していた。外は朝からどんよりと暗く、古い城の中はどこも灰色がかって見える。

「お招きあずかり光栄です、ヴァルフラッド閣下」

「そう畏かしこまらんでくれ、セシア。今日は気の置けない席にしたいのだ。喩たとえるなら、そう、家族が集う夕食の席のようにだな」

　吸血公爵の目標には大賛成だったが、エスコートされて入った部屋が予想よりもはるかに豪奢だったので、セシアは思わず「これでアットホームな食卓……？」と怯ひるんでしまった。

　アルビオンの宮中晩餐会で使う広間よりはずっと小作りだが、氷の城のようなシャンデリアや白地に金きん箔ぱくを基調とした内装のすばらしさでは見み劣おとりしない。壁を覆おおうタペストリーに描かれているのが『死しと乙女おとめ』という不吉なタイトルと絵のあたりに、吸血鬼らしさを感じた。

　──家族の食卓にしては、気合が入りすぎというか……。

　傍かたわらの吸血公爵を見上げれば、服装はいつもより少し華か美びといった程度だが、横顔は緊張でこわばっている。すでに長方形のテーブルについているユリスが見えてくると、ますます顔が硬くなった。大丈夫なのかと心配になって囁ささやく。

「ヴァルフラッド閣下、ユリスとは、お話は──？」

「いまだ叶わぬ。いつも以上に緊張しておるようでな、声をかけにくくて適かなわん」

「がんばってください、ヴァルフラッド閣下。今日はわたしがついていますから」

「──うむ。すまぬな、頼りすぎてしまって」

　励はげましつつ、セシアもぶしつけでない程度にユリスの様子を観察してみたが。

　──ユリスも、緊張してるのかしら。

　張り詰めているというから、普段のように不機嫌なのかと思ったが、うつむいたユリスの顔は心なしか蒼あお褪ざめていて、これから人殺しでもするみたいに思い詰めて見えた。そんな自分の不吉な想像に、セシアはいやいやと首を振る。

　──気のせいよね。

　昨日からの厭いやな予感がむくむくと大きくなるが、二人の不仲が修復する期待感を打ち消したくはなくて、セシアはそれを無視した。──無視してしまった。

「イェルよ、支度を」

　セシアが席につくのを見届けてから、ヴァルフラッドが控えるイェルたちに低く命ずる。

　恐ろしく透明なガラスに薔薇を彫りつけたデカンタから、芸術的な金彩とエナメル絵付のワイングラスへと、美酒がそそがれる。

　人界で珍重されているのは美しい黄金色の貴き腐ふワインだが、ワインは「血のように赤い」ことを重視する吸血鬼の世界では違うのだと、昨夜ルーシャスに教えてもらった。

「うむ、その、なんだ。このようにテーブルを囲むと、親子のようだな。そなたが母親で」

　会話のタイミングを計はかっていたら、ヴァルフラッドが突然そんな柄にもない冗じよう談だんを言いだしたので、セシアはむせた。吸血公爵のぎこちない笑顔を見れば、彼なりに場を和ませようとして空から振ぶりしたのはよくわかったが、それにしたって心臓に悪い。

「……ま、まあヴァルフラッド閣下ったら。お茶目を仰おつしやらないでください、ホホホ」

　笑顔が引きつっているのが自分でもわかった。というかホホホってなんだ。

　──今ので会話のきっかけが吹っ飛んでしまったな。ええと、何から話そう……？

　二人して気まずい表情で飲み物を口にしていると、ユリスが不意に席を立った。

　今の会話が寒すぎて白しらけられたか？　とセシアははらはらしたが、違うようだ。

　ユリスは少し離れたタペストリーの前に立っていたイェルの手から、ワインの満ちたデカンタをもぎとると、こちらに背を向けたまま妙に長く立ち尽くしてから、取って返してきた。

　見守るセシアたちの目の前で、ユリスは硬い表情のままだが、二人のグラスにワインをつぎ足してくれた。意外な気遣いに、セシアは目を瞠みはる。

　吸血公爵の面おもてにも、まずは驚きが、次いで安あん堵どしたような笑みが浮かんだ。

「すまぬな、ユリス」

　照れたような声に、そっぽを向いていたユリスの肩が、ぴくりと引きつった。ユリスも照れているのかと思ったが、それにしては様子が妙だ。

　封印したはずの厭な予感に突き動かされて、セシアがユリスに呼びかけようとした時──。

　……がしゃん！　と、突然ワイングラスが床に落ちて砕くだけた。

　一拍遅れて、今度はヴァルフラッド自身が、全身の骨が抜けてしまったかのように、どさりと椅子からずり落ちる。

「──ヴァルフラッド閣下!?」

　セシアは仰ぎよう天てんして、床に倒れ伏した吸血公爵に駆け寄った。助け起こそうとするが、意外に重い。彼は「セシア……駄目だ、余にふれては……」と呻うめきながら、苦く悶もんの表情で胸を押さえている。

「！　ユリス──あなた……!?」

　まさかと思って振り返れば、今まさに逃げ出そうとしていたユリスと目が合う。ルビー色の瞳を揺らすのは、恐怖と後悔。身をひるがえしたユリスに「待ちなさい！」と叫んだセシアの肩が、その時、痛いほどの力でつかまれる。

「ヴァルフラッド閣下？」と振り返った途端、彼は、セシアの首筋にむしゃぶりついてきた。

「……ッ!?」

　悲鳴が声にならなかった。ぶつりと音を立てて、セシアの皮ひ膚ふの下に押し入ってくる牙きば。一瞬の強烈な痛みのあと、今度は激しい眩暈めまいに襲おそわれた。血を吸われている。それも、セシアを骨まで貪むさぼり尽つくすような勢いで。

「ヴァ──ル……閣下……ッ！」

　暗示を使われてはいないから、身体の自由は一応ある。しかし頭では突き飛ばしたいと思っているのに、咬かまれた場所から全身を侵ひたす甘いしびれのせいで、ろくに力が入らなかった。

　やみくもにもがいた手がテーブルクロスを引っ張れば、高価な銀器やガラスの器うつわが次々に床に叩きつけられる。けれどヴァルフラッドはそれを一いつ顧こだにせず、セシアを拘束する熱い腕にいっそうの力をこめてくる。

　野獣じみた荒々しさで銀髪と背中をまさぐられて、セシアはそそけだった。赤い命のかけらを、そして、もっと大事なものを奪われてゆく気がした。セシアの心の半分はそれを恐れ、もう半分はなぜか強く惹ひきつけられている。そんな自分の心の動きに混乱する。

「……征せい服ふくされているのだ」

　やがてぬるりと牙が抜かれて、ヴァルフラッドの残忍な笑みを含んだ声が、セシアの耳じ朶だを震えさせた。

「そなたは余に征服されているのだ……感じるであろう？　余の強さを、熱を……すべてを」

　うっとりと囁く吸血公爵が、口づけする寸前の距離からセシアを見下ろしている。ダークレッドの瞳に、彼にはふさわしくない狂気の輝きが宿っているのを見て、セシアは確信した。

　──やっぱり……さっきのワインに、ユリスが、毒を……？

　吸血鬼を狂わせる毒が入っていたのだ、きっと。だが、どうしてそんな──。

　そこで再び牙を傷口に押しこまれ、たまらず喘あえぎが漏もれた。切なく震えるそれはとても自分の声とは思えなくて、激しい羞しゆう恥ちで眩暈がぶり返す。だんだん思考回路がしびれてきた。

　もっと獣けもののように激しく貪って。その強大な力で、わたしを完全に屈くつ服ぷくさせて。

　あなたになら何をされてもいいの、わたしのご主人様──。

　──……違う！

　性の欲動エロスと死タのナ欲ト動スがないまぜになった嵐あらしと、心を操ろうとする魔力にねじ伏せられまいと、セシアはなけなしの理性の中から、自分をつなぎ留めるものをかき集めた。

　──このひとは、わたしのご主人様なんかじゃない！　わたしは──。

　わたしは『夜の女王』。最愛の双子の妹、クローディアを守る第一の騎士。妹のエメラルド色の瞳、屈くつ託たくのない笑顔、白薔薇の香りのするキスを懸けん命めいに思い出す。最後に抱きしめられたのはいつ？　そう、ローズグレイ・ハウスでのホーム・パーティーの日だ。

　セシアはなけなしの気力をふりしぼって手を伸ばした。指の先に、レースで飾られたポーチが引っかかる。その中に「もしもの時のための対抗策」が入っている。

　目当ての華きや奢しやなガラス瓶を握って蓋ふたを飛ばすと、無我夢中で、のしかかってくる吸血公爵の腹へと中身をぶちまけた！

「──!?　ぐ……ッ、うぁあああああああ！」

　途端、灼しやく熱ねつの焼やき鏝ごてでも押しつけられたかのように、ヴァルフラッドが腹を押さえて悶絶した。ようやくその腕の中から逃れ、ペイズリー模も様ようの絨じゆう毯たんの上を這いずりながら距離をとったセシアは、驚きを隠せない。
















　部屋にあった気つけ薬の瓶に入れ、今叩たたきつけたのは、執事手製の聖水だったのだが──。

　──『みだりに撒けば、この国の吸血鬼が死に絶えかねない最終兵器だ』

　悪魔にそう言われたから百倍に薄めてきたのに、この威い力りよく!?

　クレオヴィスさんハンドパワーで何を作ったんだと、セシアは目の前の吸血公爵よりも執事が空恐ろしくなる。

　ひとしきり苦悶した吸血公爵が、恢かい復ふくしたのか、荒んだ息を吐きながら起き上がった。

　ぎらつくダークレッドの瞳に戦せん慄りつして、バッグの中から今度は武器を出そうとした時、ふとヴァルフラッドの頭上に影が落ちた。ヴァルフラッドが驚いて振り仰ぐよりも早く、彼の身体は部屋の端まで矢のように吹き飛び、扉にぶち当たり、隣の間に消えた。

　そして七枚の黒翼の影が、茫然とするセシアの視界の端で揺らめく。

　──悪魔の翼。

「このひとは、私が花嫁にしようと口く説どいている女性だ。──あなたにも譲る気はない、ヴァルフラッド吸血公爵」

　ラゼリオン。その名が浮かんだ刹せつ那な、黒衣の姿が、目の前に現れた。

　振り返ったアイスグリーンの瞳が、鏡のように、乱れたドレス姿のセシアを映す。

「あなたは、無事──とは言いがたいか」

「……いえ、ちょっと多めに血を奪われただけです。それより──」

　瞳に宿る光はこの上なく冷たいのに、視線で灼やかれるような感覚をセシアは味わう。

「──ヴァルフラッド閣下は」

「自分の身体を蹂じゆう躙りんされたというのに相手の心配をするとは、たいそう寛かん大だいな女王陛下だ」

　皮肉めいた言葉を、抑よく揚ようが完全に失せた声で紡つむがれると、どうしてこんなに恐ろしいのか。

　アイスグリーンの瞳には、降りしきる雪のように冷たく澄んだ殺意が煌きらめいている。放っておいたら、無表情のままヴァルフラッドにとどめを刺すのではないかという気がして、セシアは慌ててとりなした。

「でもヴァルフラッド閣下は、毒を盛られて普通の状態じゃなかったんです。これは閣下のせいじゃありません。──だからお願いです。そこまでにしてください」

　……氷の塊かたまりのような沈黙が落ちる。

　やがて、冬の夜の化身のように冷徹に見えたラゼリオンの雰囲気が、少しだけ和やわらいだ。

「そうだな──居い候そうろうの身では、あなたに従うしかないか」

「ラゼリオン様」

「怒らないでくれ、冗談だ。──それより、本当に身体は大丈夫なのか？」

　案じる声にはいつものさりげない気遣いがあり、セシアはほっと胸を撫で下ろす。

「ありがとうございます。わたしは大丈夫ですけど……閣下は」

「彼なら、あなたと私の攻撃のせいで、俗な表現をすれば『半殺し』の状態だな。──そう恐れる必要はない。吸血鬼の、それも人間の血を得た直後の力は凄すさまじいものがある。しばらくすれば復活するだろう」

　ひとまずほっとした時、物音が聞こえた。セシアははっとして奥の扉を振り返る。

「……イェル──？」

　現れたのは何体もの蝶の化身たちだった。が、その表情はいつもの乏とぼしいそれではなく、虚うつろな狂気と暗い殺意に満ちている。吸血公爵が豹ひよう変へんし、セシアに怒りを抱いたせいで、彼の魔力で動かされているイェルたちも感化されたらしく、手にした金きん鍍金めつきのナイフやカトラリーで襲いかかってきた。

　立ち上がったはいいが貧血による眩暈めまいでよろめいてしまったセシアを、すかさずラゼリオンが抱え上げ、イェルの攻撃を避けた。

　だが、見る間に数が増えて包囲網をじわりと狭められ、イェルの投げたナイフがセシアの銀髪をかすめるに至って、悪魔の瞳の光が鋭くなる。

「セシア。目を閉じていなさい」

　え、と目を瞠ったセシアを腕の中に封じこめるように強くかき抱いだくと、ラゼリオンは緩かん慢まんにイェルたちを振り返り──。

「──滅ぼし合え」

　凍りつくような瞳と声で、そう呟いた。

　それだけだった。

　だが、悪魔のたったそれだけの行為で状況は一変した。イェルたちはこちらに襲いかかろうとした姿勢のまま硬直したかと思うと、やおら仲間のイェルと向き合い、手当たり次第に殺し合いをはじめたのだ。刺されても血は出ない代わりに、蝶の体液とおぼしき無色の粘ねん液えきが飛び散る。力尽きて倒れたイェルは、翅はねも身体もズタズタの月光蝶に戻った。

　ほどなくして、部屋に沈黙が戻る。相打ちで全滅したイェルの残ざん骸がいを、床にばらまいて。

　セシアはその地獄じみた一幕を、悪魔の抱ほう擁ようの隙すき間まから見ていた。見てしまった。
















「何を……したのですか」

　床に下ろしてもらいながら押し出した声が、震える。ヴァルフラッドに襲おそわれた時以上の戦慄が、セシアの全身を凍こごえさせていた。

　闇そのもののように冷たく黒い翼の影を背負ったラゼリオンは、彼女の目を見ずに答えた。

「暗示のようなものを、軽く」

「暗示」

「我々に向けていた殺意を跳ね返して、同士討ちをするように導いた。──が、少々力加減を誤ってしまったようだ」

　軽く。そして、少々、なのか。この惨状が。セシアの背を、冷たいものが伝い落ちる。

　──これが、悪魔の……魔王の子の力？

　セシアは目の前にいる悪魔との間に、突然、冷たい鋼の壁が立ちはだかったかのような錯覚を覚えた。つい数時間前まではミミズク姿の彼となんの気負いもなく話せていたのに、今は、こちらを見ようとしない彼に、声をかけることすらできない。

　せめて、助けてもらったお礼を。やっとの思いで唇を開いたのだが、廊下から足音とひとの声が聞こえてきたせいで、悪魔はたちまち姿を消してしまった。

「……セシアッ！」

　立ち尽くしていたセシアは、扉の開く音と、かすれた声で振り返る。

　真紅の髪を振り乱したセンレッドが、こちらに駆け寄ってくるところだった。目が合うと心配そうに眉をひそめられてしまう。

「イェルが急に襲いかかってきたから、何かあったのかと……首の、それは怪我か？」

「これは──事故で。ルーシャスたちは？　温室で一緒だったはずじゃ」

「……すぐに追いついてくるはずだが。急ぎの用か？」

「隣の間に倒れてるヴァルフラッド閣下が……ちょっと訳あって、吸血衝動を抑えられない状態になってるから。落ち着くまで、ルーシャスの魔眼で眠らせてあげてほしいのよ」
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「なあセンレッド。悪いことは言わんから、俺と運ぶ相手を交換した方がいいぜ？」

「……こ、このくらい、普通に持てるッ」

「いや、腕力的な心配じゃねえって。顔が真っ赤だろって言ってんだよ」

　半はん眼がんで突っ込むアルカインの指摘どおり、センレッドは耳まで真っ赤だ。

　貧血のセシアが「肩を貸して」とセンレッドに頼んだら、顔色の悪さを理由に抱き上げられてしまったのだが、あの悪魔と違って純じゆん朴ぼくな青年は、頭から湯気が出そうになっている。彼のことは友達と思っているはずのセシアまでつられて照れてしまい、微妙な心地であった。

「おや──フリーデル少年、いませんね」

　先行して古い木の扉を開けたルーシャスが、不思議そうに呟いた。

　アルカインが吸血公爵を、センレッドがセシアを運んで目指したのは少年魔術師の部屋だ。狭い部屋の一面に紙束や実験器具が積み上げられて足の踏み場もないが、薬草の類たぐいは腐くさるほどあるから手当てはしやすい。

「……フリーデルも、もしかして、どこかでイェルに襲われてるのか？」

「だとしても、あの腹立つガキなら殺したって死にゃしねえさ。それよか手当てだ。吸血公爵のおっさんには鎮ちん静せい剤ざいでいいのか？」

　心配そうなセンレッドに軽く返して、アルカインは眠る吸血公爵を寝椅子に横たえる。

「セシア、首を見せてください」

　長椅子に座らされたセシアの首の傷を、彼女の隣に腰を下ろしたルーシャスがあらためる。

「咬み痕あとがくっきり残ってますね……それに、閣下が狂乱状態だったなら──失礼」

　深刻な顔をしたルーシャスに不意に傷口をなめられ、セシアは、ひゃあと色気のない悲鳴を上げてしまった。顔を離した金髪の吸血鬼は、難しげに眉をひそめている。

「やっぱり。閣下に吸血された後、毒素を入れられてますね」

「毒素……？」

　重い眩暈をこらえてセシアが聞き返せば、ルーシャスはことさらゆっくり説明してくれた。

「僕たちの古い言葉では、ストリガ。牙から咬んだ相手の体内へと入り、人間の肉体を吸血鬼のそれに変容させるよう働きかける──一種の魔力ですね。このままではあなたが吸血鬼になってしまうから、それを吸い出します。……大丈夫ですよ、我が姫。僕は閣下と違ってやさしいから」

「冗談はいらないけど……わかった、任せるわ。お願い、ルーシャス」

「いつもそのくらい素直だと可愛いんですけどね、我が姫マイ・プリンセス」

　余計なお世話──とセシアが言い返す前に、ルーシャスの唇が彼女の首筋に下りた。傷口をついばむように吸われれば、たちまち、あの不思議な感覚に包まれる。

　いつもは流されないように気を張るのだが、今回は抗う気力がなかった。吸血公爵の骨まで貪むさぼり尽つくすような荒々しい行為とは違い、背中を撫ぜるルーシャスの腕はやさしく、セシアの身体への気遣いに満ちている。それがセシアから抵抗の意思を奪う。

　包まれるような温もりにそのまま気が遠くなりかけたのに、のけぞった後頭部をルーシャスの手に支えられた感触で揺り戻された。心地よい眠りを邪魔されたような不快感に、むっとしながらも瞼を開けると──。

「……ッ！　いきなり何をするんだ、アルカイン」

「いやな、センレッド。こいつは教育上よくねえ光景だと思った、俺の兄貴心だ」

「だからといって、別におれは目をふさがれなくても……そもそもあなただって、おれと大して年が変わらないはずじゃ」

「俺はおまえと違って、顔が真っ赤になってねえからい・い・ん・だ・よ」

　人狼とセンレッドが揉もめる声と、

「──寸劇はもう終わったのか？　『夜の女王』」

　冷ややかな声で、セシアは完全に現実に引き戻された。

　木戸を振り返ると、予想どおりフリーデルが現れていた。例の台無しな研究スタイルで、左手に不思議な鞄、右手に抜き身の剣。刀身と白衣のあちこちに、イェルのものらしき鱗りん粉ぷんと翅のかけらをこびりつかせていた。

「廊下で襲われてな。試し斬りにもならん弱さだが、鱗粉がやたら光るせいで目が疲れた」

「イェルは、まだ暴走してるの？」

「いや、もう鎮ちん静せい化しつつある。──で？　君と吸血公爵に、一体何があった」

　眼め鏡がねを外して目を軽くこすりながら、フリーデルはストレートに質問してきた。

　持ち直したセシアが経けい緯いを説明する間に、彼は実験器具をてきぱきと操って、薬湯と膏こう薬やくのようなものを手早く調合した。

「『夜の女王』、君はこれを飲め。吸血鬼の被害にあった人間用の薬湯だ。材料は訊くな」

「…………ものすごく飲む気がなくなる説明をありがとう、フリーデル」

「どういたしまして。そこの人狼は、吸血公爵の襟元をゆるめておけ」

「当然の顔で命令すんなよ、腹立つガキだな」

　ひとしきり揉めたあと、フリーデルがガラス器具をいじりながら言った。

「吸血公爵の服についていたワインだが、愛の秘薬と同じ成分が混入されてるな」

「なんですって？」

「僕の説明を忘れたのか？　秘薬の主な材料は、よく効く興奮剤だ。普通の人間ならドキドキする程度だが、普段まったりした生活をしてる吸血鬼には劇薬だったということだ。──抑えていた、人間への吸血衝動を刺激し、一時的に錯さく乱らんさせるほどにな」

　──毒じゃなかったんだ。

「それじゃ──セシアも閣下も落ち着いたところで。どうしてそんな馬鹿な真似をしたのか、ユリスを捕まえて訊かないといけませんね」

　ルーシャスがめずらしく率先して、やる気の感じられる表情で立ち上がった。

「『薔薇のくびき』があるし、外は吹雪が強くなっている。城のどこかに隠れてるはずですよ」

「おっし。そんじゃとっ捕まえて、まずは公爵のおっさんと姫さんに土下座させねえとな」

　アルカインが即座に拳こぶしを鳴らして立ち上がる。センレッドも神しん妙みような顔でうなずいた。

「……子供の悪いた戯ずらで済むレベルでは、ないしな」

「同感だ。──手分けするぞ。ルーシャスは北の棟、アルカインは西、センレッドは東、僕が南を潰す。見つけたらこいつで拘こう束そくしろ。〈ファウスト〉最新式の手錠と鎖だ、一度つけたら鍵なしではドラゴンでも外せない」

　鞄から、猛獣用か？　という鋼はがね色いろの拘束具を人数分取り出すと、フリーデルはセシア以外の三人に放った。

　自分がユリスの捜索から外されていることに、セシアは焦しよう燥そうを覚える。

　だが、ふらつきながら立ち上がろうとした途端、フリーデルのにべもない声で「君はいい。そこにいろ」と釘くぎをさされてしまった。

「血と一緒に脳みそまで吸いとられたのか？　そんな蒼白い顔をした輩やからにふらふらされても逆に迷惑だ。ここでその薬湯を飲んで、静かに待機していろ」

「でもわたしは、ユリスに──」

「でももかももない。その体調じゃ、僕たちの足手まといになるだけだと言っている」

　それがわからないのかと、フリーデルが鋭い視線でセシアを射貫く。

　アルカインがとりなすように、「大丈夫だって」とセシアの銀髪をくしゃりと撫でた。

「姫さんと吸血公爵のおっさんの分まで、俺がおしりペンペンしてきてやっから。な？」

　……そうやってやさしく言われると、反論ができなくなる。

　しょんぼりと座りこんだセシアだが、最後に部屋を出ようとしたフリーデルがなぜかこちらを見ていることに気づいたので、また顔を上げた。

「何か用？」

「別に。ただ、君を見てるとイライラする、と思っていた」

　好かれているとは思ってもいないが、なぜ今そんなふうに言われるのか真意がわからない。

　しかし理不尽な気はして睨み返したくなったのに、実行に移す前に、木戸が閉ざされた。

　途端、静けさが室内に満ちる。

　仲間と友達未満の少年の気配が遠ざかるのを待ってから、セシアはその名を声にした。

「──ラゼリオン様」

「やっと呼んでいただけたか」

　小さな小さな呼び声だったのに、黒衣の悪魔はすぐに現れてくれた。部屋の片隅の闇が固化したかのように忽こつ然ぜんと。

　呼んでも二度と現れなかったらどうしようと、ひそかに心の片隅で心配していたので、セシアはひとまず安あん堵どする。だが先刻の気まずさは、まだ胸にしこりのように残っていた。

「それじゃ、今の話は聞いてたんですね？」

　その気まずさを、セシアは今は無視した。逃げるみたいで卑ひ怯きような真似だと思いながら。

「わたしもユリスを捜したいんです。でも──フリーデルが言うとおり、今のわたしでは、皆の足手まといにしかなりません」

　先刻のことはなんとも思っていないと暗に主張するみたいに、努めて事務的な口調でセシアは話を続けた。悪魔の瞳をまともに見て話せないのが情けない。

「お願いです。ユリスを捜すのに、あなたの力をわたしに貸してくれませんか？」

「──代価は？」

「え？」

「あなたに匿かくまわれる代わりに、質問に答えるという約束はした。だが力を貸すのは、それと話が別だ。あなたは私という悪魔に、代価に何をくれる？　思い浮かばないのなら、こちらから提案してもいい。──あなたの唇が欲しい、とか」

　こちらに対抗するかのように事務的な口調で返してきたと思ったら、最後にいきなり色めいたことを囁かれたせいで、セシアは思わず頰ほおを染めてしまった。

　顔を上げれば、悪魔の挑発するような目とかち合う。かっと頭が熱くなった。

「わかりました！　力を貸していただけるなら、唇くらい結構です！　今ユリスを捜して話ができるなら、別にそのくらい──」

　我慢してみせます。叫びかけた唇が、冷たいものでふさがれた。

　話の流れのせいで、びくっとしてしまったが、なんのことはない──それはラゼリオンの黒手袋をはめた指だった。

　いつのまにかセシアの目の前に膝をついていた悪魔は、彼女の驚きと警けい戒かいをあらわにした目を覗きこむと、わずかに口の端をゆがめた。

「冗談だ。大切な花嫁殿との口づけを、そんな形で奪うのは私も気が進まない。そういうことは、あなたがちゃんと私を受け容いれてくれてからでないと、楽しみが半減する」

　……意外とロマンチストか？

　妙な展開に当惑してしまって、セシアがそんなぼやぼやした感想を口にすると。

「そう呼んでいただけるのは素敵だが、私は、確実にあなたを手に入れたいと思っているだけだ。今ここで激情のままに口づけなどしたら、あなたは永遠に私を許さないだろう？」

　そんなふうに逃がしたくはない。それに──と悪魔の声が少しだけ寂しげな色を帯おびた。

「──ただでさえ、先ほどはあなたを怖がらせてしまったしな」

　セシアは言葉に詰まった。

　怖がったなどと思われたくはなかったが、さっき悪魔の力のあまりの強大さに感じた恐怖をセシアがまだ昇しよう華かできていないのは事実だ。

　だが、ラゼリオンを噓でごまかすことなんて不可能だし、したくもなかったから、怖くないと突っ張ることもできず──。

「激情のままに、って……あなたにも激情があるんですか？」

　また、見ないふりをするみたいに、違うことを口にした。

　また敗北感を味わう。けれど、その言葉が気になっていたのは本当だ。激情のままに。常に冷静で、時に頑かたくななほど無関心に見えるラゼリオンには似合わない言葉だったから。

「あなたは私の寛かん容ようさを過大評価しているな。目の前で吸血鬼に──それも二人に、あなたに深い触れ方をされたのだ。死んだ目をしている私でも、激しい何かくらいは抱く」

　何かって？　雄ゆう弁べんなラゼリオンにしては不自然な物言いにセシアは眉をひそめるが、聞き直す前に相手が話を引き戻した。

「では、ユリスを追おう。代価に何をいただくかは、後でゆっくりと相談するとして」

　唇を、と言われた時よりもさらに怖いことを聞いた気がしても、撤回はできなかった。

　一刻も早くユリスを確保して、伝えたいことがあるのだ。だから悪魔の力まで求めた。

　血管の中が空うつろになったかのような虚脱感をこらえて腰を上げかけたセシアを、ラゼリオンが静かに押しとどめる。

「待ちなさい。私に手がある」

　手？　戸惑うセシアの目の前で、彼は深く瞑めい想そうをするように瞼まぶたを閉ざした。するとその背後で、漆黒の七枚の翼が、沙漠の蜃しん気き楼ろうのようにぼんやりと浮かび上がる。大がかりな、あるいは集中力を必要とする魔術を使う時に現れる、ラゼリオンの力の象徴だ。

　美しい羽根が何枚かはらりと舞い落ちると、それは見る間に形を変えて──。

　──ミミズク？

　いつも彼が変身する小さなミミズクが、七枚の翼を生やした姿になった。まるで悪魔をマスコット化させたような漆黒のミミズクが数十匹、ラゼリオンの「散れ」という命令で、いずこともなく飛び立っていく。

「羽根に、仮かり初そめの命を与えたものだ。その目に映る映像が、私の頭の中に送られてくる」

「イェルみたいなものですか？」

「ああ。私のこれはイェルほど長持ちしない上に燃ねん費ぴが悪く、器用な仕事もできないが、ちょっとした偵察くらいなら十分──」

　便利だと感心するセシアが見守る中、ラゼリオンが不意に口をつぐむ。数十体の分身たちの「目に映る映像」が頭の中に送られてきたらしい。一気に何十種類もの写真を見て、分析するが如き作業は、さしもの彼でも会話と同時にこなすわけにはいかないようだ。

　やがてラゼリオンは瞼を開けると──「見つけた」と、恐ろしく冷れい淡たんに呟いた。
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　……今日は誰かに抱えられてばかりだ。悪魔に横抱きにされながら、セシアはそんなことを思う。幼い頃、師匠に抱きかかえられてあちこちを旅した時のことを思い出して、懐なつかしさと無力感がないまぜになるが。

「ユリスのそばに着いたら、すぐに下ろしてさしあげるから」

　ぎりぎりまで体力を温存しなさい、と言われたら、無意味な意地は張れなかった。

　シャンデリアの照らす、華美な装飾のほどこされた空間からはどんどん遠ざかり、迷路じみた廊下を抜けた先の、城の階下といわれる場所に導かれた。

　雪の塊みたいな石造りの壁に並んだ燭しよく台だいに火はなく、床に敷かれた絨じゆう毯たんもだいぶ古びている。幽霊でも出そうな、暗く湿った雰囲気だ。

「あなたの仲間たちの気配から逃げるように、ユリスはここに逃げこんできていた」

「塔にのぼったりはしてないんですよね？　どこに隠れてるんでしょうか……？」

　古い甲かつ冑ちゆうの前で下ろしてもらい、ラゼリオンと手分けして、セシアは自分の足であちこち捜しはじめた。

　外からしみこむ冷気が少しずつセシアの身体を蝕むしばみ、また眩暈を起こさせようとする。

　──いくら吸血鬼でも、こんなところにずっといたら、身体を壊すんじゃないかしら。

　手に息を吹きかけて、早く見つけようと足を速めた時、つま先で何か硬かたいものを踏んだ。

　釦ボタンのようなそれを拾い上げて、窓からのわずかな明かりにかざす。

　──銀の髑髏どくろのモチーフ？

　ユリスのシルクハットや上着についていたものだ。閃ひらめくように思い出した時、聞こえた物音にはっとして顔を上げると、無造作に山積みにされた古い飾り櫃びつの陰に、ルビー色の瞳が浮かび上がった。セシアと目が合うと、一いち目もく散さんに奥の方に走りだす。

「ユリスッ！」

　セシアはすぐさま華奢な靴を脱ぎ捨て、ドレスをたぐって追いかけた。──この時点で、吸血されたせいで半はん虚きよ脱だつ状態だったことは彼女の意識から吹き飛んでいる。

「待ちなさい──ユリス、止まりなさい！」

　待つわけないだろ!?　と、一瞬だけセシアを振り返ったルビー色の瞳が叫んでいる。

　たとえ『薔薇のくびき』で半ば自由を封じられていても、ユリスだって子爵クラスの魔力を秘める吸血鬼。対するセシアは人間で、重たげなドレスを着ている上に、ヴァルフラッドに吸血されたせいで本調子には程遠い。

　そう思ったユリスは、夜薔薇城の外円部にあたる尖せん塔とうの手前まで全速力で駆け抜けてから、ふと歩みをゆるめた。

「さすがにもう、追いかけては──……ええ!?」

　振り返ったユリスは、すぐ後方にセシアが迫っていたことに仰ぎよう天てんした。やばい！　とユリスが慌あわてて駆けだすのより、セシアがその襟えり首くびを鷲わしづかみにする方が早い。

　ユリスはとっさに背後に肘ひじ打うちを繰り出した。が、セシアはその肘をてのひらで難なくそらして、逆にユリスの腕を捕まえる。

　焦ったユリスは夢中で蹴りを繰り出すが、セシアにはあっけなくかわされた。

「おとなしく、観念しなさい！」

　セシアの恫どう喝かつが大きく響いた、と思った時にはユリスの小柄な身体は宙を舞っている。

「──うぎゃッ!?」

「確保──ッ!!」

　古い絨毯の上に放り投げられたあげく、後ろ手に取り押さえられて、ユリスは悲鳴を上げた。

　肩から落ちた痛みよりも、ドレスの女にぶん投げられた驚きの方がインパクトが大きい。

　床に這いつくばったまま、ユリスは信じられないという口調で呻いた。

「な、なんなんだよあんた……女王じゃなかったの!?」

「『夜の女王』だけど、姫騎士として鍛えられてきたし普段走りこみもしてるの！」

　セシアはユリスを取り押さえながら、叱りつけるみたいに言った。

　師匠のニンジャ・メソッドによる鍛たん錬れんはハードで、「貴女あなた様はドレスを着る機会と時間が多いですから」と言っては、ドレスでも立ち回りができるよう無体な修行をさせられた。さらに妹が贈ってくれるドレスはいつも、セシアの事情を慮おもんぱかって、身動きがしやすいよう裾や腰回りに秘密の工夫がほどこされているのだ。

「さあ、もう逃げても無駄よ。──ヴァルフラッド閣下に、愛の秘薬を盛ったわね？」

　ぐっとユリスは苦しげな表情をしたが、どのみち逃げられはしないと悟ったらしく、程なく口を開いた。押し殺した声で告白する。

「愛の秘薬っていう名前だなんて知らなかったけど──……やったのは、ぼくだ」

「よろしい。秘薬をくれたのは、〈アリスの箱庭〉の魔女？」

「アリス……？　魔女？」

「アルビオンから密航してきた『彼女』のことよ」

　知っていたのか。ユリスはため息をつき、がっくりとうなだれるように首しゆ肯こうした。

「彼女はぼくの、たった一人の友達で──アルビオンに、悪いことをした悪魔や魔物を斃たおす騎士がいるって教えてくれたんだ。そいつらの前で、吸血公爵に『Ａの約定』を破らせる真似を──たとえば人間を襲わせたりすれば、きっと灰にしてくれるって。もうじきこの国にその一団が来るだろうから、機会があったら試してみてねって……あの薬を」

　──そういうことか。

　こう言ってはなんだが、まだ子供子供していて思し慮りよの浅いユリスでは絶対に思いつかなさそうな悪だくみだと思った。

　──それに……〈アリスの箱庭〉は〈青の薔薇十字団〉のことを知ってるのね。

　いかに秘密の騎士団でも、裏の世界で噂にはなっていると聞いていたが。

　と同時に、〈アリスの箱庭〉が、自分たちの商品が近々〈青の薔薇十字団〉に目をつけられるのを想定していたことにも気づく。王都にすぐ連絡しないと。貴族たちから巻き上げた金を持って、会社ごと姿をくらませてしまわないように。

「ところで、彼女の名前は？」

「……知らない」

　セシアは眉をひそめた。知らない？

「友達だったんでしょう？　どうして知らないの」

　そんなひとが友達と言えるのかと暗に問えば、ユリスも非常に遅ればせながらその不自然さを痛感したようで、気まずい表情になる。

「で……でも、ぼくが本音で話せるのは彼女だけだったんだよ。彼女はいつもぼくの言葉に、笑顔でうなずいてくれて……ぼくはだから、彼女が好きで……」

「あなたは彼女に、利用されていただけよ。この城の夜薔薇を手に入れるために」

「だとしても！　彼女はぼくの味方だった！　吸血公爵が嫌いって言ったら、彼女はそうよねって言って、ぼくを応援してくれて……ッ」

　想像以上のユリスの短たん絡らく的てき思考と頑がん固こさに、セシアはそろそろ眩暈がしてきた。

　味方？　──そんな馬鹿な。

「──ユリス。歯、じゃない、牙を食いしばりなさい」

　ユリスがきょとんとした直後、その薔薇色の頰にセシアの渾こん身しんの平手打ちが炸さく裂れつし、小さな身体は壁まで吹っ飛んだ。
















　ユリスは当然仰ぎよう天てんしたが、セシアが張り切りすぎて倒れないかを案じながら、柱の陰から傍ぼう観かんしていたラゼリオンも──その表情はわずかに目を瞠った程度しか変化していないが──内心では相当驚いていた。

「なッ……ぼ、ぼくをぶったな!?」

「本当はグーで殴りたかったくらいよ！　ヴァルフラッド閣下の代わりに！」

「あいつの代わりって……」

「あいつ、じゃない！　あなた、誰を殺しかけたのか本当にわかってるの!?」

　セシアがとうとう叫ぶと、ユリスははっと目を瞠った。

「殺しかけた、って……あの吸血公爵──あんたに灰にされてなかったの？」

「今は、鎮静剤を投与されて眠ってるわ」

　執事特製の聖水と悪魔の攻撃で半殺しにしてしまったことは、内緒にしておく。

　セシアの目の前で、ふ、とユリスの表情が変わった。過度に昂奮して眦まなじりもつり上がっていたのが、気の抜けたようになっている。憎んだ相手を殺しそこねて残念──という顔ではない。よくも悪くも感情を隠せない吸血鬼の仔は、ヴァルフラッドを殺さずに済んで、安あん堵どした様子に見えた。

　──この子は、根っからの悪人じゃない。

　そう思えたことにセシアも安堵しながら、声のトーンを穏やかに諭さとすものに切り替える。

「ヴァルフラッド閣下は、あなたが『彼女』に逢っていたことも、彼女の言うなりになっていたこともご存知だったわ」

「！　う、うそ……」

　激しい動揺でユリスの目が泳いだ。いやいやをするように首を何度も振れば、漆黒の束ね髪もばさりと揺れる。

「だって、知ってたなら、どうしてすぐにぼくを咎とがめなかったんだよ」

「あなたの名目は人質だから『薔薇のくびき』はつけたけど──ヴァルフラッド閣下は、それ以上あなたから何かを奪うことはしたくなかったのよ。あなたのお父上を処刑したことに負い目があって……せめてもの償つぐないに、あなたを守れたらと思っていたそうなの」

「ヴァルフラッドが、そう言ったの？」

　ユリスがヴァルフラッドを「あいつ」や「吸血公爵」ではなく、ちゃんと名前で呼んだのは初めてという気がする。

　突っ張っていたユリスの心の壁が崩れつつある手ごたえを感じながら、セシアはうなずいた。

「そうよ。──あなたに直接そう伝えられなかったヴァルフラッド閣下も、不器用は不器用だったと思うけど」

　ユリスが聞く耳を持たないから、伝えきれなかったというのもあるだろうけれど。

「父親の代わりって……ぼくは別に、そんなこと望んでなかったのに」

「望んでなくても。本当の名前も教えない上に、あなたを商売に利用して、人殺しまで唆そそのかすような『彼女』と違って、ヴァルフラッド閣下はあなたのことを真剣に考えて、大事にしようとしていたわ。あなたも、頭を冷やして考えたら、そう思えない？」

「…………」

「訊き方を変えると──閣下が倒れた時、本当にすっきりした？　後悔はしなかった？」

　違うだろうと、セシアは言外に含みを持たせる。

　ユリスは肯定も否定もせずにうつむいているが、それはこの場合、セシアの推測どおりだと言っているのと同じだ。

　それなら。セシアは自分にうなずいて、ユリスの肩にそれぞれ手を置く。

「今ならまだ大丈夫よ。ヴァルフラッド閣下に全部話して、ちゃんと謝るのよ、ユリス」

　ユリスのルビー色の瞳が、動揺で激しく揺れた。

「で、でも……どんな顔して会えばいいのさ。あんなことしちゃった後で……」

　自分の罪を──ヴァルフラッドの気持ちを裏切ったことをはっきりと自覚したら、後悔と同時に怖さが生まれたのだろう。ユリスの頰は可か哀わい想そうになるくらい蒼そう白はくだ。表情も幼おさな子ごのそれのように頼りない。

「わたしがついていくわ。反省も後悔もしてるから、どうか償つぐなうチャンスをくださいって、一緒にヴァルフラッド閣下にお願いする。もし閣下がものすごく怒ったとしても、わたしが絶対にあなたを守るわ。──だから、一緒に戻りましょう？」

　はげますように微笑んで手を差し伸べると、ユリスは困った犬を思わせる顔でセシアを見上げた。照れたふうに頰を染め、ぽつりと言う。

「……なんか、あんたの方が、『彼女』よりも友達みたいに思えてきた」

　そんな告白みたいに言われると、セシアも照れる。お子様だし、さっきまで本気で取っ組み合っていたとはいえ、ユリスは黙っていれば乙女のように可憐な美少年だ。ルビー色の瞳には吸血鬼特有の危うい色香もあるし。

「それじゃ、お友達になる？　わたしは歓迎するわ」

「……うん──セシア、だったよね？　セシアって呼んでもいい？」

　もちろん、とセシアが笑ってうなずけば、ユリスは急に抱きついてきた。

　深紅のドレスの胸元にユリスの小さな頭が埋うずまり、しばらく沈黙が流れる。

「セシア──」

　ごめん。ごめんなさい。──後の言葉は、言葉にならず、嗚お咽えつにまぎれてしまった。

　セシアはやれやれと微苦笑しながら、ユリスの黒髪や背中をやさしく撫なでる。

「ごめんなさいは、ヴァルフラッド閣下に言わないと」

「……うん。わかってる」

　ふと振り返ると、色濃い闇に潜ひそんでいたラゼリオンと目が合った。

　友達というより母親だな。唇の動きだけでそう言われ、セシアは照れて肩をそびやかした。
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「あ……の、ヴァルフラッド、閣かつ下か」

　重苦しい沈ちん黙もくの中──ユリスが口火を切った。

　雑然とした部屋の片隅で、鎮ちん静せい剤ざいを与えられて寝ね椅い子すに横になっているヴァルフラッドが、意外そうに目を瞠みはる。セシアはそれを、絨じゆう毯たんに正座したユリスのすぐ隣で見守っていた。

　また次の言葉を紡つむぐまでに時間がかかりそうな予感がしていたのだが、一度口を開いたら腹をくくれたのか、ユリスはすぐに言葉を続けた。

「ごめんなさい。ひどいことして。──灰にでもなんでもされても当然だけど……そうなる前に、どうしても訊きたいことがあるの、許してくれる……？」

　今にも泣きだしそうな弱々しい声での懇こん願がんに、ヴァルフラッドは「……うむ」と緊張の面おも持もちで顎あごを引く。ユリスはわずかにほっとした様子で顔を上げた。色みの異なる紅の瞳と瞳がかち合い、ぎこちないが冷たくはない空気を生む。

「あんた──……あなたは、ぼくの父親代わりになろうとしてたって、ほんと？」

「……む」

「ぼくに憎まれてるって知ってて、それでも、ぼくを守ろうとしてくれてたって、本当？」

　セシアの言葉を信じていないわけではないが、本人の口から確かめないと気が済まなかったのだろう。泣きだしそうなくらい思い詰めた表情で、ユリスは吸血公爵を見つめる。ヴァルフラッドはどこか面おも映はゆそうに目を伏せた。

「そのように言われると、余がまるで善き魔物のように聞こえてしまうが──余はただ、吸血鬼の掟おきてに従った結果とはいえ、そなたから親と自由を奪ったことに、今も罪悪感がぬぐえなかったというだけの話だ。そなたが余を憎むのは当然だ。むしろ、今日までそなたに殺意を向けられなかったことが意外なほどだ」

「……それは、単にぼくが弱くて卑ひ怯きようだったからだよ。弱かったから……あなたには、実力じゃ絶対敵かなわないし『逆吸血』も難しいってわかってたから、あなたがぼくにやさしくするのを全部無視して、拒絶して、それであなたが寂しそうにする顔に満足してただけで」

　自分で自分の弱さを認めるユリスの横顔は、今までよりも数段大人びて見える。

「だから、そのこともごめんなさい。ぼくを処刑するなら、覚悟はもうできてるから」

「ユリス」

　少し厳しい雰囲気でユリスの名を呼ぶと、ヴァルフラッドは手をもたげた。ユリスの黒髪をくしゃりと撫でる手つきは、どこか不器用で、こわごわといった感じだ。

「──余の気持ちがわかったのなら、そのように悲しいことを言うでないぞ。そなたに償つぐなう気があるのなら、」

　ダークレッドの瞳に真しん摯しな光が宿れば、それに射貫かれたユリスも息をのむ。

「反省しておるのだな？　ユリス」

「反省はもちろんだけど……後悔もしてる」

「ならば、よい。そなたに償いの機会を与える。一からやり直す覚悟はあるのだろう？」

　ユリスはしっかりとうなずいた。

「もう間違えないよ。だって、今までの空からっぽなぼくと違って、目標もあるし」

「うむ。目標とな？」

　ただ漫まん然ぜんと人質生活をするのをやめたのか、それは大きな進歩だと吸血公爵と一緒に感心していたセシアだが、続くユリスの言葉で固まった。

「そう。早く一人前の吸血鬼になって、セシアを花嫁にするのが、ぼくの目標だよ」

　セシアの背後で、盛大な物音がした。黙って傍観していた三人の契約者が、ずっこけて何かを蹴倒したらしい。フリーデルの聞こえよがしのため息も聞こえた。

　ヴァルフラッドもさすがに目を点にしていたが、たった一人で盛り上がっているユリスは、石になったセシアに向き直ると、彼女の手をぎゅっと握った。

「ねえ、セシア。今は友達でいいけど、これからは結婚を前提にしてぼくと──」

「──ちょっと待ちましょうね、ユリス君」

　真剣な告白をさえぎったのは、ルーシャスだった。早く寝たいという顔でこめかみを押さえつつ、彼は硬直するセシアの肩を抱き寄せてユリスから引き離そうとする。見せつけるようなそれに、当然ユリスは眦まなじりをつり上げた。

「何するんだよ！　なれなれしくセシアにさわるなッ、このいかがわしい吸血鬼！」

「いかがわしいって、吸血鬼にとっては褒ほめ言葉ですよ？　色気のないお子様吸血鬼にはわからないでしょうけど。──まあそれは置いても、我が姫マイ・プリンセスは『夜の女王』。簡単に婚こん姻いんの相手を決められるご身分ではありませんし、本人にもその気はないんですから、あきらめなさい」

　絶句したセシアの代わりに、事務的に説明してくれたルーシャスだが、最後にとんでもない事実を暴ばく露ろした。




「だいたい君は女の子じゃないですか、ユリス。花嫁をもらう側ではないでしょう？」




　本日二度目のショックで硬直が解けた。むくれるユリスを上から下まで見直して、セシアは今度こそ「ええ!?」と声を上げる。

　──男の子じゃなかったの!?

　確かに乙女おとめのように可か憐れんな容貌だが、少年の服と口調がはまりすぎていて気がつかなかった。

　セシアの問いかける視線を受けたヴァルフラッドは、きまり悪そうに言う。

「実は、本当の名前はユリシアなのだが──自分の性別を、あまり好いておらんようでな。男としてふるまいたがるので、そのようにさせていた」

「そういうことは早く言ってくださいヴァルフラッド閣下！」

　さっきは女の子の顔を殴なぐり倒しちゃってたのかと、少々ポイントのズレた反省をするセシアの横で、言い合いは続いている。

「でも別に女と女が相思相愛になっちゃ駄目なんて『Ａの約やく定じよう』にもないだろ！」

「ないですけどね。我が姫はたぶんそういう趣味はありませんし、昔から僕と契約を結んでますから、今さら君みたいなお子様の入る余地はありませんよ」

「あぐッ……こ、の……暗くら闇やみの吸血鬼！　変態、性悪、長髪、灰になっちゃえ！」

「そうやってすぐキレる子には、やっぱり我が姫は渡せませんねえ」

「……無駄に煽あおらないで、ルーシャス」

　セシアはぶり返した眩暈めまいと頭痛に額ひたいを押さえ、喧けん騒そうの輪からこそこそと身を引いた。ひとつ安心したと思ったら今度はなんなんだ。なんで最近、こんなに花嫁づいているんだ。

　ぐったりとするセシアに、ヴァルフラッドが困ったような表情で声をかけた。

「そなたには、予想以上に迷惑をかけてしまったな、セシア。誠に申し訳ない」

「いえ、さっきのあれは──事故のようなものですから」

　性の欲動エロスと死タのナ欲ト動スの化け身しんか、という残忍な姿は夢だったのかと思うほど、ヴァルフラッドはいつもの落ち着きを取り戻しているが、あの激しい行為からそう時間が経たっていないせいで、身体がどうしても緊張してしまった。

　四肢を強張らせるセシアを複雑そうに見つめて、ヴァルフラッドは呟つぶやいた。

「──しかしユリスに先を越されるとは思わなんだ。意外に、余と好みが似ておるのか」

　え？　とセシアは聞き咎とがめた。

　──先を越す？　好み？　まさか血の味のことか？

　警戒をあらわにするセシアを、吸血公爵は「そうではない」と鷹おう揚ように笑ってとりなす。

「そう思われても仕方ないだろうが、違うのだ、セシア。余はただ、ユリスには花嫁よりも母親が必要なのではと思っていたのだ。──うむ、しかしそなたの部下の魔術師の薬は効くな。吸血衝動は消えてくれたが……代わりに眠たくてたまらぬ」

　ユリスの求婚以上にとんでもないことをほのめかされた気がしたが、ヴァルフラッドがすぐに話題を替えたので突っ込みそこねる。

　鎮静剤の効果の名残なごりと、ユリスの件が一段落してほっとしたせいもあるらしい。

　次第に眠りの淵に呼ばれていくヴァルフラッドが、ふと思い出したように呟いた。

「アリパ・サタネイ」

「……なんですか？　それは」

　吸血鬼の古い言葉だろうか。セシアが首をかしげると、ヴァルフラッドは眠たげな目で虚こ空くうを見つめたまま教えてくれた。

「翼ある闇、という意味だ。そなたの血を貪むさぼってしまった時、この上ない悦えつ楽らくと忘ぼう我がの淵ふちで、余は黒く美しい羽根が舞うのを見た気がする。凄せい絶ぜつなまで美しいが、同時に死の影の如ごとく恐ろしくも思われたあれは……何者であったのか……」

　ぎくりとするセシアを後しり目めに、吸血公爵はゆるやかに目を閉じて、夢の国へと沈んでゆく。

　翼ある闇。アリパ・サタネイ。

　その言葉を、セシアの胸に刻みつけて。
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　吹雪ふぶきがやんだあとの空は黒く、上じよう弦げんの月つきだけが朱金色に輝いている。

　セシアは深しん紅くのドレスから室内用の黒いワンピースに着替え、長椅子にもたれた格好でそれを眺めていた。吸血公爵に襲われユリスとは取っ組み合い、極めつきにはあの騒ぎだ。フリーデルには「女たらしか、君は」と厭いや味みを言われたし、いいかげん、気力と体力が取り柄のセシアでも倒れそうになったから、部屋に避難したのである。

「ラゼリオン様」

　そう呼んだのは、少し休んで気合が恢かい復ふくしてからだ。

「いないんですか？　この前の謎なぞかけの答えを思いついたから、聞いてほしいんですけど」

「──ほう」

　抑よく揚ようのない美声が聞こえたのは、扉の方からだ。闇の色濃い一角に、人ひと形がたの悪魔は潜むように立っていた。

　セシアと視線がかち合うと、ラゼリオンはわずかに目を細めた。

「忘れられたかと思っていたのだが」

「今日まで忘れてましたけど、ユリスのことで思い出したんです」

　三つの願いごとを叶かなえるという悪魔に、永遠に願いごとを叶えつづけさせる方法とは──。

「その悪魔に、『わたしと友達になりなさい』って言えばいいんじゃないですか？　友達のお願いは断れないから、悪魔は永遠に願いごとを聞かないといけなくなりますよね」

「……ふむ。実にあなたらしい解答だな」

「あれ？　ということは、ハズレですか」

　実はちょっぴり自信のある解答だったので、セシアはきまり悪そうに頭をかいた。

「いや、的外れではないのだが、〈黒世界〉ではこう言われているのだ。──女に『わたしを愛しなさい』と命じられたら、お終しまいだ。哀あわれな悪魔は、愛ゆえに、永遠にその者の奴ど隷れいになるしかない。ずる賢がしこい人間の女と契約する時は気をつけろ、という教訓話だな」

　その説でいくと、セシアは人間の女にしては、ずる賢さが足りないということになる。別にずる賢くなりたいわけではないが複雑だ。ラゼリオンが、ひょいと肩をすくめる。

「もっとも、私はあなたの解答の方が好みだがな。──では名誉挽ばん回かいで、もうひとつ謎かけに挑戦してみる気はあるか？」

「いいですよ。なんですか？」

「私の、あの翼。あれが〈黒世界〉ではなんと呼ばれているか、想像してみてほしい」

　翼ある闇。アリパ・サタネイ。

　さっき吸血公爵から聞いた言葉が印象的だったので、セシアがそう口にしてみると、ラゼリオンは白はく皙せきの美び貌ぼうにかすかな苦笑いを浮かべた。

「それは随分と、詩的で優雅な表現だな。──実際には『絶対死の翼』という。見たら死ぬ。私に殺される。そういう意味だ」

「見たら死ぬって……そんな物騒な」

「だが事実だ。私の力は、悪魔の中でも並外れて強大すぎるのだ。それ故ゆえに忌いまれている。昔は力が制御できなくて、手でふれただけで、何人もの同族を死に追いやったこともあった。今はこのとおり、魔術仕掛けの手袋などで力を抑えているから大丈夫だが──一時期は、他人にふれるのも他人からふれられるのも苦手だった」

　……セシアはそこで初めて、これが、この前の話の続きなのだと気づいた。

　彼が決して手袋を外さない理由。悪魔に畏おそれられる悪魔だという話の続き。

　にわかに緊張が高まるが、聞かないわけにはいけない気もして、セシアは身を硬くして悪魔の言葉の続きを待った。

「私の手は、そういう、正真正しよう銘めいの悪魔の手だ。〈黒世界〉で生まれてからこれまで、周囲に死と破滅と崩壊しかもたらしてこなかった。あなたの、いつでもひとを助けるために伸ばされる、やさしい手とは違う」

「それじゃ……花嫁なんて、持たない方がいいんじゃないんですか？」

「悪魔の花嫁は伴はん侶りよたる悪魔の力の源みなもとにもなるが、同時に、その悪魔が力を振るうのを止められる、唯一の存在にもなる。だから私は──ひとを傷つけることを嫌い、ひとを救うことに力を尽くしているあなたが必要だと感じた。あなたしかいないと思った」

　……どきりとした。

　いつもの口説き文句とはまるで違う、淡々としているようで切ない想いのこめられた声が、胸を揺さぶる。

「まあ──あなたが私を怖いと言うなら、私はすぐにあなたの前を去るが」

　すでにあきらめたような声音で悪魔が言うのに、セシアはきっぱりと首を横に振った。

「違います。怖いんじゃなくて、同族に怖いと言われつづけたあなたはどんな気持ちだったのかを考えていたんです」

　セシアは『夜の女王』として、〈青の薔薇十字団〉の戦人として、今までにいくつもの魔術事件にかかわってきた。そしてその中で、海の向こうのエウローペ大陸で、周囲に魔術の力を恐れられ、虐しいたげられ、魔女狩りから命からがらアルビオンに亡命してきたひとに何人も出逢ってきた。あの『生き人形事件』でも、悲しい瞳をした魔女に出逢った。

　だからだろうか？　──こんな言葉が唇から飛び出た。

「もしかしてあなたは、誰かに恐れられるのは厭だから、魔王になりたくないのですか？」

　ラゼリオンは何も答えないが、それはこの場合、肯こう定ていしているのと同じだ。

　どうにかして慰なぐさめたくて、セシアは立ち上がって手を伸ばし、ラゼリオンの手にふれた。彼自身が悪魔の手だと忌むそれに。

　と同時に気づく。──わたしはこの気持ちを伝えたくて、さっき悪魔を呼んだのだと。

「わたしは、さっきはびっくりはしましたけど……あなたのことが、怖くはないですよ」

「ハロウィンの『生き人形事件』では、悪魔に怯えていたくせに？」

「それは否定しませんけど、今さらあなたに怯えたりはしません。だから、あなたは──ここからいなくならないでいいんですよ」

　マイペースな押しかけ悪魔を最初は迷惑に思っていたはずなのに、今は逆に引き止めている自分が、セシアは不思議だった。

　──このひとは、放っておけない。

　自分よりはるかに年上で、強大すぎるほどの力を持つ悪魔なのに、そんなことを思う。

　このひとの心と、願いを守りたい。

　それは、妹や契約者たちや、魔術事件で傷つけられたひとに対して抱く想いと似ているようで、どこか違う気もする。

「花嫁とかは駄目ですけど……お友達ならいいですから。あなたは、わたしの手が届くところにいてください。何かあっても、すぐにあなたを助けて、あなたを止められるように」

　真剣に告げて、アイスグリーンの瞳を見つめていたら、ラゼリオンが不意に動いた。上体をかがめて、セシアの頰──というには唇に近すぎる、きわどいところに口づけしてくる。

　一瞬の、それも羽根でふれる程度の軽いキスだったが、突然の行為にセシアは仰天した。
















「!?　いきなり何をするんですか!!」

「いや。桃の花びらの如く可愛らしい頰が、すぐそばにあったものだから」

「わたしは真面目に話してるのに、あなたというひとは……！　もう知りませんッ」

　セシアは怒りと羞しゆう恥ちで真っ赤になって言葉を詰まらせながら立ち上がり、扉に向かった。

「どこへ行かれる？」

「あなたに怒ったらお腹が減ったんです！　失礼します！」

　ばん！　と音高く扉を閉めて、一度も振り返らなかった。──だから気づかなかった。

　ラゼリオンが口元を手で隠して「……ごまかさずに、惚ほれ直したと言えばよかったか」と誰にも聞こえないような小声で独どく白はくしたことにも、前ぶれのないキスが、実は人慣れない彼なりの照れ隠しだったことにも。

　今は、まだ。
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あとがき






　こんにちは、あるいははじめまして。木き村むら千ち世せです。

　皆様のお陰で、渡る世間は人外ばかりの英国風ゴシック・ファンタジー、再登場が叶かないました！　前作からお読みくださった方にも、赤×黒の美麗な表紙に惹ひかれてこの本から手にとられた方にも、楽しんでいただけたら幸いです。

　前作の内容なんて知ったことか！　あるいは、忘れた！　という方でも「主人公はシスコンで吸血鬼は寝てばっかりで狼おおかみ男おとこは元ヤン風味で人造人間もどきはシャイで根暗、美少年は性格以外はパーフェクト。執事は正体不明のハンドパワー持ちで、悪魔は本好きで何考えてるのか謎」──というポイントさえ押さえてくだされば、問題なくお読みいただけると思います。たぶん。




　というわけで、ここからは本作『吸血公爵と紅き御曹司』について。

　肩書がゴシック・ファンタジーということで、今回は舞台を王都の闇やみから、魔物のテリトリーへと移してみました。純白の雪が降りしきる寒冷地、紫の薔ば薇らと美術品に彩いろどられた吸血鬼の古城、エロスとタナトスが交こう錯さくする世界……。

　吸血鬼と聞いて私が連想するものを、片っ端から詰めこませていただきました。ちなみに作中に出てくる「吸血鬼の古い言葉」は一応ルーマニア語です。心残りは、吸血鬼の古典的コスチューム「黒い袖なしマント」を出しそびれたこと……。

　というわけでゲストも二人とも吸血鬼です。

　吸血公爵＝ヴァルフラッドのコンセプトは「渋めで古典的なドラキュラ伯爵」。紅き御曹司＝ユリスは「ゴスロリ美少年」でした。眼帯のルーシャスも合わせて、吸血鬼の詰め合わせな一冊。書いていて、とても楽しかったです。

　前作『青薔薇姫と幻影の悪魔』から、引き続き登場のメンバーはというと──

　悪魔「お付き合いを前提に、結婚してくれませんか（無表情）」

　女王「普通は逆ですよ!?」

　だいたいこんな感じです。前作では終始シリアスに会話していた反動か、コントが増えたような気がする女王と悪魔。世界三大モンスターズや正体不明執事その他は、あいかわらずのノリですので、見守っていただけるとありがたいです。……そんなアレなので副題はもしかしたら『押しかけ悪魔の内助の功』とか『吸血公爵さんちの家庭の事情』くらいの方がお似合いなのかもしれませんなあ……。

　シスコン主人公がどうしてこんなにシスコンなのかとか、女王と悪魔の出逢いが気になった方には、前作『アルビオンの夜の女王　─青薔薇姫と幻影の悪魔─』もお読みいただけると光栄です。わかりやすい宣伝ですみません。本作は何気に伏線をいくつか残しているので、よろしければ、それらをまるっと回収しにいく次作もお付き合いくださいませ。ホップ・ステップに続く華麗な「ジャンプ」なお話の予定です。

　最後に謝辞を。

　笑いの神が光こう臨りんして変な方向に行きそうになった原稿に数々のナイスツッコミを入れてくださった担当編集様。いつも非常にお世話になっております。

　前作に引き続き、魅力たっぷりのイラストで人物と世界観を作ってくださった、こうじま奈な月づき様。今回も私が一番に魅せられています、ありがとうございます！

　この本が世に出るために、たくさんの方のお力を借りしています。感謝の気持ちでいっぱいです。校正様には資料までいただいてしまって、頭が上がりません……。

　そして誰よりも、この本をお読みくださった方たちに、深い感謝を。ブログで小ネタなぞを公開しているので、よろしかったら遊びにいらしてください。




　では、次はアリスモチーフあふれる幻想世界でお会いできることを祈りつつ──。





木村千世





















[image: ]










「ユリスは失敗したようよ。つまらない自爆でね」

　その夜。

　奇き怪かいな植物ばかりを集めた温室で、十四歳ほどに見える少女が、誰だれかに語りかけていた。

　パニエで大輪の薔ば薇らが咲いたかのように広げたドレスは、漆しつ黒こく。燃えるような真しん紅くの髪が、背に滝のように流れ落ちている。月明かりが照らした顔は人形めいて美しいが、浮かぶ笑みはたいそう冷ややかだ。

「もう少しおもしろい見み世せ物ものになるかと思ったのだけど、あの子、予想以上におばかさんだったわ。いくら吸血鬼といっても、やはり子供は駄だ目めよね。最後の最後で甘すぎるわ──」

　ぶつり。

　厭いやな音がした。細い腕にかかえていた、ツギハギだらけの不ぶ気き味みなウサギのぬいぐるみ。

　少女──紅髪のアリスは唐突に、この世のすべてを見下すように笑いながら、その右耳をむしりとったのだ。

「ということで、今回の収穫はこの夜薔薇だけなの。ちょっと物足りないわね」

　続いて、左耳。右腕。左脚。胴体。首──。

　ユリスからもらった夜薔薇を、挿さし木して苦心して増やした茂しげみの足元に、バラバラになったぬいぐるみの残ざん骸がいが散る。まだつぼみの硬い紫の薔薇たちに、これを喰くらって早く咲けと言わんばかりだ。

　ぬいぐるみを無む惨ざんに解体し終えると、アリスはようやくすっきりしたようだ。

「でも、聞いて？　この夜薔薇を使って、昨夜、とってもおもしろいものが作れたの！」

　吸血公爵を罠わなにかけろと言った時と同じ、美しくも残ざん酷こくな微笑ほほえみを浮かべる。

「名前はまだ決めていないけど。化粧品や愛の秘薬なんて目じゃないわ。今度はそれで、ロンディニウムを壊してみるつもりよ。お金なら腐くさるほど作れたもの。おばかさんな貴族から巻き上げたお金で、彼らを恐怖のどん底に突き落とす。なかなか気がきいてるでしょう？」

　答える声はない。が。

「じゃ。あなたも、気が向いたら協力してちょうだいね。──あたしのいとしい悪魔さん」

　極ごく上じようの笑顔でアリスが誘惑すれば、暗闇の奥で、何かがうごめく気配はした。











ＦＩＮ……？










著者

木村千世

Chise Kimura




ゴシックといえば吸血鬼！　だと思うのですが、とある吸血鬼映画では、私の応援している英国人俳優の某氏はまたしても死ぬ役で、ちょっぴり切なかったです……。

そしてその映画では、ヘルシング教授（主人公の心強い味方。のはず）の方が、吸血鬼よりもよほど強そうでおっかなそうでした。










イラスト

こうじま奈月

Naduki Koujima




銀髪の強気な女の子は大好きなので

とても楽しんで描かせて頂きました。

ファンタジー系はあまり慣れていないので

お見苦しい点があったらすみません。

そういえば最近ホントにＴＶを観なくなりました。

観てもＣＳとかだけだし、

Ｎ●Ｋの受信料もＣＳみたいにしてくれればいいのにな…。
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